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土器 (弥生時代～古代 )
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陶磁器 (中 世～近世 )
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陶磁器 (近世 )

木製品



図版133 神明北遺跡

図版134 大野江淵遺跡

図版135 大野江淵遺跡

図版136 大野江淵遺跡

図版137 大野江淵遺跡

図版138 大野江淵遺跡

図版139 大野江淵遺跡

図版140 大野江淵遺跡

図版141 大野江淵遺跡

図版142 大野江淵遺跡

図版143 大野江淵遺跡

図版144 大野江淵遺跡

図版145 大野江淵遺跡

図版146 大野江淵遺跡

図版147 大野江淵遺跡

図版148 大野江淵遺跡

図版149 大野江淵遺弥

図版150 大野江淵遺跡

図版151 大野江淵遺跡

図版152 大野江淵遺跡

図版153 大野江淵遺跡

図版154 大野江淵遺跡

図版155 大野江淵遺跡

図版156 大野江淵遺跡

石製品。金属製品(中世～近世)包含層

自然流路 (弥生時代 )

溜池・溝 (中近世)
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木製品 (中近世)

石製品 (中近世)
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I 自然科学分析の概要

中尾茅戸遺跡 。中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡・大野江淵遺跡では,現地調査期間 (平成14～ 16年

度)及び報告書作成期間 (平成17・ 18年度)に,広い分野からの遺跡の評価を行うことを目的として
,

以下の自然科学分析を実施 した。

現地調査期間には,出上 した自然木・種実 。貝・骨・昆虫及び土を分析試料 として,樹種同定・種

実同定・花粉分析・微細物分析 。貝同定 。骨同定・昆虫同定 。寄生虫卵分析・植物珪酸体分析 。リン

分析・放射性炭素年代測定を行った。報告書作成期間には,木製品を分析試料 として樹種同定・放射

性炭素年代測定・漆器分析,金属製品を分析試料 として蛍光X線分析・金属学的成分分析・放射性炭

素年代測定を行った。木製品の樹種同定は,保存処理を行うものと行わないものに分けて行った。

各分析の目的,種類,対象,分析者は以下に一覧表で示す。 (越前慎子)

目的 分析名 年度 遺跡名 分析試料 分析者

木製品の原材同定・

古オ直生の復元
樹種同定

平成14 4H明北遺跡 木製品 自然木

パリノ サーヴェイ株式会社
耳二D魅 15。 16・ 17・ 18 中尾新保谷内遺跡 木製品。自然木

平成 17・ 18 大野江淵遺跡 木製品 自然木・植物遺体

平成18 中尾茅戸遣跡 木製品

平成17
中尾新保谷内遺跡 果存処理木製品 動山梨文化財研究所

抑パレオ・ラボ神明北遺跡 保存処理木製品

平成18
中尾新保谷内遺跡 呆存処理木製品

抑京都科学
大野江淵遺跡 呆存処理木製品

古植生の復元

種実同定

平成 14 神明北遺跡 陸実

リヾノ・サージェイ株式会社

平成17 中尾新保谷内遺跡 種実

平成17 大野江淵遺跡 瞳実

花粉分析
平成14 神明北遺跡 土

平成15,16 中尾新保谷内遺跡 土

微細物分析 (種実・葉・群

苔類 苫核 垢独・炉時 )

平成15'16 中尾新保谷内遺跡 土

平成14 神明北遺跡 土

貝同定
平成14 神明北遣跡 貝

平成15'16 中尾新保谷内遺跡 貝

昆虫同定 平成 15 中尾新保谷内遺跡 昆 虫

骨の同定 骨同定

平成14 神明北遺跡 母

平成151716 中尾新保谷内遺跡 旨

平成17 大野江淵遺跡 骨

遺構 (ト イレ)の検討 寄生虫卵分析 平成14 神明北遺跡 土

遺構は日)の検討 植物珪酸体分析 平成14・ 1516 中尾新保谷内遺跡 土

遺構 (墓)の検討 リン分析 平成16 中尾新保谷内遺跡 土

帰属年代の検討 放射性戊素年代測定

平成14 神明北追跡 貝

平成15'16・ 17 中尾新保谷内遺跡 木製品・自然木・種実・貝

平成17 大野江淵遺跡 木製品・自然木・植物遺体

平成 18

中尾茅戸遺跡 木製品 ′

抑加速器分析研究所中尾新保谷内遺跡 木製品

大野江淵遺跡 木製品

中尾茅戸遺跡 金属製品
動元興寺文化財研究所

中尾新保谷内遺跡 金属製品

漆器の時報と塗装技

術の検討
漆器分析 平成 18

中尾新保谷内遺跡 漆器
黍器文化財科学研究所

大野江淵遣跡 漆器

材質の検討

蛍光X線分析 平成18
中尾新保谷内遺跡 金属製品

Vll元 興寺文化財研究所
大野江淵遣跡 金属製品

金属学的成分分析 平成18
中尾茅戸遺跡 金属製品 動元興寺文化財研究所

九州テクノリサーチ中尾新保谷内遺跡 金属製品

第 1表 自然科学分析一覧



Ⅱ 中尾茅戸遺跡

中尾茅戸遺跡出土木製品の樹種同定

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

富山県氷見市に所在する中尾茅戸遣跡は,上庄谷平野南縁の丘陵裾部に立地している。本遺跡に

おける発掘調査の結果,古墳時代及び古代,古代以降の遺構が検出され,これらの時期に比定される

遺物が多数確認されている。本報告では,古代以降の遺構とされる杭列を対象に樹種同定を行い,杭

材の樹種及び木材利用について検討する。

(1)試料

試料は,杭列を構成する杭 4試料である。

(2)分析方法

各試料の破損部等を利用して 511m角 程度の木片を採取する。弟J刀 の刃を用いて木片から木口 (横

断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し,ガム・クロラール (抱

水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入し,プ レパラートを作製す

る。作製したプレパラートは,生物顕微鏡で木材組織を観察し,その特徴から種類を同定する。な

お,同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については,島地・伊東 (1982)お よびWheeler

他 (1998)を 参考としている。また,各樹種の木材組織配列の特徴については,林 (1990),伊 東

(1995,1996,1997,1998,1999)や 独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考

としている。

(3)結果

杭材は全て落葉広葉樹のクリに同定された (第 1表 )。 以下に,解剖学的特徴等を記す。

・クリ (Castanea crenatt Sieb.et Zucc。 )ブナ科クリ属

環孔材で,孔圏部は3-5列 ,孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち,漸減しながら火炎

状に配列する。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列,1-15細胞高。

第 1表 樹種同定結果

(4)考祭

分析試料とした杭材はいずれも樹芯を外した角材であり,樹種は全て落葉広葉樹のクリに同定され

た。クリは,重硬で強度及び耐朽性が高い材質を有する種類である。なお,いずれも割材であること

や,分析対象とした試料数が少ないことから,樹種の選択的利用についての言及は困難であるが,少

なくとも強度や耐久性の優れた木材を利用していたと考えられる。近隣の遺跡におけるクリの利用例

では,中尾新保谷内遺跡において中世の柱材や杭に認められている。

2

試料呑号 遺物呑号 遺構 種類 木取 り 樹種
備考 (大 きさ i cln)

長 さ 幅 厚 さ

�1030251 SP165 抗 角材 ク リ

hlf030252 SP166 抗 角材 ク リ

1ヽ030253 SP167 抗 角材 ク リ 弘 .3 61

1ヽ030255 SP170 杭 角材 ク リ
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なお,ク リは,本遺跡周辺の丘陵地に現在でも普通に見られる樹種であり,周辺遺跡で実施され

た花粉分析結果 (未公表資料)等から過去にも生育していたことが明らかとされており,周辺で入手

可能な木材が利用されたことが推測される。

引用文献

林 昭三,1991,日 本産木材 顕微鏡写真集.京都大学木質科学研究所 .

伊東隆夫,1995,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 I木材研究・資料,31,京都大学木質科学研究所,81-181.

伊東隆夫,1996,日 本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ木材研究・資料,32,京都大学木質科学研究所,66-176.

伊東隆夫,1997,日 本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ木材研究・資料,33,京都大学木質科学研究所,83-201.

伊東隆夫,1998,日 本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ木材研究・資料,34,京都大学木質科学研究所,30-166.

伊東隆夫,1999,日 本産広葉樹材の解剖学的記載V木材研究・資料,35,京都大学木質科学研究所,47-216.

島地 謙・伊東隆夫,1982,図 説木材組織.地球社,176p.

Wheeler E A,Bass P and Gasson P E(編 ),1998,広 葉樹材の識別 IAWAに よる光学顕微鏡的特徴リスト.伊東隆夫・藤井智之・

佐伯 浩 (日 本語版監修),海 青社,122p[Wheeler E.A"Bass P and Gasson P E.(1989)二 A蘭弘 Lisと oF Mcroscopic

Feaをures rOr rar」 ぁっ。d rJenす Ecatiorl]

1.ク リ (杭 2ヱ )

a:木日,b:柾 目,ci板目

■■■ 200μ m ia
■■■■■■■■200μm i b,c

図版 1 中尾茅戸遺跡の木材



2 中尾茅戸遺跡出土鉄製品の金属学的調査

財団法人元興寺文化財研究所

九州テクノリサーチ・TACセ ンター 大澤正己・鈴木瑞穂

(1)い きさつ

能越自動車道建設に伴う関連遺跡の発掘調査の結果,氷見市に所在する中尾茅戸遺跡では,近世の

包含層から馬鍬の歯と推定される鉄製品が出土した。

この始発原料の性状や,鉄器製作技術の検討を行うため,金属学的調査を実施する運びとなった。

(2)調査方法

△ 供試材

第 1表に示す。鉄製品 1点の調査を行った。

B 調査項目

1)肉眼観察

遺物の外観上の所見を記載した。

2)マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが,本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を低倍

率で撮影したものを指す。当調査は顕微鏡検査によるよりも,広い範囲にわたって,組織の分布状態,

形状,大 きさなどの観察ができる利点がある。

3)顕微鏡組織

鉱津の鉱物組成,金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。

試料観察面を設定・切 り出し後,試験片は樹脂に埋込み,エ メリー研磨紙の#150,#240,#320,

#600,#1000,及 びダイヤモンド粒子の 3μ とlμ で鏡面研磨した。

また観察には金属反射顕微鏡を用い,特徴的・代表的な視野を選択して,写真撮影を行った。なお

金属鉄の調査では 50/Oナ イタル (硝酸アルコール液)を腐食 (Etching)に 用いた。

4)ビ ッカース断面硬度

ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness Tester)を 用いて,津中の晶出物および金属鉄部の硬

さ測定を実施した。

試験は鏡面研磨した試料に136° の頂角をもったダイヤモンドを押し込み,その時に生じた窪みの面

積をもって,その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用し,荷重は200gfで測

定した。

5)EPMA(Electron Probe Micro Analyzer)調 査

鉄中非金属介在物の組成調査を目的とする。

試料面 (顔微鏡試料併用)に真空中で電子線を照射し,発生する特性X線を分光後に画像化し定性

的な結果を得る。更に標準試料とX線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ

解析を行う方法である。

反射電子像 (COMP)は,調査面の組成の違いを明度で表示するものである。重い元素で構成され

る物質ほど明るく,軽い元素で構成される物質ほど暗い色調で示される。これを利用して組成の違い

を確認後,定量分析を実施している。
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(3)調査結果

No.5:馬鍬の歯 (遺物番号158)

1)肉眼観察 :上側がやや幅広の形状を呈する,細長く偏平な板状鉄製品である。馬鍬の歯の可能性

が指摘されている。ほぼ完形品で,表面全体が黄褐色の上砂で覆われる。

2)マクロ組織 :図版 l①に示す。観察位置は体部横断面 (約 1/2)で ,左側が側面表層部にあたる。

大型の非金属介在物が複数層状に分布する鍛造品である。金属鉄部は 50/Oナ イタルで腐食している。

写真右上部分は高炭素域で,パーライト (Pearlite)の 面積率が高いため黒色を呈する。

3)顕微鏡組織 :図版 l②～⑥に示す。②中央は鍛打に伴い展伸した非金属介在物である。介在物の

鉱物組成に関しては,EPMA調査の項で詳述する。

③～⑥はマクロ写真右側の拡大である。上半部は高炭素域で亜共析組織,下半部は低炭素域で,ほ

とんど炭素を含まないフェライト単相の組織を呈する。炭素含有量は最大で0.50/O程度と判断される。

4)ビ ッカース断面硬度 :図版 l④～⑥の金属鉄部の硬度を測定した。亜共析組織部分の硬度値は④

が142Hv,⑤ は189Hvであった。またフェライト単相部分の硬度値は108Hvであった。それぞれ組織

に見合った値である。

5)EPMA調査 :図版 2の 1段 目に鉄中非金属介在物の反射電子像 (COMP)を 示す。12の 白色粒状

結晶の定量分析値は99.50/O FeOで あった。ウスタイト (wusite:FeO)に 同定される。また13の ガ

ラス質部分の定量分析値は36.7%Si02~7.8%A1203~10・ 4%CaO-4.60/O K20~2.7P205~34。 10/O FeO

であつた。素地部分でも鉄分 (FeO)の高い値を示した。また燐分 (P)も 高値傾向を示している。

さらにもう1個所,鉄中非金属介在物の調査を実施した。図版 2の 2段 目に反射電子像を示す。14の

ガラス質部分の定量分析値は53.9%Si02~9・ 50/O A1203~18.30/O CaO-5.9%MgO-7.7%K20~1・ 1

0/O Na20~3.6%FeOで あった。

以上の調査の結果から,当資料も炭素含有量の異なる鉄材を用いて作られた鍛造品である。また非

金属介在物は鉄材の酸化物と鍛接材の溶融物からなり,熟間での鍛打加工に伴い生じたものと推定さ

れる。このため始発 (製鉄)原料に関する情報は得られなかった。

(4)ま とめ

能越自動車道建設に伴い発掘調査が行われた,中尾茅戸遺跡の近世包含層から出上した馬鍬の歯を

分析した結果,次の点が明らかとなった。

(1〉 馬鍬の歯 (No.5)は炭素含有量の異なる鉄素材を鍛接,ないし粗く折り返し鍛錬した鉄製品

であった。強度と靭性を兼ね備えた製品を作るために,地金 (軟鉄)と 刃金 (銅)の双方を利用

したものと推定される。ただし横断面での両者の配置は不均―で,特に意図的な分配がなされて

いたとは考え難い。

(2〉 製品中には,鍛打により展伸した形状の大型非金属介在物が多数分布する。これらは主に鉄

素材の酸化物と鍛接剤 (粘土汁・真灰など)の溶融物で構成されており,熟間での鍛冶加工時の

反応副生物と推定される。

また砂鉄 (含チタン鉄鉱)起源を示すような,鉄チタン酸化物は確認されず,始発 (製鉄)原

料を検討するための情報は得られなかった。



2 中尾茅戸遺跡出土鉄製品の金属学的調査

図版 1 馬鍬の歯の顕微鏡組織 (90%縮J明載)
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COWIP
×600

No.5-1

ァメJ口巨イ

Element     12     13
F          ―     ―

Na20      0 225     -
Mg0          1 252     0 701
A1208       0380    7.795
Si02          0 094    36 657
K20        ~   4645
Ca0         0 031    10 424
S             0016     0.438
P20S         ~    2.749
Ti02         0 226     0 407
Cr203        0 095    0.011
Mn0          0 074     0 151
Fe0          99 501     34.135
ZrOP          ―      ―

Cu0       0 015    0.031
V203        0・ 031    0.028
As20S        ~     ~
Tota1        101 986    98.063

CO�IP

×600

No5-2

″ ■ rT

!髯||

1086
5936
9508
53867

Na20
MgO
AttO。

Si02

K20        7697
Ca0      18 333
S       0112
P205          0086
Ti02        0 661
Cr203        ~

Zr02          0・ 241

CuO       O.010
V203       0'022
As205      0・ 002

Tota1        101 457

図版 2 EPMA調査結果 俗0%縮1明載)

分析Nc 遺跡名 出上位置 遺物名称 遺物番号

計 測 値

メタル度

調 査 項 目

賄老大きさ(HIl) 重量(g)
マクロ

組織
預微鏡
霊織

ピッカース

断面硬度

線

折

Ｘ

回 WMA 陀学分所 耐火度 カロリー

中尾茅戸 X109Y28Ⅱ 層 馬鍬の歯 ヱ58 207× 24× 6 145,90 特L(☆ ) ○ O ○ O

*供試材の測定結果

第 1表  供試材の履歴と調査項目

第 2表 出上遺物の調査結果のまとめ

か析� 遺跡名 出上位置 遺物名駒 遺物番号 顕 微 鏡 組 織 所 見

5 中尾茅戸 X109Y28Ⅱ 層 馬鍬の選 :9‐3
介在物:W,非晶質珪酸塩,

金属鉄部:フェライト単相～亜共析組織

炭素含有量の異なる複数の鉄素材を鍛打成形した

鍛造品 (C101以下～0.50/O偏 析)

W i Wusite(FeC)



3 中尾茅戸遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定 (β 線測定)

株式会社加速器分析研究所

(1)遺跡の位置

中尾茅戸遺跡は富山県氷見市中尾 (北緯36° 50′ 48″ ,東経136° 56′ 48〃)に所在する。

(2)遺跡の立地

ど    中尾茅戸遺跡は,中尾新保谷内遺跡の南側丘陵部に隣接する (標高約6.5m)。 中世の遺物包含層が

Ⅲ層,古代の遺物包含層がⅣ a・ b層 ,古墳時代の遺構検出面がV層である。

(3)測定の意義

放射性炭素年代測定によって,遺物と遺構の年代を明らかにすることが目的である。

(4)測定汁象試料

柱材・板材に関しては,可能な限り年輪の外側から必要量の試料を採取した。木製品については,

加工痕のある部分を避けて,資料的価値を極力失わないようにしながら,可能なものに関しては年輪

の外側部分から必要量を採取した。木製遺物は,湿った状態あるいは水漬けの状態で保管されていた。

中尾茅戸遺跡では,B地区から出上した杭 1点が測定された (IAA-1004)。

(5)β線計数法による測定

β線計数法は14cが
放射壊変する際に発生するβ線を計数し年代値を算出する方法である。発生す

るβ線の数は崩壊前のもともとの同位元素の数に比例し,半減期に反比例する。この原理を元に年代

を算出する。試料を一連の化学反応によリアセチレン化したのち,気体比例計数管に充填して測定す

る。また,同位体補正は,アセチレンを二酸化炭素に変換したのち質量分析計 (Opima)に よりδ

13cを
測定し補正する。処理工程の概要は以下の通りである。

A 試料の化学処理 (ア ルカリ・酸処理)

試料中の付着物を除去し,目 的物を得る。ピンセットなどにより表面的な不純物を取り除いた後,

アルカリ・酸処理によって内面的な不純物を除去する。処理方法は試料の性質・形状によって異なる。

B 気体比例計数管によるβ線計数測定

1)試料中の炭素を酸化燃焼によりλ酸ガスに変換する。

2)ア ンモニア水に吸収させた炭酸ガスを炭酸カルシウムとして回収する。

(NH4)2C03+CaCち ―→ Cac03+2NH4Cl

3)炭酸カルシウムに過塩素酸を加え,発生した二酸化炭素とリチウムを反応させ,炭化リチウムと

する。

CaC03+2HC104~→ Ca(C104)2+C02+H20

10Li+2C02~→ Li2C2+4Li20

4)炭化 リチウムと水 を反応 させてアセチ レンを発生 させ,測定に必要なアセチレンをフラスコ内に

回収する。

Li2C2+H20→ C2H2+Li20

.2Li+H20~→ Li20+H2

5)生成 したアセチレンを精製 (蒸留)す る。

6)精製 したアセチ レンを気体比例計数管 に充填 し,ア セチ レンの
14cが

放射壊変する際 に発生する

β線 をカウン トする。まず,ア セテ レンガスをカウンターに充填する。 コンピューターに測定条



Ⅱ 中尾茅戸遺跡

件を入力 し, β線を計数する。最後にアセチレンガスを回収する。

C 同位体補正

1)δ 13cを
測定するために,ア セチレンを二酸化炭素に変換する。

2C2H2+502→ 4C02+2H20

2)同位体補正するため,質量分析計 (MS)に よりC02ガスのδ
13cを

測定する。

D 測定結果の表示方法

14cの
半減期は5568±30年 を使用 した。また,付記 した誤差はβ線の計数値の標準偏差 σに基づき

算出した数値であり,標準偏差 (l σ iONE SIGMA)に 相当する年代である。試料のβ線計数率と

自然計数率の差が 2σ 以下のときは,3び に相当する年代を下限の年代値 (記号>)と して表示する。

試料のβ線計数率と現在の標準炭素についての計数率 との差が 2σ 以下のときには,Modemと表示

する。

同位体比は標準偏差からのずれをパーミル (%。)で表した。δ14cの
値は,放射線の測定で求めた

試料炭素中の14c濃
度Aと現在の災素の標準の濃度A(std)を用いて, δ

14c=[(A― A(std)/A(std)]

×1000 によって算出した。δ
l℃の値は,試料λ素の13c/12c原

子比を質量分析器で測定し,標準に

PDB(ベ レムナイト化石)を用いて同様に算出した

△14cは
試料炭素がδl℃=-25.0パーミルであったときの14c濃

度を計算した値である。この濃度を

用いて,(貝殻など海洋起源の試料を除き)表記のBP年代値が算出される。したがって,表記の年代

値は同位体効果による測定誤差を補正した年代値となる。

(6)測定結果

中尾茅戸遺跡出土の試料の測定年代は,予想年代を下り,鎌倉時代に相当する。

測定試料は,可能な限り出土遺物にみられる年輪の外側から採取されたが,必ずしも年輪の最外

輪を測定されたのではないため,測定年代が実年代 (試料の活動停止年代)を若干遡る可能性のある

点を考慮する必要がある。

【参考値 :暦年補正 Radiocarbon determinatlon】

No.62:590■il12BP

1290ADゃ82り 1420AD
954●/.probabiliげ

1210AD o5 4り 1510AD

Code No 試料 BP年代とλ素の同位体比

IAA-ll104 試料採取場所 :氷見市中尾芽戸遺跡 S P 165

試料形態 :木片 (杭 )

試料番号:62  遺物番号:珈

Libby Age(yrBP) :   590± 100

δ
14c(‰ )    =-70.2± 11.9

δ BC(‰)   =-24.7
△

14c(%。 )      = -70.9± 119



中尾茅戸遺跡出土金属製品の放射性炭素年代測定

財団法人元興寺文化財研究所

名古屋大学年代測定総合研究セ ンター

(1)は じめに

能越自動車道建設に伴う発掘調査において富山県氷見市所在,中尾茅戸遺跡の近世包含層から出土

した鉄製品 1′点について,名古屋大学に設置されているタンデトロン加速器質量分析計 (2号機)を

用いて放射性炭素 (Й C)年代測定を行ったので報告いたします。

(2)放射性炭素年代測定

年代測定に供した試料は,メ タルチェッカー及びX線写真撮影によって金属鉄部分を確認の上,小

型グラインダー等を用いて,鉄製品より切り出した金属鉄部分である。

鉄試料の調整とグラフアイトの合成は,名古屋大学年代測定総合研究センターにおいて行い,年代

測定は名古屋大学年代測定総合研究センターに設置されているタンデトロン加速器質量分析計 2号機

(オ ラングのHVEE社製のタンデトロンAMS)で 放射性炭素 (望C)年代測定を実施した。

タンデトロン2号機では,ИCと
12cの

存在比 (14c/12c比 (=R))が未知試料 (Rsam』e)と
14c濃

度が

既知の標準体 (RAD1950)と について測定され,Rsampに/RAD1950比 が得られる。また,タ ンデトロン2号

機ではお
C/姥C比 も同時に測定できる。測定されたRsam「e/RAD1950比 について,タ ンデ トロン2号機で

測定されたδ
13cを

用いて炭素同位体分別の補正を行ったのち,試料の14c年
代値 (同位体分別補正

14c

年代)を算出した。
Й
Cの半減期としては,国際的な慣例に従つて,Libbyの 半減期5568年 を用いた。

愧
C年代値は,西暦1950年 から遡った年数として与えられる。

また,得 られた同位体分別補正
14c年

代を
望C年代―暦年代較正データセット (htCa104,Reimer et

al,2004)お よび較正プログラムCALIB Rev.5.0。 1(M.Stuiver,P.」.Reimer,and R.Reimer,2005)を

用いて暦年代に換算した。
14c年

代値 [yr BP]|こ 対応する年代値の誤差はone sigma(± lσ :1標

準偏差)で示した。

(3)測定結果

中尾茅戸遺跡出上金属製品のδ13cぉ ょびMC年
代 (同位体分別補正

14c年
代),較正年代 (1標準偏

差の範囲)を第 1表に示す。

馬鍬の歯のИ
C年代は,671± 32BPと 測定された。これらを14c年

代―暦年代較正データ(INTCAL04)

を用いて較正すると,較正年代は 1標準偏差 (one sigma)の 誤差範囲で, 1281～ 1384c』 AD
で12世紀末から13世紀末の年代値を示した。

参考文献

Libby,WV F (1955)RadiOcarbOn daing Ch,cago LttiversFt」 7 Press,pp 175

中村俊夫 2001「放射性炭素年代測定とその高精度化」F第 4紀研究』40(6)445-459

Kitagawa,H.,Masuzawa,T,,Nakamura,T,and MatsumOto,E.1993「 A batch preparation methOd Of graphite targets with iow

background for AMS 14c meaSurements」 『RadiocarbOn』 35 295-300

Reimer et a1 2004「 IntCa104 terrestrial radiOcarbon age calibration, 0-26cal kyr BP」 『RadiocarbOn』 46 1029-1058

王θ



試料番号
試料の

種類

物

号

遺

番

δ
13cPDB

(permil)半

14c age

(BP)

ユC年代を暦年代に較正した年代

(Reimer et瓜 ,2004)**

± 1び の暦年代範囲

(probabnty)

測定番号

(NUTA2つ

l 馬鍬の歯 夏露 -32.5 671ΞL32
C』 AD 1281-1304(57.2%)

CЛ AD 1365-1384(42.8%)

第 1表 中尾茅戸遺跡出土金属製品の
14c年

代と較正年代

Ⅱ 中尾茅戸遺跡

*)δ 13cPDBは
次式で定義される。

δ
13cPDB(%O)= [(13c/12c)sam』

e/(13c/12c)PDB~1・ 0) x1000

ここで,(13c/ワ c)sampleは 試料の1℃
/12c比 ,(13c/12c)PDBは Peed de belemnite標 準物質 (λ酸カ

ルシウム)の 13c/12c比 である。

注意事項

0 14c年代値はBPの単位で,西暦1950年から過去へ遡った年代値で示される。

望
Cの半減期 として,国際的に用いられているLibbyの 半減期5568年 を用いて

14c年
代値を算出し

た。

○ 年代値の誤差はone sigma(± lσ ;1標準偏差)を示 した。これは,同 じ条件で測定を100回

線 り返 したとすると,測定結果が誤差範囲内に入る割合が68回 である事を意味する。誤差を表示

の 2倍 (± 2σ ;2標準偏差)に とると,誤差範囲に入る割合は95回 になる。

O δ
13cPDBを

用いて炭素同位体分別の補正を行った。すなわち,Convenional 14c age(同 位体分別

補正
14c年

代)である。

○ **)14c年代値から暦年代への較正は,樹木年輪についての
ИC濃度測定から得 られた較正データ

を用いる。ここでは,IntCa104較正データ (Reimer et al,2004,Radiocarbon,46,p.1029-1058)

と較正プログラムCALIB Rev 5.0。 1(M.Stuiver,P.J.Reimer,and R.Reimer,2005)を 用いて

較正を行った。

○ **)暦年代は,14c年代値が,14c年代値―暦年代較正曲線で真の年代が入る可能性が高い暦年代

範囲で示される。また,真の年代が,表示されたすべての範囲のどれかに入る確率が680/O(lσ )

である。年代範囲の後に示された確率は, 68%の うちで,さ らに特定の年代範囲に入る確率を

示す。

○ 金属鉄の年代測定を行うことは,鉄生産に用いられた木炭試料の年代測定を行っているため,そ

の樹木が 1年に1年輪づつ年輪を形成し,それぞれの年輪が炭素循環において大気に対して閉鎖

形を形成した年代を示めすため,樹木の最外郭の最終年輪と芯材部分の年輪では,年代値に樹齢

分だけのずれが生じ,実際に利用された時期より古い盟C年代が得られるという,“ old wood

erect"の 影響を考慮する必要がある。



Ⅲ 中尾新保谷内遺跡

中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

富山県氷見市中尾に所在する中尾新保内遺跡 (05NS)は ,上庄谷平野南縁部の丘陵斜面から沖積

地に位置している。調査区は,荒館丘陵 (深井,1985)よ り樹枝状に延びる丘陵 (中尾山)裾部から

上庄川支流の野手川上流域の右岸まで南北に設定され,A～ E地区に分けて発掘調査が実施されてい

る。各調査区の深掘り調査や基本土層等の所見によれば,暗黄緑色シルト質泥岩を基底として,上位

に向かって貝化石が混じる堆積物,砂泥からなる堆積物が塁重し,C地区南側及びD・ E地区とA～

C地区北側では岩層が異なるが,後者の調査区では古墳時代～古代 (下層)の遺構検出面に相当する

黄褐色砂 (Ⅳ層)に至る。責褐色砂上位は,各調査区共通して古代～中世の遺物包含層および遺構検

出面に相当する黒色泥質上の堆積が確認されている。また,各調査区における微地形等の所見では
,

B2地区と隣接する調査区が微高地状を呈するのに対し,Al・ A2地区の植物遺体が大量に混じる

Ⅲa'層 (黒色粘質土)の出現と東側に向かって傾斜する状況,B3地区の南東側が低所となること

が確認されている。

中尾新保谷内遣跡の発掘調査の結果,上記した基本土層Ⅳ層とそれより上位の層位から,中世を主体

として古墳時代～古代,中～近世,近世の遺構 。遺物が確認されている。これらの遺構は,上記した

微高地に相当する調査区で密に検出される一方,微高地～低地にかけての傾斜地に相当する調査区で

は遺構の存在は希薄となる傾向にある。

本報告では,中尾新保谷内遺跡の発掘調査成果から課題とされた, 1)堆積物及び遺構の年代観 ,

2)古環境変遷, 3)植物利用, 4)動物遺存体, 5)遺構の性格・用途等の検討を目的として自然

科学分析調査を実施する。

(1)升妖 目的および分析試料

試料は,基本土層や深掘り,遺構覆土等から採取された土壌試料,遺構内や包含層より出上した木

製品や自然木,植物化石,動物遺存体等からなる。以下に,調査区毎に分析目的や分析試料の概要を

示す。各試料の詳細は,分析結果と共に表中に示す。

Al地区

Al地区は,本遺跡調査区の北束に相当する。上記 した黄褐色砂は東に向かって傾斜 してお り,当

該箇所では大型植物化石が多量に混 じる黒色粘質土 (Ⅲ a'層 )が確認されたことなどから,遺跡東

側は低湿地であったことが推定されている。また,深掘 り調査では,黄褐色砂より下位約 2mか らは

貝化石混じりの砂層が確認されている。本調査区では,古代の遺構検出面が 2面 (上 ・下層)確認さ

れてお り,溝や土坑等が検出されている。ここでは,古墳～古代及び古代以前の古環境の検討を目的

として調査を実施する。

試料は,谷 3箇所から採取された土壌試料・木材,深掘 り調査地点 2箇所より採取された土壌試料・

木材,さ らに,骨片からなる。これらの試料のうち,土壌試料を対象に,花粉分析・植物珪酸体分析・

微細物分析,木材試料を対象に樹種同定 。放射性炭素年代測定を行う。また,X103Y125よ り出土 し
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Ⅲ 中尾新保谷内遺跡

た骨片については動物遺存体分析を行う。

A2地区

A2地区は,Al地 区と同様に東へ傾斜する地形が認められている。本調査区では西側に遺構が遍

在 し,古代の溝や土坑,中世の溝や土坑が検出されている。深掘 り調査では,黄褐色砂より下位約2.

5mか ら貝化石が確認されている。ここでは,堆積物の年代観や,種実遺体や貝の種類の検討を目的

として調査を実施する。

試料は,古墳時代～古代の包含層でⅢ a層 から出上 した種実遺体,中世の包含層から出土 した貝化

石,深掘 り調査で出土 した貝化石からなる。これらの試料のうち,種実遺体については種実同定・放

射性炭素年代測定,貝化石を対象に動物遺存体分析を行う。

Bl地区

Bl地区は,Al・ A2地区と比較 して相対的に微高地状を呈する地点である。本調査区では遺構

検出面が 2面 (上 ・下層)確認されてお り,古代の畑の鋤溝群,土坑,中世の掘立柱建物跡や井戸 ,

溝,土坑等が検出されている。深掘 り調査では,責褐色砂 より下位に,灰 オリーブ砂,青灰色シル

ト,貝混 じりの堆積物が確認されている。ここでは,中世の古環境および植物利用,貝層の形成年代

と堆積環境,骨片の種類・部位の検討を目的として調査を実施する。

試料は,中世の井戸跡および土坑覆土から採取された土壌試料,深掘 りに認められた貝混 じりの堆

積物,撹乱から出上 した骨片からなる。これらの試料のうち,遺構覆土より採取された土壌試料を対

象に花粉分析・植物珪酸体分析・微細物分析,貝混 じりの堆積物を対象に放射性え素年代測定,同試

料中の貝化石や撹乱から出土 した骨片を対象に動物遺存体分析を行う。

B2地区

B2地区は,北 に隣接するBl地区と同様に微高地に相当し,Bl地 区と比べさらに標高が高い。

また,遺構検出面より上位の堆積物は他の調査区よりも薄いことが指摘されている。本調査区では,

責褐色砂を遺構検出面として,古墳時代の上坑,古代の溝や土坑,柱穴,中世の掘立柱建物跡,井戸 ,

溝,土坑が検出されている。ここでは,中世とされる遺構の年代観や当該期の古環境や植物利用,遺

構内や包含層から出土した動物遺存体の種類等の検討を目的として調査を実施する。

試料は, Ⅱ層 (中 ～近世の包含層)か ら出土 した骨・貝類,中世の土坑覆土より採取された土壌や

種実遺体,動物遺存体,中世の井戸跡から出土 した葉や木材,昆虫遺体からなる。これらの試料のう

ち,中世の上坑覆土を対象に放射性炭素年代測定・花粉分析・植物珪酸体分析・微細物分析,井戸か

ら出上 した種実遺体や昆虫遺体を対象に種実遺体同定・昆虫同定,遺構内や包含層から出上 した骨・

貝類を対象に動物遺存体分析を行う。

B3地区

B3地区は,B2地 区南およびC地区東側に隣接 し,調査区北側はB2地区と同様に微高地状を呈

し,南東側は相対的に低地となる。本調査区では北半に遺構が遍在 してお り,中世前期の掘立柱建物

跡・溝・土坑,中世後期～近世の溝や溜池,近世の掘立柱建物跡や鋤溝,溝,土坑が検出されている。

深掘 り調査では,責褐色砂より下位に暗オリーブ灰色砂,貝化石が混 じる黒色砂,暗黄緑色シル トが

確認されている。ここでは,遺構や堆積物の年代観,中世の古環境や植物利用,建築部材や土木材 ,

自然木の樹種,土坑の性格等の検討を目的として調査を実施する。

試料は,土坑覆土から採取された土壌試料,土坑や柱穴等から出土 した部材や建築部材, 自然木 ,

種実遺体,深掘 り調査で認められた貝混 じりの堆積物等からなる。これらの試料のうち,土坑覆土か

ヱ∂



1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

ら採取された土壌試料を対象に花粉分析・微細物分析・リン分析,木製品や自然木等を含む大型植物

化石を対象に放射性炭素年代測定 。樹種同定・種実遺体同定,深掘 り内より採取された堆積物に認め

られた貝類を対象に波射性炭素年代測定・動物遺存体分析を行う。

B4地区

B4地区はBl地区西側に隣接 し,B2地 区と同様に遺構検出面より上位の堆積物の薄い状況が指

摘されている。本調査区では,中世前期の掘立柱建物跡,井戸,溝,上坑が検出されている。試料は,

土坑及び井戸内から出土 した種実遺体と骨片からなる。ここでは,出土 した種実遺体や骨片の種類を

検討するため,種実遺体同定,動物遺存体分析を行う。

C地区

C地区は,B2地 区南西,B3地 区西側に隣接する。基本土層は,調査区南北と異なることが指摘

されている。また,遺構検出面に相当する土層 (Ⅳ層)は,北半は黄褐色砂,南半は灰オリーブ色砂

からなり,灰オリーブ色砂は南側に向かって泥質化することが指摘されている。本調査区では,北半

に遺構が通在 しており,古代の畝間溝群,中世前期の掘立柱建物跡,井戸,溝,土坑,小穴,中世後

期以降の溝,溜池,土坑,小穴が検出されている。ここでは,中世の古環境や植物利用,遺構の性格

や用途,包含層,井戸覆土から出土 した種実遺体や動物遺存体,昆虫遺体の種類の検討を目的として

調査を実施する。

試料は,土坑覆土から採取された土壌試料,井戸内から出土 した種実遺体,昆虫遺体,動物遺存体 ,

包含層中から出土 した動物遺存体からなる。これらの試料のうち,土坑覆土を対象に,花粉分析・植

物珪酸体分析 。微細物分析・リン分析,井戸覆土から出土した種実遺体・昆虫遺体を対象に種実同定 ,

昆虫同定,包含層及び井戸覆土から出上 した骨片や深掘 り内より採取された貝化石を対象に動物遺存

体分析を行う。

D地区

D地区は,C地区南,E地区北側に隣接する。本調査区では,遺構検出面は2面 (上 ・下層)確認

されてお り,中世の掘立柱建物跡・井戸・溝・土坑,古代～中世の溝・土坑等が確認されている。こ

こでは,遺構の年代観,建築材と考えられる木材や,井戸や包含層から出上 した種実遺体の種類の検

討を目的として,放射性炭素年代測定,樹種同定,種実同定を行う。

E地区

E地区は,中尾新保谷内遺跡南狽1の丘陵斜面から裾部に相当する。本調査区では,遺構は調査区北

半の丘陵裾部において中世および古代～中世の遺構検出面が確認され,井戸 。溝 。土坑・小穴が検出

されている。ここでは,井戸跡内から出土 した種実遺体の種類の検討を目的として,種実同定を行う。

その他

上記 した各調査区からは,柱材や井戸側等からなる建築部材,杭材を主体 とする土木材をはじめ
,

漆器や曲物等の容器類や下駄等の木製品が大量に出土 している。ここでは,上記 した各調査区の樹種

同定対象試料 とは別に,計155点の木製品を対象に樹種同定を行い,木製品の樹種や木材利用につい

て検討する。

(2)分析方法

A 放射性炭素年代測定

測定は, β線計数法 (気体計数管法)と AMS(加速器質量分析)法 を用いる。測定方法の選択は
,

分析目的や対象とする試料の性状に基づき,特に,試料の重量 (乾燥重量)が lg未満,あ るいは,lg
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Ⅲ 中尾新保谷内遺跡

未満の可能性がある有機物は後者の方法,こ の他の試料については前者の方法にて測定を行っている。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期 5,568年 を使用する。測定年代は1950年 を基点とした年代

(BP)であり,誤差は標準偏差 (One sigma)|こ相当する年代である。

暦年較正は, RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV 5.02(Copyttght 1986

-2003 M Stuiver and P」 Reimer)を 用い,誤差として標準偏差 (One sigma)を 用いている。暦年

較正は, δ
13の

値を考慮 し,木材は北半球陸域用を,貝類は海洋生物用を用いている。

B 花粉分析

試料約10gに ついて,水酸化カリウムによる泥化,舗別,重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)イこよる有機

物の分離,フ ッ化水素酸による鉱物質の除去,ア セ トリシス処理の順に物理・化学的処理を施 し,花

粉化石を濃集する。残査をグリセリンで封入 してプレパラー トを作製 し,光学顕微鏡下でプレパラー

ト全面を操作 し,出現する全ての種類について同定 。計数する。

結果は,木本花粉は木本花粉総数,草本花かは総花粉・胞子数から不明花かを除いたものを基数と

した百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは,種類間の

区別が困難なものである。

C 植物珪酸体分析・灰像分析

湿童 5g前後の試料を,過酸化水素水,塩酸処理,沈定法,重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ ト

リウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い,植物珪酸体を分離,濃集する。検鏡 しやすい濃度

に希釈 し,カ バーガラス上に滴下,乾燥させる。乾燥後,プリュウラックスで封入 してプレパラー ト

を作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し,その間に出現するイネ科業部 (葉 身と葉鞘)の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体 (以下,短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来 した植物珪酸体 (以

下,機動細胞珪酸体と呼ぶ)を ,近藤・佐瀬 (1986)の 分類に基づいて同定・計数する。

結果は,検出された種類とその個数の一覧表で示す。また,検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生や燃料材について検討するために,植物珪酸体群集と珪化組織片の層位分布図を作成する。各

種類の出現率は,短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の遊酸体毎に,それぞれの総数を基数とする百分率

で求める。

B2地区SK1271試料については,燃料材の推定が目的とされたことから,圭化組織片の産状を検討

するため灰像分析を行う。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は,本来珪化細胞列などの組織構造

を呈 している。植物体が土壌中に取 り込まれた後は,ほ とんどが土壌化や撹乱などの影響によって分

離 し単体 となるが,植物が燃えた後の灰には組織構造が珪化組織片などの形で残されている場合が多

い (例 えば,パ リノ・サーヴェイ株式会社,1993)と される。このことから,珪化組織片の産状を調

査することにより,イ ネ科に由来する燃料材等の種類が明らかになると考えられる。

D 樹種同定・炭化材同定

木製品のうち,木取り等の観察が可能な試料については遺存状況や木取りの観察を行う。これらの

観察所見および調査担当者と協議 。検討結果に基づき,破損部や接合面を利用して木片を採取する。

完形品や破損部や接合面力Mヽ さい等の理由で木片の採取が困難な木製品については,直接 3断面の切

片を作成する。

木片より剃刀の刃を用いて作製した木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面

の徒手切片は,ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合
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液)で封入 し,プ レパラー トを作製する。作製 したプレパラー トは,生物顕微鏡で木材組織を観察 し,

その特徴から種類を同定する。

同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については,島地・伊東 (1982),Wheeler他 (1998),

Richter他 (2006)を参考としている。また,各樹種の木材組織配列の特徴については,林 (1991),

伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを

参考としている。

B3地区SK2480の ワラ ?(M030242)は ,試料の状態から樹種同定用の切片作製が困難と判断された

ことから,樹種同定試料からは除外 し,植物珪酸体分析を行っている。B3地区SP3007の植物遺体 (M

030238)についても切片作製が困難と判断されたため,横断面について電子顕微鏡観察を実施する。

E 微細植物片分析・種実同定・葉同定

秤量 した土壌試料を水に一晩液浸 し,試料の泥化を促す。0.5411nの 飾を通して水洗 し,残澄をシャー

レに集め,双眼実体顕微鏡下で観察 し,同定可能な果実・種子等の大型植物遺体を抽出する。また
,

単体で採取された種実・葉についても,肉眼及び双眼実体顕微鏡下で観察し,抽出を行う。種実遺体

や葉の形態的特徴を所有の現生標本および原色 日本植物種子写真図鑑 (石川,1994), 日本植物種子

図鑑 (中 山ほか,2000)等 と比較 し,種類を同定・計数する。イネの穎の破片は,基部の果実序柄の

個数を計数する。

なお,微砕片を含むため個数推定が困難である種類は「十」,数字以上の個数が推定される種類は

「数字 +」 と表示する。 1個体当たりの種子生産量が多い雑草等の微小種実のうち,100個以上確認さ

れた種類は,容積 (cc)を 表示する。分析後の大型植物遺体は,種類毎にビンに入れ,乾燥個体には

乾燥剤を入れ保管する。水湿を帯びた個体は,70%程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施す。

この他に確認された種実以外の試料 (植物の トゲ,樹皮,炭化材,部位・種類不明のλ化物,苺苔類 ,

昆虫遺骸,動物遺存体,土器等)は ,分析残試料と共にビンおよび袋に入れて保管する。

F 動物遺存体分析

試料を肉眼およびルーペで観察し,その形態的特徴から種と部位の同定を行う。計測は,デジタル

ノギスを用いて測定する。同定および解析は,金子浩昌氏の協力を得ている。

G リン分析

分析は,リ ン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナ ドモリブデン酸比色法で実施する (土壌養分測定法委

員会,1981;土壌標準分析・測定法委員会,1986)。 試料を風乾させた後,軽 く粉砕 し2.001111n舗 を通

過させる。2.00gを ケルダール分解フラスコに秤量 し,硝酸約 5 mlを 加えて加熟分解する。放冷後 ,

過塩素酸約10mlを 加えて再び加熱分解を行う。分解終了後,水で100mlに 定容 し,ろ過する。ろ液の

一定量を試験管に採取 し, リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。

沢1定値 と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P205mg/g)を 求める。

H 昆虫同定

試料を肉眼および顕微鏡にて観察 し,その形態的特徴から種類および部位の同定を行う。試料は
,

乾燥を防ぐため水入 りの瓶に封入し,保管する。同定および解析には 川那部真氏 (株式会社人と自

然の環境研究所)の協力を得ている。

ヱε



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

(3)結 果

A 放射性λ素年代測定 (第 1・ 2表 )

各調査区における放射性炭素年代測定結果を示す。各試料の測定結果は,同位体効果による補正を

行った補正年代である。また,補正年代 とともに括弧内に併記 した値は暦年較正結果 (測定誤差 σ)

である。なお,暦年較正結果は,10年単位での表記が通例とされているが,こ こでは再検討時の資料

となるよう計算結果をそのまま表記 している。

Al・ A2地区

上層の遺構検出面から出上 した自然木 (Xl10 Y 130,M020446)イ ま1980± 80BP(calBP2042 1828),

深掘 り内から出土 した自然木 (深掘 り,Ⅳ層下)は 5230± 90BP(calBP6178-5917),A2地 区のⅢ a

層から出土 した種実遺体 (X57Y103)イよ110± 30BP(calBP257-31)を示 した。

Bl地区

深掘 りから出上 した貝 (± 3)は 5760± 40BP(calBP 6252-6149)を 示 した。

B2地区

SK1271の灰状物質は720± 40BP(caIBP686 657),SE1491か ら出土 した加工材は670±30BP(calBP

668565)を 示 した。

B3地区

中世後期～近世の遺構 とされるSD2052・ SD2055で は杭 4試料 を対象 としたが,SD2052杭 (M

030157)は Modernであった。この他の 3試料は,SD2052杭 (M030147)イ よ340± 80BP(calBP482

315),SD2052杭  (M030159)イ よ140± 60BP(calBP277 2),SD2055杭 (M030166)は 830± ■OBP

(calBP903 673)を 示 した。

中世と考えられる柱穴や土坑等 5遺構では,SK2480植物遺体はModernであった。この他の 4遺構

では,SP3265柱 (M030207)は 280± 70BP(calBP456 155),SP3007植 物遺体 (M030238)は 100

±40BP(calBP257 31),SK2189自 然木 ?(M030233)は 810± 80BP(calBP89卜 670),SG2502種実

遺体 は400± 40BP(calBP507-334)を 示 した。縄文時代 ～中世の風倒木痕 とされるSX2036で は,自

然木 (M030239)は4230± 90BP(calBP4869-4586),自 然木 (M030240)は4270±80BP(calBP4970

-4656)を 示 した。

また,地山から出土した自然木や貝化石,深掘りより出土した貝化石の3試料では,谷部 (Ⅳ a層 )

自然木は5160± 80BP(calBP6094-5754),SX2036付近⑦層から出土した貝は5640± 40BP(calBP

6114-5978),深掘り (X40Y83)オ リーブ黒色砂層から出土した貝は5470± 90BP(calBP5987-

5728)を 示した。

地 区 地点/遺構名 層 名 試料llQ(試料名) 種 類
測定
方法 BP

び!°C 狽J定年代 Code No

Al X l10Y 130 lll a層 h1020446 自然木 トネリコ属 β線 1980■ 80 -259 IAA-394
朱掘 り

『
層下

AヽlS 110■ 30 160± 30
±03

B2 SK1271 灰 猿 物 質 IAAA-31757
スギ AMS

β線 Iヽoderコ IAA-527
杭 クマンデ属イヌンデ飾

SD2055 下層 IAA-529
エゴノキ属 β線 280■ 70

Ч030233

50■ 40 【AAA-40570
自然木 トネリコ属

層

I1030242 ltL物 遺体

SG2502 450± 40 [AAA-40571
AMS 5640± 40

オリーブ黒色砂層

D -259

1)年代値の算出には,Libbyの 半減期5568年 を使用。 2)BP年 代値は,1950年 を基点として何年前であるかを示す。
3)付記 した誤差は,測定誤差 σ (測定値の68%が入る範囲)を 年代値に換算 した値。

第 1表 放射性炭素年代測定結果
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第 2表 暦年較正結果 (1)

ヱ8

地区 遺構 出上位置 種類
補正年代

(BP)
暦年較正年代 (cal) 本目女寸ll Code No

1   皿 a層      目然 木 1987■ 83 Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ
一　
一

Ｃ

ｎ

Ｂ

Ａ

cal BP  2042 -  1861 0 929 IAA-394

1   深堀 り ;Ⅳ層下  自然本 5238± 91 ２０

１２

０９

％

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｒ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

ａｌ

ｄ

ａｌ

引

一　

一　

一　

一

２８
Ю
２３
知

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

6178  -   6150
6120  -   6076
6073  -   6040
6031- 5917

И
‐９．
‐２９
町

Ｃ

Ｃ

ｒ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

孤

江

コ

4324 - cal BC
4268 - caI BC

２８

銹

師

cal BP  6274 - 6237
cal BP  6218 -  rD879

0 030
0911

Zゝ   Ш a悟      狸 央 還 44k 108± 32 Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

△

江

江

「

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Δ

ａｌ

Л

う―

一　

一　

一

９３
‐２
倣

肥

３９

”

一　

一　

一

Ｂ

Ｂ

浪

２６

６４

ｍ

IAAA-31755

2 Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

〔

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Δ

ａｌ

ａｌ

江

証

う１

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Δ

ａｌ

ｄ

Л

ａｌ

「

一　

一　

一　

一　

一

８‐
坐
５‐
磁
［

融
胃
７６３
理
洵

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

資

一　

一　

一　

一

２６９

２０６

・９９

・４８

２８

００

魃

６８

ｍ

31    珠堀 り ;雨視J  貝 5757±38 cal BC  4302 - cal BC  4199 cal BP  6252 -  6149 AAA-31756

32   もK1271     灰 】大物 質 717± 34
2 Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ
cal AD 儀

躍

６４

砿
一　

一

Ｂ

Ｒ

32   もE14υ l     加 上材 666±32 Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

証

Л
cal AD
cal AD

盟

５６
一　

一

づ

Ｂ 0 474
AAA-31758

Ａ

△

孤

う―

う

Ｐ

Ｗ

４７

33 SD2052 杭 346±82 Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

孤

封

468 - cal AD 粥

稲

う

Ｒ
ν
銅

0 039
0 611

孤

Л

江

AD
AD
AD

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Ａ

Δ

ａｌ

ａｌ

Л

引

一　

一　

一　

一

”
７７

拗

ｘ

夕

‐７

・５

一

一　
一　
一　
一

ぉ

８４

路

ｍ

づ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

ａｌ

ａｌ

迅

「

SD2052      杭 (M030157)
もDZObZ     硯 (M030159, 141± 57 Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Δ

証

江

Л

Л

ａｌ

Л

莉

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

△

赳

瓜

魁

瓜

ａｌ

ａｌ

引

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

Ю

Ю

７７

３．

３８

χ

Ж

う
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

ゐ
２４

・７

‐３

７

　

一

塾7-
230 -
15ユ ー
■7 -
35-

・４
０１

３‐

Ю

２５

‐４

ｍ

!AA-523

υ
ｎ

Ａ
Ａ

Ｄ

ｎ

Ａ

△
一　

一

楔
喩

Ю
　
・

一
　

一

ｂ

Ｒ

坐
略

33    SD2055;下 層   布元(M030166) 831± 109 Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Δ

ｄ

ａｌ

ｏｌ

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Δ

ａｌ

Л

う―

一　
一　
一

儀

‐２

初

％

‐３

”

Ｂ

Ｂ

真

903 -
828 -

IAA-529

2σ cal AD  993 - cal AD cal BP 一　

一

0 969

33   SP3265     杭 (M030207, 283±68 Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

△

Л

Л

引

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

△

ｄ

ａｌ

「

一　

一　

一

拗

％

ね

一　

一　

一

Ｂ

Ｂ

浪

鶴

３．

は

IAA-534

2 Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Δ

江

Л

う１

Ｄ

Ｄ

ｎ

Ａ

Ａ

Δ

瓜

瓜

引

一　
一　
一

襲

７３

∽

1684
1807

Ｂ

Ｂ

Ｒ

２６

‐４
一　

一
麗
‐２４
円33   SK2189     棒材

(M030233)
813±79 cal AD 059 - cal AD cal BP   891 -  886 0 026 IAA-536

38 SP3Cll17     植物遺体
(M030238)

lυb± 3/ ワ
Ｄ

Ｄ

Ａ
Ａ

Ａ

孤
江

江

ツ
Ｄ

Ｄ

Ａ
Ａ

Ａ

ａｌ
ｄ

ａｌ

一　

一　

一

カ
‐２
∝

一　
一　
一

”
３８

４４

う
Ｂ

Ｂ

ａｌ
Л

ａｌ

Ю
劉
０１

cal AD  1680 - caI AD
cal AD  1801 - cal AD
cal AD  1951 - caI AD

７６３
刑

理

cal BP   149 -   12
cal BP   -1 -  -4

0 676

0 008

33   SX2036;① 層  自然木

(M030239)

4230」 L94 cal BC  2919 - cal BC  2834
cal BC  2818 - cal BC  2662
cal BC  2648 - cal BC  2636

cal BP  4869 -  4784
cal BP  4768 -  4612
caI BP  4598 -  4586

0 357

0 608

0 035

IAA-537

cal BC  3089 - cal BC  3048
cal BC  3032 - cal BC  2568
cal BC  2517 - cal BC  2499

cal BP  5039 -  4998
cal BP  4982 -  4518
cal BP  4467 -  4449

0.022

0 969

0 009

33   SX2036;① 層  自然木

(M030蟄 0)

4279± 78 cal BC  3020 - cal BC  2862
cal BC  2807 - cZal BC  2758
cal BC  2718 - cal BC  2706

Ｂ

Ｂ

Ｂ

川

ａｌ

Л

4970 -   4812

4757 -  4i08

4668- 4656

0,778

0 185

0,037

IAA-538

cal BC  3262 - cal BC  32「o0

cal BC  3099 - cal BC  2622
cal BP  5212 -  5200
cal BP  5049 -  4572

0 005

0 995

33   谷部 ;Ⅳ a層   自然木 5169±83 cal BC  4144 - cal BC  4137
cal BC  40「o2 - cal BC  3912
cal BC  3877 - cal BC  3804

cal BP  6094 -  6087
cal BP  6002 -  5862
caI BP  5827 -  57M

0.019

0 705

0.276

I△A―望1

cal BC  4232 - cal BC  4190
cal BC  4180 - cal BC  8780

cal BP  6182 -  6140
cal BP  6130 -  5730

0 053

0 947

SK2480     植物遺体 Modern IAA-540
33   SG2502;①層  種実遺体 398± 35 cal AD

cal AD
cal AD

443 - cal AD  1497
506 - cal AD  1511
601 - cal AD  1616

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Л

証

507 -    453

4襲 - 439
349 -    334

0 803

0 043

0 155

IAAA-40571

2 cal AD
cal AD
cal AD

436 - cal AD  1524
558 - cal AD  1565
567 - cal AD  1631

cal BP   514 -  426
cal  BP    392 -    385

cal BP   383 -  319

0 730

0 012

0 259

13   SX2036付近 ;⑦層貝 5643±43 cal BC 164 - cal BC  4028 cal BP  6114 -  5978 1 000 IAAA-40572
2σ cal BC  4129 - cal BC  3979 cal BP  6079 -  5929 1.000



試料
補正年代

(BP)
暦年較正年代 (cal) オロタ↓比 Code No

B3    オリーブ黒色砂  貝 5471士 lJ0 1000
2σ Ｂ

Ｒ

4132 - cal BC 一　

一

』

絋

ｂ

Ｒ

孤

「

D       SP7131        礎盤 ?

(M040214)
815±85 cal AD  1057 - cral AD cal BP  893 -  874 AA― b躍

cal AD  1026 - cal AD
cal AD  1371 - cal AD

cal BP   924 -   652 0 992

D       SP7115        41?
(M040215)

rbィ =L lo4
り

ｎ

Ａ

Δ
一　

一

う

Ｂ

IAA-895

cal AD  1041 - cal AD 秘

勒
一　

一

中

期

ｂ

Ｒ
阻
％

Ⅲ 中尾新保谷遺跡

1)Fft算 は, RADIOCARBON CALBRATION PROGRAM CALIB REV 5 02(Copyttght 1986-2005 M Stuiver and P」 Reimer)を 使用
2)計算には表中に示した補正年代値を使用している。
3)暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように, 1桁 目を九めていない。
4)統計的に真の値が入る確率はσは68%, 2σ は950/0である
5)相対比は, σ, 2σ のそれぞれを 1と した場合,確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

第 2表 暦年較正結果 (2)

D地区

SP7131か ら出土 した礎盤 ?(M040214)は 810± 90BP(calBP893 671),SP7115か ら出土 した柱材

(X16Y44,M040215)イよ750± 100BP(calBP790-564)を 示 した。

B 花粉分析結果 (第 1～ 3図,第 3～ 5表,図版 1)

Al地区

Ⅲa― Ⅲb層 間より採取された 3試料 (谷 X108Y121,X93Y127,X107Y131),さ らに,下層

より検出されたSDl14の 4試料からは,多 くの花粉化石が得 られた。いずれも花粉群集に占める木本

花粉の割合が高い。木本花粉では,ハ ンノキ属が高率で検出され,コ ナラ亜属の割合 も比較的高い。

この他に,ス ギ属,ク マシデ属―アサダ属,コ ナラ属アカガシ亜属,ニ レ属―ケヤキ属,モチノキ属 ,

トネリコ属等が伴う。一方,草本花粉は,イ ネ科やカヤツリグサ科,ヨ モギ属が検出されるが,量は

少ない。

Bl地区

中世と考えられるSK683覆土からは,比較的多 くの花粉化石が得られた。ただし,花粉化石群集で

は,シ ダ類胞子の占める割合が比較的高 く,花粉化石の保存状態はAl地区試料 と比較 してやや不良

である。また,木本花粉 と草本花粉の割合はほぼ同率である。木本花粉では,Al地 区試料 と同様に

ハンノキ属が高率で検出され,コ ナラ亜属も比較的多 く認められる。この他に,ス ギ属,ク マシデ属

―アサダ属,コ ナラ属アカガシ亜属,ク リ属,ニ レ属―ケヤキ属,モチノキ属, トネリコ属が伴う。

草本花粉では,イ ネ科やカヤツリグサ科,ヨ モギ属が検出され,イ ネ科の割合がAl地区試料に比べ

やや高 くなる特徴が窺われる。

B2地区

SK1271は ,花粉化石の保存状態が不良であり,ほ とんど検出されなかった。わずかに検出された

花粉は,Al・ Bl地区で得られた花粉化石群集のうち,高率で検出される,あ るいは,比較的高い

割合で検出される種類が多い。わずかに検出された種類は,木本花粉では,モ ミ属,マツ属,ク マシ

デ属―アサダ属,ハ ンノキ属,コ ナラ属アカガシ亜属,ク リ属,草本花粉ではイネ科が認められた。

B3地区

B3地区では中世の上坑墓の可能性がある遺構覆土を対象としている。各土坑覆土より検出された

花粉化石群集は,産出率に差異が認められるが,木本花粉の割合が高いSK2229 ③層とSK2230 ③層

を除くと,木本花粉と草本花粉が同率,あ るいは,草本花粉の害J合がやや高い組成を示す。木本花粉

では,ス ギ属とハンノキ属が多く検出され,こ の他に,マツ属,コ ナラ亜属,ア カガシ亜属,ク リ属 ,

19



1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

ニレ属―ケヤキ属等を伴う。クリ属については,SK2189 ⑤層やSK2231 ②層等で多産が認められた。

一方,草本花粉では,イ ネ科の割合が高く,こ の他に,ヨ モギ属やカヤツリグサ科などが伴う。また
,

水生植物のガマ属やオモダカ属, ミズアオイ属,イ ボクサ属等検出されたほか,栽培植物のソバ属 ,

栽培種を含む分類群であるアズキ属が検出される。

なお,上記した木本花粉の割合が高いSK2229 ③層とSK2230 ③層は,検出される種類はこの他の

試料と類似する一方,木本花粉のハンノキ属が比較的高い害J合 を示す,草本花粉のイネ科の割合がや

や低くなるといった特徴が窺われる。

C地区

B3地区と同様に中世の上坑覆土を対象としている。花粉化石群集は,産出率に差異が認められる

が,概ね類似した組成を示す。SK5320 ②層・⑤層を除くと,木本花粉と草本花粉の占める割合は同

程度,或いは,草本花粉の割合の方が若干高い試料からなる。木本花粉では,ス ギ属やハンノキ属 ,

コナラ亜属が多く,こ の他にマツ属,ア カガシ亜属,ク リ属,ニ レ属―ケヤキ属等を伴う。草本花粉

では,イ ネ科の割合が高く,こ の他に,ヨ モギ属やカヤツリグサ科などが検出される。また,水生植

物のガマ属やオモダカ属,ミ ズアオイ属,イ ボクサ属等が検出されたほか,SK5320②層からは栽培

種を含む分類群であるアズキ属が検出される。

木本花粉 草本花粉

Al X108Y121
Ⅲa'一 mb
Al X93Y127 谷
Ⅲa'一 Ⅲb
Al X107Y132谷
Ⅲa'一 Ⅲb
Al SDl14

Bl SK683 ①層

B2SK1271
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検出した種類を示す。

十は木本花粉100個 体未満の試料について
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡
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l 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析
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第 4表 B3地区の花粉分析結果 (2)
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

試料名 C

SK5372 SK5426 SK5320

②膏  (鴻 ②層  ③詈  ③冒 ⑨ 詈② 醤 O唇 ⑨ 層
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ツガ属
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ンダ類胞子
とカゲノカズラ属

ゼンマイ属

イノモ トソウ属

他のシダ類胞子

一 ― ― 一 ― ― -1-

― -3-2--1-
― ― 十 -1=~~1

386     183     234     204     256     80     211     200     95

合 計

木本花粉

車本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明を除く

112     126     108     134     132     276     173     297     302

206     101     174     209     123     119     232     187     103

6       6       9       9      14      14      16      22      14

386     183     237     204     259     80     211     202     96

704     410    519    547    514    475    616    686    501

第 5表 C地区の花粉分析結果

%



1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

C 植物珪酸体分析 (第 4・ 5図,第 6・ 7表,図版 2)

Al地区

Ⅲ a― Ⅲb層 間より採取された 3試料 (谷 X108Y121,X93Y127,X107Y131)と SDl14の 4試

料からは,植物珪酸体が検出されたが,保存状態は不良であり,表面に多数の小孔 (溶食痕)が認め

られる。

谷 (X108Y121,X93Y127)で は,ク マザサ属を含むタケ亜科とヨシ属の産出が日立ち,ス スキ

属を含むウシクサ族等が認められ,谷 (X108Y121)からは栽培植物のイネ属の機動細胞珪酸体がわ

ずかに検出される。一方,谷 (X107Y131)イ ま,イ ネ属やタケ亜科,ヨ シ属等がわずかに検出された

のみである。SD■4では,ヨ シ属やコブナグサ属,ス スキ属を含むウシクサ族の産出が目立ち,ク マ

ザサ属を含むタケ亜科等も検出される。

Bl地区

Bl地区では,SK401・ SK683覆土,鋤溝群を構成する畝間溝および畝間溝間より採取された試料

を対象に調査を行っている。SK401最下層を除く試料からは,植物珪酸体が検出されるが,いずれも

保存状態は不良であり,表面に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。

・SK401

SK401覆土より採取された5試料のうち,最下層試料では植物珪酸体はほとんど検出されない。こ

の他の4試料 (①層,②層,③層,±17)で は,ク マザサ属を含むタケ亜科やヨシ属の産出が目立ち,

ススキ属を含むウシクサ族等も認められる。また,③層では,栽培植物のイネ属の短細胞珪酸体や機

動細胞珪酸体が多く産出したほか,稲籾殻に由来した穎珪酸体,葉部に由来した珪化組織片も多く確

認される。

・SK683

SK683覆土より採取された3試料のうち,底面Ⅳ層試料からは植物珪酸体がほとんど検出されない。

①層および②層では,ク マザサ属を含むタケ亜科やヨシ属の産出が日立ち,栽培植物のイネ属,スス

キ属などを含むウシクサ族等が認められる。また,イ ネ属の穎珪酸体や珪化組織片が検出される。

・鋤溝群

畑跡と推定される鋤溝群を構成する畝間溝 (SD642・ 650。 664・ 614)と 畝間溝間 (SD628-650
。SD618-628・ SD628-629,SD614-618)よ り採取された8試料からなる。

8試料は,いずれもクマザサ属を含むタケ亜科やヨシ属の産出が目立ち,ススキ属を含むウシクサ

族が認められる。栽培植物のイネ属は,畝間溝間のSD628-SD650を除く試料よリイネ属の短細胞珪

酸体と機動細胞珪酸体が検出される。出現率は,畝間溝に相当するSD642・ SD664で は,短細胞珪酸

体は5%前後,機動細胞珪酸体は10°/。前後であるが,こ の他の試料では短細胞珪酸体は 1°/。 前後,機

動細胞珪酸体は2%前後と低率である。また,イ ネ属の穎や業部に由来する珪化組織片の産状に着目

すると,穎珪酸体はSD642・ SD664と SD614-SD616,短 細胞列や機動細胞列はSD650。 SD664,SD

614・ SD614-SD618か ら検出される。

B2地区

SK1271では,灰状を呈する試料であったことから,珪化組織片の産状の調査を行った。試料からは,

イネ属葉部の珪化組織に由来するイネ属短細胞列やイネ族葉部組織片が数多 く認められたほか,イ ネ

属の機動細胞列も検出された。

%



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

C地区

SK5372・ 5426・ 5320覆土から採取された9試料のうち,SK5426 ⑤層は,植物珪酸体はわずかに検

出されたのみである。この他の上坑試料の植物珪酸体の産状はいずれも類似し,ク マザサ属の産出が

目立ち,ヨ シ属やススキ属を含むウシクサ族等が認められる。栽培植物のイネ属の短細胞珪酸体およ

び機動細胞珪酸体は,SK5426 ⑤層を除く試料からいずれも検出されるが,SK5372 ②層やSK5426 ③

層,SK5320 ①層は特に高率となる。これらの3試料では,穎珪酸体や短細胞列や機動細胞列等の組

織片が多く検出される傾向にある。
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第 4図 Al・ Bl・ B2地区の植物珪酸体群衆と珪化組織片の産状
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1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

第 6表 Al・ Bl・ B2地区の植物珪酸体分析結果 (2)

第 7表 C地区の植物珪酸体分析結果
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

D 樹種同定 (第 8・ 10表,図版 4～ 6)

検出分類群を第 8表,樹種同定結果を第10表に示す。木製品169点 と自然木 6点の計175点からは,

針葉樹 7種類 (マ ツ属複維管束亜属 。モミ属・スギ・ヒノキ・サワラ・アスナロ・ヒノキ科),広葉

樹17種類 (ハ ンノキ属ハンノキ亜属・クマシデ属イヌシデ節 。ブナ属・クリ・スダジイ・ケヤキ 。モ

クレン属・サクラ属・ナナカマ ド属・ネムノキ・ウルシ・卜歩ノキ・ミズキ属・ケンポナシ属・エゴ

ノキ属・ トネリコ属 。タニウツギ属)が確認 された。また,SP3007か ら出上 した植物遺体 (M

030238)は ,単子葉類 1種類 (シ ュロ)に同定された。

このうち試料番号M030145遺物呑号王∂ヱ5は環孔材の道管配列を有する広葉樹,試料番号M040223

遺物番号ν%は針葉樹 と判断されたが,いずれも収縮の痕跡が認められ,組織の状態が不良であった

ことから樹種の特定には至らない。試料番号M030197・ M040218。 M040221は ,いずれも樹度であり,

M040218。 M040221の 2点はその特徴から針葉樹 と考えられる。これらの樹皮については,木部細胞

の観察が不可能であったことから,いずれも樹種の特定には至らない。以下に,各種類の解剖学的特

徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属 (Pinus subgen,Dわ loxy70n)マ ツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩

やかで,晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管,柔細胞,水平樹

脂道,エ ピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が

認められるが,試料によって突起が顕者なものと,あ まり顕著でないものとがある。放射組織は単列 ,

1-15細胞高。

。モミ属 傲 bfes)マ ツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで,晩

材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は粗 く,じ ゅず状末端壁が認められる。

分野壁孔はスギ型で 1分野に 1-4個。放射組織は単列, 1-20細胞高。

・スギ (Cryptornerfa JttonfCa(L.i)D.Don)ス ギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で,晩

材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔はスギ型で, 1分野に2-4個 。放射組織は単列, 1-10細胞高。

。ヒノキ (CFlamaccyparね οbtysa(Sieb.et Zucc。 )Endicher) ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや

急で,晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められるが顕著ではない。放射組織は柔細胞のみ

で構成される。分野壁孔はヒノキ型～ トウヒ型で,1分野に1-3個。放射組織は単列,1-10細胞高。

・サワラ (Chamaecypatts ttsittra(Sieb.et Zucc.)Endlcher)ヒ ノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で,晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁

孔はヒノキ型～スギ型で, 1分野に1-3個。放射組織は単列, 1-10細胞高。

・アスナロ (TFlttopSFS」誠わrata Sieb.et Zucc。)ヒ ノキ科アスナロ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで,晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,内壁には

茶褐色の樹脂が顕著に認められる。分野壁孔はヒノキ型で, 1分野に1-4個。放射組織は単列, 1
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-10細胞高。

・ヒノキ科 (Cupressaceae)

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや

急で,晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔は保存が悪 く観察できない。放射組織は単列, 1-10細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属 (Afr2us subgen.Alnus)カ バノキ科

散孔材で,管孔は単独または2-4個 が放射方向に複合 して散在する。道管は階段穿孔を有 し,壁

孔は対列状に配列する。放射組織は同性,単列, 1-30細 胞高のものと集合放射組織 とがある。

・クマシデ属イヌシデ節 (働rpれus subgen.Euγ pれys)カバノキ科

散孔材で,管孔は放射方向に2～ 4個が主として放射方向に複合 して散在 し,年輪界付近で径を減

少させる。道管は単穿孔を有 し,壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は異性,1-3細 胞幅 ,

1-40細胞高のものと集合放射組織 とがある。

・ブナ属 (さ咤 us)ブナ科

散孔材で,管孔は単独または放射方向に2-3個 が複合 して散在 し,年輪界付近で径を減ずる。道

管の分布密度は高い。道管は単穿子とおよび階段穿孔を有 し,壁孔は対列状～階段状に配列する。放射

組織はほぼ同性,単列,数細胞高のものから複合放射組織まである。

・クリ (Cnsttnca crenatt Sieb.et Zucc。 )ブ ナ科クリ属

環孔材で,孔圏部は3-4列 ,孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減 じたのち,漸減 しながら火炎

状に配列する。道管は単穿子とを有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列,1-15細胞高。

・スダジイ (Cas協盟opsる cuspidata var.sFebof前 (Makino)Nakai)ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で,道管は接線方向に 1-2個幅で放射方向に配列する。孔圏部は3-4列 ,孔圏

外で急激に管径を減 じたのち,漸減 しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状

に配列する。放射組織は同性,単列, 1-20細胞高。

・ケヤキ (Zttθ Ⅶ serra協 (Thunb.)MakinO)ニ レ科ケヤキ属

環孔材で,孔圏部は 1-2列 ,孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減,塊状に複合 し接線・斜方向

に紋様状あるいは帯状に配列 し,年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交

互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性, 1-5細胞幅, 1-50細胞

高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

・モクレン属 0のコD脇)モ クレン科

散孔材で,管壁厚は中庸～薄く,横断面では角張った楕円形～多角形,単独および2-4個が放射

方向に複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し,壁子しは階段状～対列

状に配列する。放射組織は異性, 1-2細胞幅, 1-4齢田胞高。

・サクラ属 (Prunus)バ ラ科

散孔材で,管壁厚は中庸,横断面では角張った楕円形,単独または2-8個が複合し,晩材部へ向

かって管径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は異性, 1-3細胞幅, 1-3餅田胞高。

・ナナカマド属 (5orbus)バ ラ科

散孔材で,管壁は中庸～薄く,横断面では多角形,単独および2-5個が複合して散在し,年輪界

に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,内壁にはらせん肥厚が認め

∂θ
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られる。放射組織は異性, 1-3細胞幅, 1-2餅田胞高。

・ネムノキ (AfbiziaJurbrf郎れ Durazz。 )マ メ科ネムノキ属

環孔材で,孔圏部は3-5列 ,孔圏外で管径を減 じた後,年輪界に向かって単独または2個が複合

して径を漸減させながら配列 し,年輪界付近ではあまり目立たない。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交

互状に配列する。放射組織は同性, 1-3細胞幅, 1-30細胞高であるが, 1-2細胞幅,10-15細

胞高前後のものが多い。柔組織は周囲状で晩材部では翼状 となる。

・ウルシ (Rhus yemfcfFua Stockes)ウ ルシ科ウルシ属

環孔材で,孔圏部は3-4列 ,孔圏外への移行は緩やかで,小道管は年輪界に向かって漸減 しなが

ら単独または2-4個 が放射方向に複合 して配列する。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は異性, 1-4細胞幅, 1-20細胞高で,時に上下に連結する。

。トチノキ (AescuFus tu比れaЙ Blume)ト チノキ科 トチノキ属

散孔材で,管壁は厚 く,横断面では角張った楕円形,単独または2-3個が複合 して散在 し,年輪

界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列,内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は同性,単列, 1-15細胞高で階層状に配列する。

・ミズキ属 (Cornus)ミ ズキ科

散孔材で,管壁は薄 く,横断面では角張った楕円形,単独または2-3個が複合 して散在する。道

管は階段穿了しを有 し,壁孔は対列～交互状に配列する。放射組織は異性,1-4細胞幅,1-3餅田胞高。

・ケンポナシ属 (河οyen力)ク ロウメモ ドキ科

環孔材で孔圏部は3-4列 ,孔圏外でやや急激に管径を減じたのち,単独または2-3個が放射方

向に複合 して配列 し,年輪界に向かって径を漸減する。小道管は管壁が厚い。道管は単穿孔を有 し,

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性, 1-5細胞幅, 1-50細胞高。

・エゴノキ属 (Sサ盟ズ)エ ゴノキ科

散孔材で,横断面では楕円形,単独または2-4個 が複合 して,年輪界に向かって径を漸減させな

がら散在する。道管は階段穿子しを有 し,壁子しは交互状に配列する。放射組織は異性, 1-3細胞幅 ,

1-20細胞高。

・トネリコ属 (Fraxinus)モ クセイ科

<幹材>

環孔材で,孔圏部は 1-2列 ,孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減する。道管壁は厚 く,横断面

では円形～楕円形,単独または 2個が複合,複合部はさらに厚 くなる。道管は単穿孔を有 し,壁孔は

交互状に配列する。放射組織は同性, 1-3細胞幅, 1-2餅日胞高。

<根材>

散孔材で,道管は単独または 2個が放射方向に複合 して散在 し,年輪界に向かって管径を漸減する。

道管壁の厚さは中庸。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性, 1-2細胞

幅, 1-20細胞高。

・タニウツギ属 仲隆:箋均)ス イカズラ科

散孔材で,道管はほぼ単独であるが,希に2個が複合 して散在する。道管は階段穿孔を有 し,壁孔

は交互状に配列する。放射組織は異性, 1-2細胞幅, 1-20細胞高。

・シユロ (Trachycarpus fortunei(Hook。 )HoWendl.)ヤ シ科シュロ属

横断面は長径+十 μm,短径十十μmの扇形となる。軸方向の繊維細胞のみで構成される。繊維細胞は
,
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長辺の中央から半同心円状に配列する。これらの特徴と現生標本との比較から,シ ュロの葉柄基部の

繊維に同定される。

科名 属名         分頚群

マツ科         モミ属

マツ属         マツ属複維管束亜属   PIIEus subgen DipFoxyfofa

スギ科          スギ属          スギ Cryptor21erFa JapOnl∽ (Ll)D
ヒノキ科         ヒノキ属        ヒノキ         CLamaecyparFs οbをusa Sieb et Zucc

サワラ         0物 maec_17parFs plsFん 辺 (Sieb et zucc)Endicher

アスナロ属       アスナロ        TF2■
'Opjs doFabrata Sieb et Zuccカバノキ科        ハンノキ属        ″ヽンノキ亜属      AFflus subgen AFrlus

クマシデ属       イヌシデ節       働rpillus sect Euarpinus

ブナ科         ブナ属                      Fagus
クリ属              クリ                Casttnea crenata Sieb et Zucc

シイノキ属       スダジイ        C企 協nopsrs cuspF協協 var 6・ iebOFごfF(Makino)Nakai
ユレ科         ケヤキ属        ケヤキ         ZeFkow ser⊇ 協 (Thunb)MakinO
モクレン科       モクレン属

バラ科         サクラ属        サクラ属        PIロ コus

ナナカマ ド属      Sorbus
マメ科         ネムノキ属       ネムノキ        AFbiら iaJyI″Fssln Durazz

ウルシ科         ウルシ属         ウルシ         買ね口s yeraFcrFua stOckes

トテノキ科       トチノキ属       トチノキ        /1escuFus turbrn2ta BIume

クロウメモ ドキ科    ケンポナシ属

ミズキ科        ミズキ属 Cornus

エゴノキ科       エゴノキ属

モクセイ科       トネリコ属 δ{儀xIIa us

スイカズラ科      タニウツギ属 Weigela

ヤシ科         シュロ属 TI・ acねycarpus Forとuner(HoOk)H、Vendl

第 8表 検出分類群一覧
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地 区 遺 構 出土 地 点

SK949 No l M020009 12% 桶側板 :自 オ肝 来同宰

板 目 ス ギ

SE992 No l M020014 :ク認 ス ギ

SP1042 M020046 穂】 労 末 ケヤキ
∃P1043 1彰f020ヽ(7 梓 煮持 苛太 ケヤキ
3K1055 M020048 ヱ∂ゴθ 木 ミスキカ
SE1087 No l M020髄9 ヱク賃 井戸狽‖ 目 ス ギ

SE1087 No 10 IvT02005R 井 FH狙‖締 正日 ス ギ

弓E10R7 No 33 時1020083 井戸側 維板 阪 日 ス ギ

SE1087 No 57 M020108 ヱク穆 井戸 4貝J下 ス ギ

3E1087 1彰〔02011 了,4ク 百イ剛|卜露 師 日 ス ギ

弓E1090 ミs 時1020123 仮材 正目 ス キ

SPl198 M020133 ヱ9θ″ 木 マ ツ属複

SP1201 l�〔020134 正日 (元 は煮持 苛 ス ギ

lK1271 No lII 時f02_0142 ヱ望透
'θ

箸 割出角棒 ス ギ

3E1491 No l M020190 井戸 0 J ス ギ

SE1491 No 62 M020255 :25留 井戸倒I締板 (日 膵板 転 用 乏日 ス ギ

]E1491 No SfI 時f020262 ,2お , 井百 1S賠繕 下母 llT日

`角

耕】 ス ギ

Eヽ1491 M020279 :2δθ井戸側積 桟 上 E lI日 ( ス ギ

SE1522 No 2 1ヤ1020285 井戸 lg 正日 ス ギ

SE1522 No 10
'vT020293

井戸帽附 瓶 ス ギ

烏E1522 No 17 111020300 ヱ7彩 井戸 側 巨桟 上政 阪 日 ス キ

3E1522 No 18 h1020301 :ク℃ キ戸倒 上 ス ギ

3E1522 No 20 11〔020303 :ワ7! 一ロ 下 母 ス ギ

lE1522 Nn 21 ,vT020R04 :″胞 井戸側横桟下段 阪目 ス キ

】E1491 No 29 l�1020220 キ戸側涌 日 ス ギ

SE1522 1,1020320 :α髪 ス ギ

3E1522 1ヽ020323 井戸側維板 板 目 ス キ

柾 ス ギ

SE1284 No ユ l�1020324 王みらも 井戸倒 日 (角 ス ギ

SE1284 No 4
'vT020327

井戸 lB I締瓶 瞬 日 ス ギ

БElR06 No 4 Iw1020333 :ワ骸 井戸側 維 被 阪 日 ス ギ

SE1306 No 7 h/1020335 1ワ5[ キ戸4Fl ス ギ

3E1495 1402035 J2お F 戸 倒 lT日 (角 ス ギ

弓E1495 1,1020352 師強材 (No lの ■ か 阪 日 ス キ

SE1495 1ヽ020353 :ワι4 キ戸側 ス ギ

3K1540 No 12 障1020362 航 lT日 モ ミ属

亀K12翻 時f020∩ 66 ,r19r 警 ζU出 角棒
SK1319 lv1020370 :∂ヱ″歴盤 阪 日 ス ギ

SP1348 1,1020371 正日 (ラRは ス ギ

SP1360 時f020372 倖 lT日 ス ギ

БP14Rl 1ヤ1020374 ユ∂似 怪 阪 日 ス ギ

SE1495 1ヽ020378 1戸側 ス ギ

SK1540 <ol 1,1020386 井 FH4B締板 ス ギ

ミE1610 <o f 時f02039 井戸側縦板 阪 日 ス キ

SE1610 No 7 M020394 ユ255 千戸側 紀 板 (目 駆板 転 用 ス ギ

SK801 M骸0404 ユp9巧 ス ギ

SP1476 時f020406 Tηつヽ 件 阪目 ス キ

SK1612 lv1020408 ユ176 篠 ス ギ

SE1087 M020428 ユ露塑 著 ス ギ

SE1496 時f0204R2 ,rlBF 警 削出角纏 腑 状 ス ギ

БK1540 1ヽ020436 ユ
=δ

フ 者 雪L出 角棒 ス 千

SK949 M020437 ス ギ

SP700 M0204ユ 膝撃 (大 ) 阪 日 ス ギ

ミP700 峙f02041 ,■了! 礎盤 (小 ) l■ 日 ス キ

SP426 tv1020417 19α 圧 ス ギ

SD2052 X49Y78 1ヽ030141 ユ
=王 `

付 ク
''

SD2052 K49Y78 lvTOR01 42 慌 芯持九木 ク リ

ミD2052 K50Y82 1ヽ080143 ユ∂ユ
`

院 不ム ノキ

SD2052 K50Y79 M030144 ユ
=王

と 前 産 付 サクラ
SD2052 【50Y79 N/T030145 慌 k棒苛太 ム葉樹 (環孔材)

3D2052 K50Y79 1ヽ030146 Iと遊ユ 尻 木 ケヤキ
SD2052 K49Y79 M030154 ユ9ユセ航 ケンポナシ
SD2052 匙9Y79 1ヽ030156 ミカン害 クマ シデ属 イ ヌシデ箭

弓D2052 K49Y79 k/10R015R ユと
'2k

杭 ミカン割 ケンボナン属
SD2055 K50Y76下 層 M030167 ヱ

=豊
航 マ ツ属 複 管

SD2055 X50Y76~F層 M030168 ユ
=宏

苛 . :管東 HF属

SD2055 K50Y76 Tヽ030169 ,η2 慌 よ持丸木 マ ツ属複 維 管 東 上属

3D2055 K50Y76 1ヽ030171 13彰た 院 ンノキ非 ンヽノキ上属
SD2055 κ50Y76 M030172 132` マ ツ属穎 維管 更 軍

SD2055 K50Y76 1ヽ030173 ,■参 未 ンヽ ノキ属ハ ン ノキ市属

亀K2078 1ヽ030174 lI ぷ持 ク リ

SP2082 1ヽ030175 スダジコ
SP2114 M030176 ミカン割 ? ス ギ

SK2218 Tヽ030177 阪材 柾 目 ス キ

Б(2266 Ⅵ030178 ユ3影た 尻 ク リ

SK2400 M030179 13熟 板 日 ス ギ

SK2455 1ヽ03018 ,av k棒苛太 ク リ

SP3075 M030183 lI 1あこ】夫9反日 マツ属
'

兎上方

ミカン嘗 マ ツ属 複 管東 叩

SP3112 M030184 ミカう マ ツ属 梅 市管 東 市属

3P3125 fヽ030191 住 阪目 マツ属複維 更止属

SP3184 M饂0197 lI :夫 5 nnl厚 ―

SP321ユ M030198 ンヽノキ属アヽンノキ師属
SP3192 Tヽ030199 辛裁 太 マ ツ属複 ifL管 東 上属

弓Pa246 �1030204 lt マ ツ属複 維管 東 亜抑

SP345] M030208 ミカン 1/4 ンヽノキ ハンノキ亜属
X55Y91上層 (肩 ) M030222 ユ∂α 市管 東 市層

第10表 樹種同定結果 (1)
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第10表 樹種同定結果 (2)
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E 微細植物片分析・種実同定・葉同定 (第 11～ 16表,図版 3)

検出分類群一覧を第11表 に,各試料の分析結果を第12～ 16表 に示す。以下に,各調査区の検出状況

を示す。

Al・ A2地区

谷 3試料からは,木本 5分類群,草本 4分類群の種実のほか,炭化材,不明植物・炭化物,苺苔類 ,

昆虫遺骸が検出された。種実は,木本類のアカメガシワの種子が 5個体検出されたが,こ の他は各 1

個体の検出である。

深掘 り試料からは,木本11分類群,草本 7分類群の種実ほか,木の芽,炭化材,不明植物・炭化物 ,

苺苔類,菌核,昆虫遺骸が検出された。全体的に木本類が多 く検出される傾向があり,木本類のヒサ

カキ属やイイギリ属の種子や,草本類のカヤツリグサ科の果実が目立つ。

SDl14では,同定可能な種実は検出されず,炭化材や不明植物,昆虫遺骸が検出されたのみである。

A2地区のⅢa層から出上 した種実は,種類の同定には至らなかった。

Bl地区

深掘 り試料からは,木本 6分類群,草本 2分類群の種実ほか,木材及び炭化材片,植物の トゲ,不

明植物・炭化物片,群苔類,菌核,昆虫遺骸,貝類が検出された。検出された種実は,いずれも 1～

2個体と少ない。

SK401試料からは,木本 2分類群,草本 3分類群の種実ほか,木材・炭化材片,不明植物・炭化物 ,

菌核,昆虫遺骸が検出された。検出された種実の種類数は少ないが,草本類のナデシコ科種子が目立つ。

SK683試料からは,草本のオモダカ科種子が検出されたほかは,炭化材片,不明植物・炭化物片 ,

昆虫遺骸が検出されたのみである。

B2地区

SK1264か ら出上 した種実はコナラ亜属殻斗,SE1491か ら出上 した葉はヤシャブシに同定された。

SK1271か らは,草本 7分類群の種実のほか,戊化材片,不明植物・炭化物片,昆虫遣骸が検出された。

栽培植物のイネの穎が最も多 く,イ ネ胚乳も確認される。

B3地区

SG2502 ④層から種実遺体は, 2′点ともヒシ属 果実 (破片)に同定された。土坑覆土より採取され

た土壌試料からは,木本 7分類群,草本21分類群の種実のほか,炭化材,種類・部位 ともに不明の炭

化物,昆虫遺骸が検出された。木本は,ア カメガシワ種子が 4個検出されたが,こ の他はいずれも 1

～ 2個体の検出にとどまる。一方,草本は,種類数・数量とも多 く,栽培植物のイネが多量検出され,

アワーヒエも確認された。検出された種実の遺存状態は,栽培植物のイネ,ア ワーヒエに炭化が認め

られたが,こ の他の試料は比較的良好である。このうち,土壌40cc以上を対象とした試料では,炭化

した栽培植物のイネ・アワーヒエのみ,あ るいは,イ ネ・アヮーヒエが主体 として検出されるもの

(SK2■ l③層,SK2229 ①層,SK2230 ①層,SK2231 ①層),イ ネの穎やこの他の草本類がともなう

もの (SK2170 ⑤層,SK2231 ③ ・④層,SK2232 ③・④層),栽培植物は全 く検出されず, この他の

草本類が主体 となるもの (SK2229 ②層)が認められる。

B4・ DoE地 区

B4地区SE4154か ら出上 した種実遺体はモモ核,SE4192か ら出上 した種実遺体はオニグルミ核に

同定された。一方,SP4200か ら出土 した種実は種類の特定に至らない。また,D地区のSE7141か ら

出土 した種実遺体はマツ属複維管束亜属 球果,Ⅱ a層 から出上 した種実遺体は トチノキ種子,E地区

3D‐



1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

のSK7244か ら出上 した種実遺体 もトチノキ 種子に同定 された。

C地区

SE5044の 井戸側内埋積物下～最下層 (④層)よ り採取された試料は,種実遺体等が抽出された試

料 (単体)と ,水洗選別によって抽出された種実遺体等を含む残澄試料 (水洗済残澄)か らなる。こ

れらの試料からは,木本26分類群,草本43分類群の種実が検出されたほか,不明種実,植物のトゲ,

樹皮,炭化材片,群苔類,昆虫遺骸,動物遺存体,土器等が確認された。検出された種実の遺存状態

は比較的良好であり,栽培植物のイネやアワーヒエ,コ ムギ,栽培種を含む分類群であるマメ類に災

化が認められた。木本類では,ヤマグワ ,カ ラスザンショウ,ト チノキの検出が日立つ。草本類では,

エノコログサ属,ホ タルイ属,イ ボクサ,サナエタデ近似種,タ デ属,ア カザ科,ナデシコ科,キ ン

ポウゲ属,エノキグサ,イ ヌコウジユ属―シソ属,ナス科の検出が目立ち,種子生産量の多い雑草等

に由来する種子が多く確認される傾向にある。また。栽培植物や栽培種を含む分類群では,イ ネやア

ワーヒエ。オオムギ,コ ムギ,アサ,ソバ,栽培種を含む分類群ではマメ類,ナス科,メ ロン類,ヒ ヨ

ウタン類が確認される。

SK5320試料では,木本 1分類群,草本 4分類群の種実が検出されたほか,不明種実,λ化材およ

び不明炭化物,群苔類,昆虫遺骸が確認された。栽培植物では,炭化および未炭化のイネの穎が確認

された。SK5372試料では,草本 5分類群の種実と,炭化材および不明炭化物が検出された。栽培植

物では,未炭化のイネの穎が確認された。SK5426試料では,栽培植物のアワーヒエの胚乳とえ化材

および不明炭化物が検出されたのみである。 3基の土坑に認められた種実は,種類数・数量とも少な

く,上記したSE5044と の差異は顕著である。

以下に,各地区における微細植物片分析,種実遺体同定,葉同定で得られた種実 。葉の形態的特徴

等を,木本,草本の順に記述する。

<木本>
・マツ属単維管束属 (Pilaus subgen.rapFox」/fon)マ ツ科

種子が検出された。灰黒褐色,非対称倒卵体でやや偏平。長さ7～ 94m,幅 51m,厚 さ4 alal程 度。

背面は九みがあり,腹面はやや平ら。縁は稜状。種皮は硬く木質で,表面はやや平滑。

・スギ (Cryptomerfa JttθnfCa(L。 1)D。)スギ科スギ属

種子が検出された。黒褐色,線状長楕円形でやや偏平。長さ4～ 611n,幅2.5mll,厚 さ 141m程度。

種子の正中線上には鈍稜があり,両縁には質の薄い翼がある。種皮表面は,やや平滑。

・オニグルミ l」ugFans mandshuガ ca Maximo subsp.sfebЛdiana(Maxim.)Kitamura)

クルミ科クルミ属

核が検出された。灰褐色,広卵体で頂部がやや尖る。径2.7cm程度。 l本の明瞭な縦の縫合線上に

薯歯類 (ネ ズミなど)に よる食害痕と考えられる円形の孔が認められる。核は木質,硬 く緻密で,表

面には縦方向に溝状の浅い彫紋が走 り,ごつごつしている。内部には子葉が入る2つの大きな窪みと

隔壁がある。

・ヤシャブシ (AFnus frma Sieb.et Zucc.)カ バノキ科ハンノキ属

葉片が検出された。茶褐色,完形ならば狭卵形,先端は尖鋭形,基部はやや円形で葉柄がある。長

さ7211m以上 (80Hlm程度),幅 381nal,葉柄15nlm程度。葉はやや肉厚で,葉縁には低い不整重鋸歯がある。

2次脈は12対以上でほぼ平行に斜上 し,裏面に隆起する。 2次脈の末端は最大鋸歯に入る。 3次脈 ,

4次脈は不明瞭。

∂δ



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

・イヌシデ (Carpれ us偽説οnοstt Maxim.)カ バノキ科クマシデ属

果実が検出された。灰褐色,広卵形,側面は広皮針形で先端は尖る。長さ 41■ll,幅 3 11un,厚 さ1.5

4m程度。果皮表面は平滑で,果皮両面にはそれぞれ 6本程度の縦隆条が配列する。

・コナラ亜属 (Quercus subgen.Qucπ us)ブナ科コナラ属

殻半が検出された。黒褐色,浅い椀状で径13～ 191nal,高 さ 511m程度。殻斗表面には偏平な狭卵形の

鱗片が覆瓦状に配列する。椀の壁は厚 く,先端はやや細 く内側を向く個体が多いことから,先端が細

く鋭 く上向 きに伸 びるミズナラ (Quercus mOnttFFca Fischer ex Turcz.var.grosseserra協 (Bl.)

Rehder et Wilson)と は区別され,ナ ラガシワ (Qucrcus aガ ena Blume.)に 近似する。

・ケヤキ (乙訳 οⅦ serrata(Thunb.)MakinO)ニ レ科ケヤキ属

果実が検出された。灰黒褐色,歪んだ心臓形で背面方向に湾曲する。径 44m程度。花柱が嘴状突起

状に残る。基部に円形の隣があり,褐色の繊維が放射状に発達する。

・ヤマグワ OЪrus aus世瓜is Poiret)ク ワ科クワ属

種子が検出された。黄褐色で三角状広倒卵形。一狽1面 は狭倒卵形で,他方は稜になって薄い。長さ

2 11al,幅 1.511m程 度。一辺が鋭利で,基部に爪状の突起を持つ。表面には微細な網目模様がありざら

つく。

・カジノキ属 (BrOussoEacOa)ク ワ科

種子が検出された。黄～茶褐色,長方形状広倒卵形。一側面は狭倒卵形で,他方は稜になって薄い。

径 24m程度。基部に突起を持つ。表面には坑状の微細な隆起が散在する。

・コブシ 0ねgnOFiaたοbus DC.)モ クレン科モクレン属

種子が検出された。黒褐色,腎臓形でやや偏平。長さ 7 HIll,幅 911m,厚 さ 5444程度。背面は凸状に

膨らみ,腹面正中線上は幅広い縦溝 と下端に勝がある。種皮は薄 く硬 く,表面は平滑。

・マタタビ属 (Actinf♂ fa)マ タタビ科

種子が検出された。黒褐色,楕円形で両凸レンズ形。長さ2 Hun,幅 1.511m程 度。基部はやや突出し,

切形。種皮は硬 く,表面には円形・楕円形などの凹点が密布 し網目模様をなす。

・ヒサカキ属 (Eurya)ツ バキ科

種子が検出された。茶～黒褐色,不規則な多角形でやや偏平,径 1.54ull程度。一端に膳があり,脳

の方に薄い。膀を中心に楕円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。

・モモ lPrunus persfca Batsch)バ ラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。灰褐色,広楕円体でやや偏平。長さ2.3～ 2.7cm,幅 1.8～ 2 cm,厚 さ1.5

cm程度。頂部はやや尖 り,基部は切形で中央部に湾入 した勝がある。 1本の明瞭な縦の縫合線がある。

内果皮は厚 く硬 く,表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり,全体 として粗いしわ状に見え

る。

・サクラ属 lPrunus)バ ラ科

核 (内果皮)が検出された。淡灰褐色,広楕円体でやや偏平。基部は九 く大きな脳点が湾入し,頂

部はわずかに尖る。径 5 alm,厚 さ 311m程度。一方の側面にのみ縫合線が顕著に見られる。内果皮は厚

く硬 く,表面はざらつく。

。キイチゴ属 (Rubus)バ ラ科

核 (内果皮)が検出された。淡責褐色,半円形～三日月形。長さ1.511n,幅 l mal程度。腹面方向に

やや湾曲する。表面には大きな凹みが分布 し網目模様をなす。
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。キハダ (PFleFfοJentton amurense Ruprecht)ミ カン科キハダ属

核 (内果皮)の破片が検出された。黒色,完形ならば半横広卵形でやや偏平。長さ4.5mll,幅 3 mal

程度。内果度は厚 く硬 く,表面には浅 く細かい網目模様があり,ざらつく。

・アカメガシワ 0ね】οをys JttoraFcus(Thunb。 )Mueller～ Arg.)ト ウダイグサ科アカメガシワ属

種子の破片が検出された。黒色,完形ならば歪な球形で径 414m程度か。基部にはY字形の稜があり,

稜に沿って害Jれた 1/3部分である。種皮は硬 く,表面に瘤状突起を密布 しゴツゴツしている。

・カラスザンショウ (Fagara a】 antFl♪ Jes(Sieb.et zucc.)Engler)ミ カン科イヌザンショウ属

核 (内果皮)が検出された。黒褐色,非対称広倒卵体,やや偏平で,片方の側面に核の長さの半分

以上に達する深 く広い勝がある。長さ4～ 4。 5tlm,幅3.511m,厚 さ2.5m14程度。内果皮は厚 く硬 く,表

面にやや深 く大きな網目模様がある。

・ トチノキ (AescuFys ttrわ れata Blume)ト チノキ科 トチノキ属

種子の破片が検出された。完形ならば偏球形で径20～ 30alm程度,破片は大きさ20Hlm以 下で不規則に

割れているものが多い。種皮は薄 く硬 く,表面にはほぼ赤道面を蛇行 して一周する特徴的なカープを

境に,流理状の微細な網目模様があり光沢の強い黒色の上部と,粗面で光沢のない灰褐色の下部の着

点に別れる。

・ブドウ属 (И施)ブ ドウ科

種子が検出された。黒褐色,広倒卵体,側面観は半広倒卵形。基部の勝の方に向かって細 くなり,

嘴状に尖る。長さ4～ 5 tul,径3.541m程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦筋が走 り,

その両脇には楕円形の深 く窪んだ孔が存在する。種皮は薄 く硬 く,断面は柵状。

。ノブ ドウ (AmpeFoptts breyゎ eduncu協 滋 (Ma�m。)Trautv.)ブ ドウ科ノブ ドウ属

種子が検出された。灰褐色。広倒卵形,側面観は半広倒卵形で丸みがあり,基部はやや尖る。径 4

11m程度。背面にはU字状に開いたさじ状の模様がある。なお,ブ ドウ属と区別する根拠となる背面が

欠損 した破損個体を,ブ ドウ科 (Vitaceae)と 同定するにとどめた。

・イイギリ lrd∝ねp■府arpa Maxim。 )イ イギリ科イイギリ属

種子が検出された。褐灰色,広卵形。長さ2 Hm,径 1.5alm程度。頂部に大きな円形の窪みがある。

ここから基部の膳に向かって一本の溝がある。表面はスポンジ状の微細な網目模様があり,ざ らつく。

・キブシ (Stachyurus praccox Sieb.et Zucc.)キ ブシ科キブシ属

種子が検出された。黄褐色で三角状広倒卵形。一側面は狭倒卵形で,他方は稜になりやや薄い。長

さ1.811m,径 1.5mln程 度。一辺が鋭利で,基部は薄い。表面は平滑で光沢があり,内部に微細な網目模

様がみられる。

・ミズキ (Cornus controyersa Hemsley)ミ ズキ科 ミズキ属

核 (内果皮)が検出された。灰褐色,偏球形で径 511m程度。基部に大きく深い孔がある。内果皮は

厚 く硬 く,表面にはやや深い縦溝が数本走る。

・クマノミズキ (COrnus macrophyffa Wallich)ミ ズキ科 ミズキ属

核 (内果皮)が検出された。淡掲色,偏球形で径 4 1un程度。基部に小さく浅い凹みがあり,表面に

は一周する 1本のやや幅広 く浅い縦溝 と,細 く浅い縦溝数本が走る。

・タラノキ (4rttia eFa協 (Miq.)Seemann)ウ コギ科タラノキ属

核 (内果皮)が検出された。茶褐色,半月形でやや偏平。長さ2.51Ml,幅 1.5剛程度。腹面はほぼ直

線状で,片端に突起が見られる。背面には数本の浅い溝が走る。表面はざらつく。

認
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・ムラサキシキブ属 (C�carpa)ク マツズラ科

核 (内果皮)が検出された。淡～黄褐色,偏平で卵形。長さ 2111111,幅 1.5mn程度。背面は円みがあり,

腹面中央はやや窪む。腹面方向に湾曲し,側面観は三日月形。中央部の内果皮が極めて薄 く柔らかい

ため,破損 して ドーナツ状になっている。縁部分の内果皮は厚 く,やや弾力がある。

・クサギ (αerOdendron″
'chο

tomym Thunb.)ク マツズラ科クサギ属

核 (内呆皮)が検出された。灰褐色で広卵体,側面観は三日月形。長さ 511m,幅 3.541m,厚 さ 3 1Hl

程度。背面は九みがあり,腹面は平らで腹面方向にやや湾曲する。腹面の一端には裂け目状の発芽口

がある。内果皮は厚 く硬い。背面には大きな網目模様があり,腹面表面は平滑である。

・タニウツギ属 ωttigela)ス イカズラ科

種子が検出された。赤褐色,長楕円形で両凸レンズ形。長さ l mll,幅 0.5剛程度。翼がとれた状態で
,

稜角がある。表面には円形や楕円形の凹みによる網目模様が発達 している。

・ニワトコ (Sambucus ttcemο sa Lo subsp.豆 ebo燿ねna(Miq.)Hara)ス イカズラ科ニワトコ属

核 (内果皮)が検出された。淡～黄褐色,広倒卵形で偏平。基部はやや尖る。長さ2.51111,幅 1.51m

程度。背面は円みがあり,腹面の中央は縦方向の鈍稜をなす。腹面下端には小さな孔がある。内果皮

はやや硬 く,表面には横級状模様が発達する。

<草本>
・イ トクズモ (ZannfchefFia paFustris L.var.れ dica(Cham.)Graebner Z。 )

ヒルムシロ科イ トクズモ属

果実が検出された。淡褐色,三 日月形で偏平。長さ3 mll,幅 0.8alm程度。両端は針状に伸び,背面

には歯牙状突起が配列する。果皮は薄 く,表面には微細な網目模様が配列する。

・ヒルムシロ属 (Pottmο鰤をon)ヒ ルムンロ科

果実の破片が検出された。淡褐色,左右非対称な倒卵形で偏平。径 2 mll,厚 さ l lun程 度。先端に嘴

状の太い花柱基部が残る。側面の正中線上に深い縦溝と稜があり,そ の基部に 1個 の刺状突起がある。

果皮はスポンジ状でざらつ く。

・ヘラオモダカ (Attma canttcuねどum A.Br.et Bouche)オモダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡褐色,楕円形で偏平,基部は切形。径 2 nlll程度。背部に深い縦溝が 1本走る。

果皮はスポンジ状で柔らか く,中の種子が透けてみえる。種子は茶褐色,倒 U字状に曲がつた円柱状

で偏平。tt l llll程度。種皮は膜状で薄 くやや透き通 り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が日

立つ。

・オモダカ属 (肋gittaria)オ モダカ科

果実が検出された。淡黄褐色,倒卵形で偏平。大きさ 3 alln程度。果皮は薄 く翼状。翼の外形は欠損

する。表面は微細な網目が縦方向に並ぶ。果皮は透き通るため,中 の種子が透けてみられる。中の種

子は茶褐色,倒 U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は膜状で薄 くやや透き通 り柔らかい。表面には

微細な網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ科 (Alismataceae)

種子が検出された。茶褐色,倒 U字状に曲がった円柱状で偏平。tt l lm程度。種度は膜状で薄 くや

や透き通 り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・イネ (Or」/za sa,va L.) イネ科イネ属

胚乳と胚乳を包む穎 (果)が検出された。長楕円形でやや偏平。胚乳は完全に炭化 しているため黒
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1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

色,長 さ4～ 5 1un,幅2.5nlm,厚 さ1.51Ml程 度。一端に胚が脱落 した凹部があ り,両面はやや平滑で 2

～ 3本の縦溝がある。胚乳表面に穎が付着 しているものも認められた。脱穀 した米を蒸 した り炊いた

りし過ぎて「おこげ」となった場合,こ のように明瞭に胚乳の形をとどめることはないと考えられる。

おそらく,脱穀前の籾の状態で被熱 し,λ化 した穎はIPBく 壊れやすいことから脱落し,胚乳のみが残

存 したと推定される。穎は淡褐色,λ化個体は黒色。長さ6～ 81m,幅 3～ 411m,厚 さ 211m程度。基

部に特徴的な果実序柄がある。穎は薄 く,表面には特徴的な顆粒状突起が規則的に縦列する。

・アワーヒエ (Settria f』たa(L.)P.Beauv.― Ecねれοc・hfοa vと,fFs Ohwi et Yabuno)イ ネ科

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色を呈す。広楕円体でやや偏平。径1.541m程 度。背面は九みが

あり,腹面は平ら。基部に胚の凹みがある。表面には内外穎が付着 している個体がみられた。

・エノコログサ属 (Settri2)イ ネ科

穎が検出された。淡褐色,半偏球形で長さ3.5mn,径 2剛程度。穎は薄 く柔らか くて弾力があ り,

表面には横方向に長い細胞が密に配列する。

・オオムギ (Frordeu□ vttgare L。)イ ネ科オオムギ属

胚乳が検出された。災化 してお り黒色を呈す。紡錘状長楕円体で頂部や基部がやや尖る。長さ4～

5 RIn,径 3 Hlm程度。腹面は 1本のやや太 く深い縦溝があり,背面基部には胚の痕跡があり九 く窪む。

表面はやや平滑。

・コムギ (Triす cum aesすyum L.)イ ネ科コムギ属

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色を呈す。楕円体でオオムギよりも九みを帯びている。長さ4

11n,径2.5m4程度。腹面には 1本のやや太 く深い縦溝がある。背面基部には胚の痕跡があり,丸 く窪む。

表面はやや平滑。なお,頂部を欠損するなど状態が悪 く,オ オムギとの判別が難しい個体を,ム ギ類

とした。

・イネ科 (Gramineae)

穎が検出された。灰褐色,狭卵形～半偏球形でやや偏平。長さ311m,幅 l llm程 度。穎は薄 く柔らか

くて弾力がある。表面には微細な網目模様が縦列する。

・ホタルイ属 (Scittys)カ ヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色,片凸レンズ状の広倒卵形。長さ211m,幅 1.5mll程 度。背面はやや高 く

稜がある。先端部は尖 り,基部から伸びる逆刺を持つ髭状の腕が残る。表面は光沢があり,不規則な

波状の横叙状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。上述のホタルイ属以外の形態上差異のある複数の種を含んでいるものを一括 し

ている。スゲ属と考えられる個体等を含む。

。スゲ属 (Carex)カ ヤッリグサ科

淡褐色ないし茶褐色。倒卵形で三稜形。長さ1.511m,幅 1剛程度。頂部の柱頭部分がわずかに伸びる。

表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ツユクサ (CommeFina cο mmunね L.)ッ ユクサ科ツユクサ属

種子が検出された。黒灰色で半横長楕円形。径2.5nlm程度。背面は九みがあり,腹面は平らである。

隣は線形で腹面の正中線上にあり,胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔らかく,背面

と側面の表面は,大 きなす り鉢状の孔が散在する。他の面は円形の小孔が多数存在する。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

・イボクサ (Ane」emaたαstt Hassk。)ツ ユクサ科イボクサ属

種子が検出された。青みがかった灰褐色で半横長楕円形。径 2～ 3剛程度。背面は九みがあり,腹

面は平ら。暦は線形で腹面の正中線上にあり,胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種度は柔ら

かく,表面は円形の小孔が多数存在する。

・ミズアオイ属 (.lrOnoch∝ね)ミ ズアオイ科

種子が検出された。淡褐色,精円体。長さ l lm,径 0.511m程度。種皮は薄 く透き通 り,柔 らかい。

表面には縦に10本程度の隆起があり,隆起の間には横方向の密な隆線が配列する。

・アサ (働nnabis saゴ ya L。)ク ワ科アサ属

種子が検出された。灰褐色,三角状広倒卵状楕円形。長さ411m,幅 3 mn,厚 さ2.5nlm程度。縦方向

に一周する稜に沿って半分に割れているものがみられる。基部には大きな淡褐色,楕円形の勝点があ

る。種皮表面には葉脈状網目模様がある。

・ギシギシ属 (Rumex)タ デ科

果実が検出された。暗褐色,広楕円状三稜形。長さ2 alm,径 1.51m程度。三稜は鋭 く明瞭で,両端

は急に尖る。果実を取 り巻 く内花被片が発達 しており,花被は心円形,径 3～ 4 Hlm程度で粗い網目模

様をなす。縁には歯牙があり,中肋は瘤状に膨れる。

・サナエタデ近似種 (Pof」
/gonym cf.fapatF河冴um L.)タ デ科タデ属

果実が検出された。黒褐色,円形で偏平な二面体。径 211m程度。両面中央はやや凹む。先端部はや

や尖 り, 2花柱が残存する個体もみられる。基部からは花被の脈が伸び,花被の先は 2つ に分かれ反

りかえる。果実表面は平滑で光沢がある。

・タデ属 (Pofygonum)タ デ科

果実が検出された。上述 したサナエタデ近似種以外の形態上差異のある複数の種を一括 している。

灰褐色,三稜状広卵体で長さ5～ 6 alm,径 2.54m程度。果皮は薄 く柔らか く,表面は微細な網目模様

が発達 しざらつ く,ミ ゾソバ (PoFy‐gonum thunber♂F Sieb.et Zucc.)と 考えられる個体,黒色,三

稜形または広卵状円形で長さ2.5～ 3 Hlm,幅 2 1nl程度,両面正中線上に縦方向の稜があり,表面には

明瞭な網目模様がありざらつ く,ヤ ナギタデ (PoFygor2um hydttiper L.)と 考えられる個体や,黒色 ,

丸みのある三稜状卵体で長さ2.5alm,径 1.5nlm程 度,表面はやや平滑で光沢が強い,ハ ナタデ lPof」
/g・oEaum

caeψftosum Blume subsp.yoFusaねnum(MakinO)Danser)ま たはイヌタデ (PoFygonum′onttsetum

De Bruyn)と 考えられる個体等が確認される。

・ソバ (Fagopyrum escuFentum Moench)タ デ科ソバ属

果実が検出された。灰褐色,三稜状卵体。径 5 11al程度。三稜 と先端は鋭 く尖 り,面の部分は凹む。

果皮表面はやや平滑。基部には薯片が残る。

・アカザ科 (ChenopOdiaceae)

種子が検出された。黒色,円盤状でやや偏平。径 l mn程度。基部は凹み,膀がある。種皮表面には

膀を取 り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し,光沢が強い。

・ナデシコ科 (Caryophyllaceae)

種子が検出された。茶褐色,腎臓状円形でやや偏平。径 141m程度。基部は凹み,脳がある。種皮は

薄 く柔らかい。種皮表面には,謄を取 り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

・タガラシ (RanuncuFus sceFeratus L.)キ ンポウゲ科キンポウゲ属

果実が検出された。広倒卵形～広精円形でやや偏平。径0,94111,厚 さ0.5mll程度。縁は責白色のスポ
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1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

ンジ状で,中心部はやや凹み淡黄褐色で平滑。水に浮きやすい。

。キンポウゲ属 (RanuncuFus)キ ンポウゲ科

果実が検出された。淡黄褐色,非対称な広倒卵形で偏平。径 2～ 34m,厚さ0.5o41程度。先端部や

基部は尖 り,中央部は両凸レンズ形。果皮は薄 くスポンジ状で表面はざらつ く。

・キジムシロ属―ヘビイチゴ属 ―オランダイテゴ属 (Pο tentilFa― Duchesnea一 Frattria) バラ科

核 (内果皮)が検出された。灰褐色,腎臓形でやや偏平。長さ0。 9nlm,幅 0。 5alm程 度。内果皮は厚 く

硬 く,表面は微細な網目模様がありざらつ く。

・マメ類 (Leguminosae)マ メ科

種子が検出された。炭化 してお り黒色を呈す。長楕円体で長さ4～ 6 1ml,径 3～ 4 1nm程度。焼け膨

れ,表面が崩れている等状態は悪いが,腹面中央の子葉の合わせ目上に長楕円形状で隆起する勝があ

る,ササゲ属 ( とゞ騨 a)と考えられる個体 もみられる。 2枚からなる子葉の合わせ目から半分に割れ

た 1片 もみられるが,合わせ目にある勝を欠損する。割れ目の表面の状態は悪 く,幼痕や初生葉は確

認できない。種皮表面はやや平滑で光沢がある。遺跡出上のえ化マメ類について,子葉内面の幼痕や

初生葉の形態から,サ サゲ,ア ズキ,リ ョクトウなどを判別する試みが行われている (吉崎,1992)が ,

野生種との雑種 も多いため,形態のみから現在の特定の種類に比定することは難 しいとも考えられて

いる (南木,1991;南木。中川,2000な ど)。 最近では,DNA分析による判別が開発されつつある (矢

野,2002)。 今回検出されたマメ類は,遺存状態が悪いことから,形態のみによる種類の特定は控え,

マメ類として表示するに留めている。

・カタバミ属 (Oxtts)カ タバミ科

種子が検出された。黒掲色,卵形で偏平。長さ1。 61n,幅 1.211ull程 度。先端は尖る。種皮は薄 く柔ら

かく,縦方向に裂けやすい。表面には4～ 7列の肋骨状横隆条が並び,わ らじ状を呈す。

・エノキグサ (AcaFypha austratt L。 )ト ウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。茶褐色,倒卵体で長さ24111,径 1.511al程 度。基部はやや尖 り,Y字状の筋がある。

種皮は薄 く硬 く,表面は細かな粒状の窪みが配列 しざらつく。

・コミカンソウ属 lPhyfFanthus)ト ウダイグサ科

種子が検出された。淡～茶褐色,半広卵状円形。径 141n程度。背面は九みを帯び,腹面の正中線は

稜状。正中線の一端に勝がある。

」ヒシ属 (Trapa)ヒ シ科

果実の破片が検出された。黒褐色。完形ならば倒三角形でやや偏平で,中央部には円柱状の子房突

起が突出し,その中心に短い刺と,両肩の逆刺を持つ長刺からは基部まで延びる翼状隆条がある。長

さ幅40皿程度。小型のヒメビシ (Trapaれ施 a Sieb.et Zucc.)と は区別される。果皮は厚 く木質。

・チ ドメグサ属 (Frydrocot」/Fe)セ リ科

果実が検出された。黄掲色,半月形でやや偏平。tt l lm程度。一端には太い柄があり,合生面は平

坦。果皮は厚 く,やや弾力がある。表面には 1本の明瞭な円弧状の稜がある。

・セリ科 (Umbelliferae)

果実が検出された。黄褐色,楕円形で偏平。長さ2 mn,幅 1.5mll程度。果皮はスポンジ状。表面に

は数本の幅広い稜があり,その間に半透明で茶褐色の油管が配列する。

・サクラソウ科 (Primulaceae)

種子が検出された。茶褐色,倒台形。背面は平らで,精円状,菱形状,円形状などの 4～ 5角形を
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

クルミ クルミ JtlgFans lnandsFlコ 声∽ Ma� m subsp SeboF」 f2na(Ma� m)
Kitamura

カバノキ科       ハンノキ属       ヤシャブシ       AFraus ttma Sieb et Zucc
クマンデ属       イヌシデ        Carpれ us tscねοれOSttf Maxim

ブナ科 コナラ コナラ亜属 Quercus
ニレ科 ケヤキ ケ Zelt07a Serrata(Thunb) WIakino

クワ科 クワ属
カジノキ属

ヤマグワ I1/foI・ tls 2LIStrЛis Poiret

Brollssofaera

モクレン科       モクレン属       コブシ         w堕 卸 OFia Ffob口δ DC
マタタビ科       マタタビ属                    Actilll」 i2

ミカン科        キハダ属         キハダ         Pね eFy。ごendrοn amurense Ruprecht
ツバキ科        ヒサカキ属                   Eur"
バラ科         モモ                     Prunus perЫ ca Batsch

サクラ属                    Prunus
キイテゴ属                   R口 bus

トウダイグサ科     アカメガシワ属     アカメガシワ      Ⅲra】οとus´区ln'C口s(Thunb)Mueller Arg.
ミカン科        イヌザンショウ属    カラスザンショウ    Fattfa aranthoiどes(Sieb et zucc)Engler
トチノキ科        トテノキ属       トチノキ        AescuFusをurbi122ta Blume

ブ ドウ科 ブドウ属 Иtis

ノブドウ属        ノブドウ         AmpeFoptts b‐ 7ゅCど uncu協協 (Mttim)Traut■ /

イイギリ科        イイギリ属        イイギリ         r」 esla pOf1/caっ a Ma�m
キブシ科 キブシ キブシ

ミズキ属

Stachyurus praecox Sieb et Zucc

Cornus controversa Hemsleyミスキ

ウコギ科

クマツ

タラノ

クマノミズキ Cttnus

タラノ寺 AraFiaれ ta(
覇「alich

cancarpa
〔〃eroどenJron bttcねοto1/tuFm Thunb

ラ科 ム ラ

クサギ属 クサギ
ス イ カス ラ科 ニワ トコ属 ニワトコ 駒 mbucus racemο sa L subsp sieboFdiana(Miq)Hara

タニウツギ属

ヒルムンロ ヒルムシロ属 クスモ ZanaたねeFFia L varれdica(Cham)Graebner Z
モダカ サジオモダカ属 ヘラオモダカ AFrsIE2a CanarcuFatum A Br et Bouche

オモダカ属                  saす とtaria
イネ科         イネ属        イネ         Oryza s加 盟 L

エノコログサ属

オオムギ属
コムギ属

アワーヒエ

オオムギ

コムギ

Se滋れ ユ協∬∽ (L)P Beauv― EcF2ね οcF2Foa udlis Ohwi et

Yabuno
Seと2r i2

rorど e口mv/ュ黎々 L
Trfticum aes'vuna L

ツユク

カヤツリグサ科 ホタルイ属
ボクサ属

ノユクサ属

イボクサ

ツユクサ

nefFemaた abaた Hassk

CοmmeFilla conam口ms L
ミスアオイ科 ミズアオイ属 1/ronocF20ri2

クワ科 アサ属 アサ Cannabrs saす1/aL
タデ科

シ ヨ

キンポウゲ科

ギシギシ属

タデ属

ソバ属

ギシギシ属

サナエタデ近似種
ソバ

ンボウ タガラシ

Rumex

llaceae

Ran口 ncuFus sc」 eratus L

PoFygofaun2 Cf.FapatFa� ガum L
FabOopyruna escuFelatur2aヽ Ioench

バラ科 キジムシロ属一ヘ ビイテ
ゴ属―オランダイチゴ民 PottnaFFa― Ducねesnea― Fragari2

マメ科                      マメ類         Leguminosae
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+:細片のため,正確な個数が不明なもの

第12表 Al・ A2・ Bl地区の微細物分析結果

第13表 Bl・ B2地区の微細物分析結果
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果実

果実

果実

種子

種子

種子
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果実
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種子
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核
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種子

果実
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本
とルムシロ属
ヘ ラオモ ダカ

オモ ダカ科

イネ

アワー ビエ

エノコログサ属

オオムギ
コムギ

ムギ類

イネ科

ホタルイ属

カヤツ リグサ科

イボクサ

ツユ クサ

ミズアオイ属

アサ

ギシギシ属

サナエ タデ近似種

タデ属

ソ″ヾ

アカザ科

ナデシヨ科

タガラシ

キ ンポウゲ属
キジムシロ属― ヘ ビイチ
ゴ属― オランダイチ ゴ属
マメ類

カタバ ミ属
エ ノキグサ
コミカンソウ属

チ ドメグサ属

セ リ科

イヌコウジュ属― シソ属

キランッウ属

ナス科

アカネ科

オ ミナエ ン属

キカラス ウリ

スズメウリ

メロン類
ヒ ョウタン頚

オナモ ミ属

メナモ ミ属

タカサ ブロウ
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―
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1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

1)表中の数字は個数を示す。1個体当たりの種子生産量が多い雑草等の微小種実の検出llXl個以上は,容積(cc)を示す。
2)「十Jは,微砕片を含むため個数推定が困難である種類,「数字+」 は,微砕片を含み数字以上の個数が推定される種頚を示す。

第16表 C地区の微細物分析結果 (1)
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

マ ツ属単維管東亜属   種子
スギ          種子

イヌンデ        果実

ブナ科          果実  破片

ケヤキ         果実

ヤマグワ        種子
カジノキ属        種子
コブシ         種子
マ タタビ属       種子
とサ カキ属        種子

サクラ属        核

キイチ ゴ属       核

アカメガシワ      種子
カラスザ ンシ ョウ    核

トチノキ        種子

ブ ドウ属        種子
ノブ ドウ        種子

ブ ドウ科        種子

イイギ リ        種子

キブシ         種子

ミズキ         核

クマノ ミズキ      核

タラノキ        核
ムラサキシキブ属    核

クサギ         核
ニワトコ       核

11-2-11--6
-一 -1-― ― ― ― ―

-2121-― -21
--72-― 一 ― ― ―

121-5-1--2
5      15      7      8      12      6      2       9      11      20
-― ― -1-一 -11

-一 -1-11-一 ―

― 一 一 ― ― 一 ― -4-
12--1--2-―

282-2411455-1
7473327465-55
4      6      11      1      3      17     34     2      1      6      13      6      B

20+    20+    20+    10+    20+    20+    10+    10+    10+    20+    10+    10+    10+
1-2-一 ― ― ― -12-―
一 -1-1-― ― -1--1
1-111-1142111

-― ― 一 ― ― ― ― ― ― 一 -1

1113-12-― -121
-― ― 一 -2-1--12-
― -11-― ― ― -111-

― -11-― ― ― 一 -2-―

一 ― ― -1--1-一 ― 一 ―

草本
とルムシロ属
ヘ ラオモ ダカ

オモ ダカ科

イネ

アワー とエ

エノコログサ属

オオムギ

コムギ

ムギ類

イネ科

ホ タルイ属

カヤツリグサ科

イボクサ

ツエ クサ

ミズアオイ属

アサ

ギシギシ属

サナエ タデ近似種

タデ属

ソバ

アカザ科

ナデンコ科

タガラシ

キ ンポウゲ属
キジムシロ属― ヘ ビイチ

』目― オランダイテ →民
マメ類

カタバ ミ属
エ ノキグサ
コミカンソウ属

チ ドメグサ属

セ リ科

イヌ コウジユ属― シツ属

キランソウ属

ナス科

アカネ科

オ ミナエ シ属

キカラスウリ

スズメウリ

メロン類
ヒョウタン類

オナモ ミ属

メナモ ミ属

タカサ ブロウ

果実

果実

種子

胚乳  災化

穎

採買    )屯化

胚乳  炭化

果実

胚乳

胚乳  炭化

胚乳

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

果実

果実

果実

種子

種子

果実

果実

核

種子  炭化

種子

種子

種子

果実

果実

果実

果実

種子

核

果実

種子

種子

種子

種子

総芭

果実

-1-一 一 ― ― ― ― 一 ― ― 一

~1~~十

一 ― ― ― I― ― 一

-2-一 一 ― ― 一 ― ― ― ― 一

39421264127725
1-1-221-111-一
221-― ― -215211
237677415126-4

0 1cc   O.2cc    lcc     25    0.8cc   0 3cc    38     39     24     1cc    94+    23    0 2cc
l― 一 ― ― -11-― ― -1

-11-13-1-12-2
232232--25211
--11-一 -3-― 一 ― ―

13     26      11      11      17      11      8       1       3      22      12      8      15
-4-1-一 一 -1--1-
6      25      8     23      2      16     15      9      12     17     19     53     13
-      9       9      3      4       9       5      2      3      27      9       5      23

16     25      18     39     22     27      15      12      14     33     35     24      13
-563141-4-42-2
51571511-221-4

0.lcc  0 4cc  0 3cc  lcc   51   0.2cc  O.4cc  O.3cc  O.5cc  O.5cc  O.5cc  2cc  O.lcc
-1-― ― ― ― ― ― 一 ― ― 一

38     71      77     12     0■ c     33      19      13      10    0_lcc    41     23     36
0.3cc   O.2cc   O.lcc    32     56-卜     70+    53     39     48    0.lcc  O.lcc    30     41
-― ― ― ― -2--4311
4      23      9      44      10     32      19      16     27     40     90     60     29

1-3-132-11312
-4-4--1--111111

0.lcc   O.2cc   O.3cc    511     78    0 2cc   0 2cc    42     47     1cc    O.3cc    60    0 1cc

-1-― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

-11-一
― ― ― ― ― ― ― 一

0.8cc    lcc     2cc    O.2cc    2cc     2cc     icc   0 3cc   90+    2cc     lcc    0 5cc    5cc

31     14     61      5    0 1cc   26     49     4      18     46     24      2     44
-232-2--1-一 -1
--1-1-一 一 -1-一 ―

-1-1-― ― 一 〒 12-1
--1-― 一 一 ― ― ― ― ― ―

一 一 ― -1-一 ― ― ― 一 一 ―

5271355-25332
-― -1112--2-― ―

-41-― -33-―
不明種実

植物 の トゲ

樹皮

炭化材

不明災化物

群苔類

昆虫遺骸

動物遺存体

十

+
+
+
+
+

+
1

+
+
+
+
+

+

キ

+
+
+
+

十

+
+
+
+
+

+

+
+
+
+
+

+
1

1

+
+
+
十
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+

+
+
+
十

+

+

十

十

十

十

十

+
1

+
+
+
+
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+

+
+
+
+
+

十

十

十

十

+
2

+
+
+
+
+

十

+
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+
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1)表中の数字は個数を示す。 1個体当たりの種子生産畳が多い雑草等の後小種実の検出100個以上は,容積 (cc)を 示す。
2)「十」は,微砕片を含むため個数推定が困難である種類,「数字十」は,微砕片を含み数年以上の個数が推定される種類を示す。

第16表 C地区の微細物分析結果 (2)
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1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

1)表中の数字は個数を示す。1個体当たりの種子生産量が多い雑草等の2/1ヽ 種実の検出lllll個 以上は,容積(cc)を 示す。

2)「 +」 は,微砕片を含むため個数推定が困難である種類,「数年十」は,微砕片を含み数年以上の個数が推定される種類を示す。

第16表 C地区の微細物分析結果 (3)

翻 名

か類群          部位  状態

C

SK5372 SK解修6        1            SK5320

財携
５０ｃｃ

弊曇
５０ｃｃ

幣鹸
２５ｃｃ

攣鰺
２５ｃｃ

弊鰺
２５ｃｃ

土壊   土壊   土壌   土壌
25cc     50cc     33cc     50cc

トラ、
マ ツ属単維管東亜属   種子
スギ          種子

イヌンデ        果実

ブナ科          果実  破片

ケヤキ         果実

ヤマ グワ       種子
カジノキ属       種子
コブシ         種子
マ タタビ属        種子
とサ カキ属       種子

サ クラ属       核

キイチ う民      核

アカメガシワ      種子
カラスザ ンシ ョウ    核

トチ ノキ        種子

ブ ドウ属        種子
ノブ ドウ        種子

ブ ドウ科        種子

イイギ リ         種子

キブシ         種子
ミズキ         核

クマノ ミズキ      核

タラノキ        核
ムラサキシキブ属    核

クサギ         核
ニフ トコ       核

2

草本
ヒルムシロ属
ヘ ラオモ ダカ

オモダカ科

イネ

アワー ヒエ

エ ノコログサ属

オオムギ
コムギ

ムギ類

イネ科

ホタルイ属

カヤツリグサ科

イボクサ

ツユ クサ

ミズアオイ属

アサ

ギシギシ属

サナエ タデ近似種

タデ属

ソバ

アカザ科

ナデシヨ科

タガラシ

キンポウゲ属
キジムシロ属― ヘ ビイテ

ゴ属― オランダイチ ゴ属

果実

果実

種子

胚乳  炭化

穎
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胚乳  炭化

果実

胚乳

胚乳  炭化

胚乳

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

果実

果実

果実

種子

種子

果実

果実

核

マメ類          種子  炭化

カタバ ミ属       種子
エノキグサ       種子
コミカンソウ属     種子

チ ドメグサ属      果実
セ リ科         果実

イメ コウジユ属― シソ属 果実

キランソウ属      果実

ナス科          種子

アカネ科         核

オ ミナエシ属      果実

キカラス ウリ      種子
スズ メウリ       種子
メロン類        種子

ヒョウタン類      種子

オナモ ミ属        総也

メナモ ミ属       果実

タカサ プロウ     果実
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

なす。径0.8剛程度。腹面は長軸方向に薄 くなり稜状で,稜上の中央付近に広線形の膳がある。表面

は 5～ 6角形の凹みによる網目模様がある。

・スミレ属 (Vτtta)ス ミレ科

種子が検出された。淡黄～淡灰褐色,広倒卵形。長さ1.511Hl,径 l llllll程 度。基部は尖 り,頂部には

円形の膳点がある。種皮は薄 く,表面は細い縦筋が走 りざらつく。種皮内面は横長の細胞が配列する。

・イヌコウジュ属―シソ属 (M∝ra― Perilfa)シ ソ科

果実が多量検出された。淡～黒褐色,倒広卵体。径1.2～ 2.511n程度。径が大 きなエゴマ P∝�a

Fruttsctts(L.)Britt.var.鬼即nfCa Hara)を含む。基部には大きな謄点があり,舌状にわずかに突

出する。果皮はやや厚 く硬 く,表面は浅 く大きく不規則な網目模様がある。

・キランソウ属 (芍u解)シ ソ科

果実が検出された。黄白色,狭楕円体。長さ1.8111111,径 l llllll。 基部付近に果実の長さの2/31こ 達する

大きな楕円形の着点痕の孔がある。果皮表面は深い凹みによる網目模様が分布する。

・ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡掲色,歪な腎臓形で偏平。径1.5～ 3 11ull程度。種皮は薄 く柔らかい。狽J面の

くびれた部分に勝があり,表面は磨を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。網目模様は

微細で網目を構成する壁の幅は太 くしつかりしている。

・アカネ科 (Rubiaceae)

核が検出された。黒褐色,偏球体。径 2～ 2.511n程度。腹面中央に深い楕円形の孔がある。表面に

は微細な網目模様が発達 し,粗面。

・オミナエシ属 lP肋ね)オ ミナエシ科

果実が検出された。褐色,先端が尖る楕円形で偏平。長さ1.811un,幅 1.24ull程 度。縁は翼状。腹面の

正中線上には隆条があり,その上部は突起 し孔がある。表面には微細な網目模様がありざらつく。

。キカラスウリ (Trichοsantlles K″ IIο vff Maximo var.J纂 )οnたa(Miq。 )Kitam。 )

ウリ科カラスウリ属

種子が検出された。淡灰掲色,非対称な倒卵形でやや偏平。長さ1311m,幅 7.5HIn,厚 さ 2 1Hl程度。

基部には倒「ハ」の字状の隣と円形の発芽孔がある。縁を浅い帯状の溝が一周する。種皮表面は粗面。

・スズメウリ (MeFottria Japonた a(Thunb.)Maxim.)ウ リ科スズメウリ属

種子が検出された。倒卵形で偏平。長さ5～ 61■ll,幅 3～ 44111,厚 さ0,51111n程度。縁は肥厚せず ,

両面中央には倒卵形の浅い凹みがある。表面には微細な網目模様がありざらつ く。

・メロン類 (Cucumた meFο L.)ウ リ科キュウリ属

種子の破片が検出された。淡灰褐色,完形ならば狭倒皮針形で偏平。破片の大きさ4 11ull程度。基部

に倒「ハ」の字形の凹みがある。表面は比較的平滑で,縦長の細胞が密に配列する。

・ヒョウタン類 (Lattnana slceraria Standl.)ウ リ科ヒヨウタン属

種子が検出された。淡灰褐色。倒広皮針形でやや偏平。長さ1611un,幅 7 11ull,厚 さ 21111程度。頂部は

角張 り,基部には明瞭な勝と発芽口がある。種子表面はやや平滑で,両面外縁部の幅広 く低い稜にあ

る2本の縫線が明瞭な完熟種子である。

・オナモミ属 (ズanhFym)キ ク科

総芭が検出された。灰褐色,楕円体。長さ10mal,径 5,5nm程度。先端はやや尖 り,2個 の太い嘴がある。

表面には長さ0.5～ l llm程 度の鉤状に曲がった刺が散在する。
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1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

。メナモ ミ属 (説egesbecたia)キ ク科

果実が検出された。黒色,狭三角状菱形体で腹面方向へ湾曲する。長さ2.5oll,径 1.511m程 度。頂部

には円形の隣がある。表面には浅い縦溝 と微細な網目がある。網目の境壁は短 く突出し,全体に微細

な突起がある。

・タカサブロウ (EcFiptt prοstrata(L.)L.)キ ク科

果実が検出された。灰～茶褐色,倒三角形でやや偏平。長さ2.811m,幅 1.5111111程 度。両端は切形 ,

背腹両面には瘤状突起が分布する。両側は翼状で,水に浮きやすい。

F 動物遺存体分析 (第 17～ 19表)

検出分類群一覧を第17表 ,分析結果を第18表に示す。また,第 19表 には,奥谷編 (2000)を 参考と

し,検出された貝類の生態や分布等を示す。以下に,各調査区の結果を示す。

Al地区

,X103Y125(D020031-8)

ヒトの頭骨片である。白色を呈 し,表面に細かなひび割れがみられ,焼骨である。

A2地区

・X85Y105Ⅱ 層 (D020049-3)

ホタテガイの左殻の小片が 3点検出された。

・深掘 りX61Y105(D020050-4)

腹足綱13種類,掘足綱 1種類,二枚貝綱 7種類が検出される。腹足綱では,マグラチビカニモリが

最も多 く,次いでシマハマツボが多 く検出される。また,カ ニモリガイは,成貝の他に幼貝も含まれ

る。二枚貝綱では,ユウヒザクラ,オ オノガイが多 く検出され,こ れらは,いずれも幼貝も認められ

る。ユウヒザクラは,破損殻もあるが殻の遺存状況は良好であり,おそらく左右殻が合った状態であっ

たと考えられる。殻長は21.53-38.70Hllll前 後を計る。この他に,穿孔された殻も左右 1-2点認めら

れる。オオノガイでは,左右殻が揃う合貝が認められる。

Bl地区

・深掘 り南側 (D020059,D020068)

腹足綱 5種類,掘足綱 1種類,二枚貝綱 3種類,甲殻綱 (カ ニ類)1種類が検出される。腹足綱で

は,マグラチビカニモリが多 く検出される。二枚貝綱では,ユウヒザクラが多 く検出される。カニ類

は,いわゆるハサミ脚部分が検出される。アラムシロガイは,殻高9.64m14の完存殻のほか,これより

も大きいと推定される破片 4点 も確認される。ヤカドツノガイは,殻頂部片 3点,体部片 6点が検出

される。

。X102Y94攪乱内 (D0200604)

ヒトの四肢骨の焼骨破片である。

B2地区

・Ⅱ層

Ⅱ層中から出土 した骨片は,ヒ トの頭骨片 (X76Y74D020095-17),ヒ トの四肢骨片 (X69Y

90D02009618)ヒ トの頭頂骨片 (X77Y99D020097-19),ヒ トの頭骨片 (X77Y76D020098-20)

であった。いずれも,被熱の痕跡が認められ,頭頂骨片 (X77Y99D020097-19)には方形に切られ

る加工の痕跡 も認められた。また, Ⅱ層から出上 した貝類は,二枚貝綱ツキヒガイの殻 (X63Y71

D02010022),二 枚貝綱ホタテガイの殻 (X63Y87D020101-23)であった。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

。SK949(D02009921)

被熱の痕跡が認められるヒ トの後頭骨片である。成人 とみ られるが,縫合が骨化 していないことか

ら,老齢 までは達 していない と考えられる。

・SK1264(D020102-24)

腹足綱イボウミニナと二枚貝綱ユウヒザクラの殻である。

B3地区

・SX2036付近 ⑥層

貝類の微細片からなり,二枚貝綱のイソシジミ?,ヤマトシジミ?,ハマグリ?等 と考えられる殻

の破片が検出される。

・X40Y83オ リーブ黒色砂層

腹足綱のコケミミズ,ッ メタガイ,二枚貝綱のミミエガイ,カ キ類,ヒ メシラトリ,ケマンガイ,

カガミガイ,オオノガイが検出される。これらの種類の中ではヒメシラトリガイが多く,最大殻長

は33.04ullに 達するが20.Olllln以下の殻も多い。20.Ollull以上の殻には,食害された穿孔をみる。ケマンガ

イは,全て表面が摩滅し,ヒ メシラトリにみるような自然色は認められないことから,殻表は二次的

な変化を受けていると考えられる。カガミガイが 1点あり,よ く生育した殻である。オオノガイは
,

かなり破損した状態であったが,左右殻が揃う生体時の状態が推測される。殻長は17.0～ 30.Olllllであ

るが,破片からは殻長100.Ollullに 達する大型殻も存在したと考えられる。幼貝も数点みられ,捕食に

よるとみられる穿了とが認められる個体も1点確認された。

C地区

。SE5044 No.5お よびNo.5ノ付近

イヌの腰椎,肋骨,携骨,尺骨,副手根骨,尺側手根骨,撓側手根骨,第 1～ 5中手骨,種子骨,

第 2～ 5基節骨,第 2～ 3中節骨,大腿骨,腫骨,DF骨 ,踵骨,中心足根骨,第 2～ 4足根骨,第 4

～ 5中足骨が確認される。遺骸は,一部の部位しか確認されていないが,部分的に完存する骨も出土

している。

a)腰椎

ほぼ完存する腰椎が 1点検出される。椎体の椎頭と椎寓面に前後の椎骨と接していたことを推測さ

せる白色面が認められる。この他に,椎体片,前関節突起,横突起,棘突起,関節突起の破片が確認

される。

b)肋骨

破片が 1点出土している。

c)携骨

右側である。完存するが骨体は破損し,特に遠位部分の破損が著しい。骨端は,その基部に当たる

部分が破損する。全長138.791Ml,近 位骨端幅15.10Hun,同 矢状径10。 334m,遠位骨端幅20。 78111111,同矢

状径12.18111m,中 央矢状径7.05111111,中 央幅11.0711mを 計り,中央頑丈示数 (中央幅/全長×100)が 8.0で

ある。縄文犬の中央頑丈指数が8.3・ 8.5,柴犬力湘.2・ 8,3であるのと比べると,全体に華奢であり,

細い感じである。

d)尺骨

右側である。近位端,遠位端がよく保存されるが,骨体の破損が著しい。接合等により原形が窺わ

れるが,骨体のごく一部を残す箇所もある。全長165.4311m,切 痕中央矢状径12.85111111,肘突起間
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中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

棘皮動物門 Phylum Echnoderlnata

ウエ綱 Class Echinoidea

ウニ類 ? Echiddea?

軟体動物門 Phylum Mollusca

腹足綱 Class Gastropoda

前饂亜綱 Subclass Prosobranchia

アマオブネガイロ Order Neriumorpha

アマオブネガイ科 Family Neritidac

カノコガイ CrinOnゑ ba

盤足目 Order Discopoda

オニノツノガイ科 Family CeritHidae

マグラチビカニモリ Cerithfum 7riegatLIm

カニモリガイ Rhinο cFavisたochf

スズメハマツボ科 Fa�ly Dialidae

スズメハマツボ Di2a semお虜ata

ウキツボ科 Falnily Lliopidac

シマハマツボ Arb2 pFcta

ウネハマツボ Arbaと口ngerFordi

ミミズガイ科 Family S� quariidae

コケミミズ TenagOdus anguね a

ウミニナ科 Falnily Baこ ■a�dae

イボウミニナ Batillria zonaEis

カワザンショウガイ科 Family AsSmineidae

カワザンショウガイ ス鶴めれea Йttnた2

ミズゴマツボ科 Falndy Stenothyttdae

ウミゴマツボ StenOthyra cdogavenas

タマガイ科 Famly Naicidae

ツメタガイ CFossa口ねx Ji」yma

新腹足目 Order Neogastropoda

フトコロガイ科 Falnly Columbelldae

チデミフトコロ E瑚 ∽ vari2コ S

ノミニナ Z正確pum:12

ムシロガイ科 Farntty Nassariidae

アラムシロ 買eすcunassaん srya

ヒメムシロ Rettunassa murtigranOsa

エゾバイ科 Famly Buccinidae

セコボラ Sわ Lonari2 modiacata

エゾバイ科の一種 gen et sp,indet

異旋目 Order Heterostropha

トウガタガイ科 Family Pyramidelidac

ウネイトカケギリ Paramο rmura scrOttcuFat2

ヨコイトカケギリ Cingロゴれ2 citゼu,aЙ

わ廷割8]三鷺岡  Subclass  Cpisthobranchia

頭楯目 Order Cephalaspidea

オオシイノミガイ科 Falnly Acteonidae

キジピキガイ Punctacteora Fabreanus

コシイノミガイ Pupa strigosa試 れ雙sa

マメウラシマガイ科 Falnily Кngiculidae

マメウラシマガイ Ri錐産ura2」OriTis

ヘコミツララガイ科 Falnly Retusidae

コメツブガイ 買eとusaれ sigaる

掘足綱 Class Scaphopoda

ゾウグツノガイロ Order Dentaliida

ブウゲツプガイ科 Falnily Dentalidae

ヤカドツノガイ Dentalium οcЙnguraturn

軟体動物門 Phylum Mollusca

二枚貝綱 Class Bivalvia

翼形亜綱 Subclass Pteriomophia

フネガイロ Order Arcoida

フネガイ科 Family Arcidae

ミミエガイ Arc9pttS Symmθ″fca

カキロ Order Ostreoida

イタヤガイ[臣 目 Suborder Pcctinina

イタヤガイ科 Family Pecinidae

ホタテガイ Patin9pecteコ yessOenЫ s

ツキヒガイ Amusiumデとりonた urn力ptticum

力tf亜 目 Suborder Ostteina

ベッコウガキ科 Famly Gryphaeidae

ヒラガキ ? ryotissaれ 2eqロゴvaFyis?

イタボガキ科 Family Ostreldac

カキ類 働ぉsοstrea sp

異歯亜綱 Order Heterodonta

マルスグレガイロ Order veneroida

ツキガイ科 Family Lucinidae

ウメノハナガイ ЯどucFaa pisldiurn

アラウメノハナ P』 ucina yamが ∽val

ニッコウガイ科 Fam工y Telinidac

ユウヒザクラ PIstris subttvnca協

ヒメシラトリ Attacomaれ cοngrua

シオサザナミ科 Family Psammob� dac

イソンジミ? Nu他加臨″ゅoniCa?

マテガイ科 Famly Solenidae

マテガイ Soren sttictus

シジミ科 Family Corbicu五dae

ヤマ トシジミ G/所 cuF2」印on'Ca

マルスダレガイ科 Fattly Venendae

アデヤカヒメカノコアサリ yerem。ゎ2加れuta

ヌノメアサリ PrOめと2Ca eugFypta

シラオガイ Circe rRedici‐ 9'su娩協

ケマンガイ G歳征■um divtticatum

カガミガイ Phac∝ omaす2pOれたum
マルヒナガイ Pと2COSOma troscrl誠

″ヽマグ iジ ?  Meretriz'usori2 ?

オオノガイロ Order Myoida

オオノガイ亜目 Suborder Myoida

オオノガイ科 Family Myidae

オオノガイ 尚 ょarenarra OoIEOg2

ツクエガイ科 Family Gastrochaenidae

イシゴロモ Aψ f」ophoFas yoshimurar

節足動物門 Phylum Arhropods

甲殻網 Class Crustacea

エビ亜綱 (軟甲亜網)Subclass Malacostraca

エビロ (十脚目)Order Decapoda
エビ亜目 Pleocyemata

カニ類 Decapoda fam.et gen indet

脊椎動物門 Phylum Vertebrata

哺乳綱 Class Mammaha
サルロ (霊長目)Order Primates

ヒト科 Family Hominidae

ヒト Ffomο  s刻ガens

ネヨロ (食肉目)Order Car�vora

ネコ王目 Suborder Fissipedia

イヌ介辛 Falnily Canidae

イヌ Canis Familians

ウマロ (奇蹄目)Order Pettsodactyla

ウマ科 Falnily Equidae

ウマ Equus cabaFrus

第17表 検出分類群一覧
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第18表 骨 貝類同定結果 (1)

男



lWQ 5/NQ 5付 近

ケマンガイ

1 中尾新保谷内遺跡の自然科学分析

1)貝類の数量は,殻頂部が残存しているものを計測。
2)多 :微細なものが多く含まれることを示す。

第18表 骨・貝類同定結果 (2)

幅20,0141m,近位骨端最小幅17,7311ulを 計る。全体的に華奢で,厚みがなく,靱帯の粗面などの発達が

弱い。切痕の上下の突起 (肘突起と釣状突起)力渭弓い。遠位骨端が細日であることも骨自体が華奢な

ことに関係すると考えられる。

e)手根骨

副手根骨,携側手根骨,尺側手根骨が検出される。いずれも録存状態は良好であり,ほぼ完存する。

一方,第 2～ 4手根骨は破損する。

f)中手骨

いずれも右側の第 1～ 5中手骨である。保存状態は不良である。第 1中手骨は,近位端のみ確認さ

れ,第 2～ 5中手骨は原形が復元される。

g)種子骨

中手骨遠位骨端後面縦稜の両側にある4点が確認される。

ν



種 類 分 布 棲 息 域

カノコガイ 石 華 諸 島以 南 河 口汽水 域 転 石 地

マダラチ ビカニモ i 房 総 半 島 ・能春 半 島以 南 _九 州 まで 潮 間帯 ～水 深 20mの砂 礫 底

カニモリガコ 房 絵 半 鼻 I‐I市 半 島以 南 _イ ン ド 両 大 西 洋 域 潮 下 帯 ～水 深 62mの砂 サ

ススメハマツボ 相 模 湾 ・佐 涯 島以 南 .イ ン ド ,西太 平 洋 強H PHq暮 ～ 糖R下帯 の 輝 斑 ト

シマハマツボ
房総半島・佐渡島以南,瀬戸内海,四国,九州,朝鮮

半島,中 国北部
潮間帯～潮下帯

ウネハマツボ
北 海 道 南 部 ・能査 半 島以 南 ,瀬 戸 内海 ,四 国 ,九 州 ,

中 国首 喜K
潮下帯,海藻上や転石下に少産

コケミミス 給 半 島・ 能春 半 島以 南  熱 帯 イ ン ド 西 大 平 洋 水深200mま での浅海底の海面中

イボウミニナ 海 栢 南 帯Б以 南 の イ ン ド・ 内大 半 洋 城 や や 開放 的 な内 湾 の潮 間帝 中部 ～下 部 の況 底

カワザンショウガイ 青森 県 以 南 ,九 州 まで 1可

'キ

|の 汽 末 域 _ア シ原 の況 上

ウミゴマツボ 松 島湾  若狭 湾 以 南 .九 州 まで 内湾 河 回部 の潮 闇帯 干 潟 泥 ト

ツメタガイ 北海 道 南 部 以南 イ ン ド・西 太 平 洋 潮 帝 間 ～水 深 50mの率Ш砂 底

チヂ ミフ トコロ 房 論 半 島以 南  熱 帯 イ ン ド・ 夫 平 洋 .サ ン ゴ礁 岩 礁 域 潮 間言 ～潮 下 帝 転 石 下

ノミニナ 本州 北 gБ 以 南 _吸 収 岩礁 域 潮 間帝 ～潮 下 稀 の 海 藻 上

アラムンロ Ir海首 南 乱 以 南 建 国 中国 ト フ ィ リ ピ ン 河 口域 干 潟 な どの潮 間帝 泥底

ヒメムシロ 北 海 道 以 南 ,中 国北 郡 ,韓 国 ,フ イ リ ビ ン 潮 闇帯 ～末 浜 20mの砂 礫 底

セコボラ 房 総 半 島 ～九 州 水深2Cr‐ 50mの砂底
ウネイ トカケギリ aL子 ・但馬～九州 水深 10～ 100mの 砂 泥底

ヨコイ トカケギリ 北海道南部～九州
潮間帝～水深60mの岩憮間の砂泥中の ミスヒキゴカイ
策の次滞孝冊 ら

キジビキガイ 房 総 半 島 ・佐 渡 ～南 西 大 平 洋 水深10～ 300mの細砂底
コンイノミガイ 福 島県 ・ 能な 半 島以 南 .南 シナ 海 まで

マメウラシマガイ 水深 5～ 150mの 細 砂 底 また は泥 底

ヨメツブガイ
=降

・ 男 序 半 島 以 首 ^首 シナ海 まで 潮 間帯 ～水 深 30mの砂 底

ヤカ ドッノガィ 北海道南部以南,熱帯インド・西太平洋域 潮 間帯 下 部 ～ 7rk決 約 100mま で の細 砂 底

ミミどヒガイ 房 総 半 島 ～熟 帝 西 太 平 洋 潮 間 稀 の 芳 機 に 浮 系 で 付 着 す る

ホタテガイ 東 北 ～ オ ホ ー ツ ク海 水深10～ 30mの砂底
ツキ ヒ ガ イ 水 深 10～ 50mの 砂 底

ヒラガキ? 査美 群 島以 南 の熱 帯 イ ン ド・西 太 平 洋 t深20m以浅 の岩 礁 底

カキ類

ウメノハナガコ 】臨 槽百両部～方.州  台湾

アラウメノハナ 房 総 半 島 ～九 州 ,能 全 半 島以 西 の 日本 海

ユウヒザクラ 陸奥 湾 以南 水 深 10～ 300mの測 砂 底

ヒメシラ トリ 九 州 か ら北 海 道 .サ ハ リ ン、 ア ラス カ .カ ナ ダ 潮 間帝 ～水 深 50mの泥 底

ソシジミ? 北 海 道 南 西 部 以 南 .九 州  朝 鮮 半 島  中 国大 陸冶 岸 潮 間言 か ら水 深 10mの 砂 泥 底

マアガ4 ヤ 痺 清 首 両 獣 ～ 坊 相  釧 従 と 自  由 国 十 陸 浴 と 潮 間帝 中部 の砂 底 に深 く潜 る

ヤマ トシジミ 汀 向 の 資 フk扮の ん 序

アデヤカヒメカノコアサ
'

房 総 半 島 ,能 全 半 島以 雨

ヌノメアサ リ 膝 汀 湾  静 春 半 島 弘 】監 冷 海 州  サ ハ ユ,ン 潮 FHH稀 の 砂 サ 属

シラオガイ 房 総 半 島以 南 ,日 本 海 西 部 、 イ ン ド 西 太 平 洋 潮 PHH雨 下 吾K～フk資20mの 砂 辰

ケマンガイ 三 重 県 .ヤ 登 半 島 ～東 南 ア ジ ア 潮 問帝 か ら水 深 20mの砂 礫 底

カガミガイ 北 海 道 南 西 部 ～ 九 州 .朝 鮮 半 島 .中 国大 陸南 岸 潮 間帝 下 部 ～水 深 60mの細 砂 底

マルヒナガイ 十 痺 清 古 騨 R～ )1ヽ‖ 中 国 十 陸 首 と 水 深 10～ 30mの砂 底

ハマグリP J監 温福百認～方.州 潮 間帝 下 部 か らフに深 20mの 内 湾 の砂 泥 底

オオノガイ 潮 闇帯 の砂 況 底 に深 く港 る

イシゴロモ 十 屋 湾  只 島 湾  千 々 万 湾  中 国 ★ 障 潮 FHR帯 の況 井 中 に添 灰 菅 の権 管 をつ くる

第19表 貝類の生態および分布一覧

Ⅲ 中尾新保谷遺跡

h)基節骨

完存する第 2～ 5基節骨が確認される。

i)中節骨

第 2～ 3基節骨が 2点確認される。

j)大腿骨

右側であり,近位骨端部一骨体中間部が確認される。骨体中間は,保存状態が悪 く,緻密質部分を

残す状態であり,遠位部分は腐食消失 したと推測される。大腿骨近位骨端幅は,34,08ollを 計る。

k)腫骨

右側遠位部の骨端が確認される。骨体部分の破片も確認されるが,保存状態が悪いことから,腐食

消失 したと思われる。怪骨遠位骨端幅20.0611mを 計る。

1)llH骨

右側の遠位骨端部と骨体が確認される。

m)足根骨

踵骨,距骨,中心足根骨,第 2～ 4足根骨が認められる。踵骨は,右側の破片である。保存状態は

万
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悪 く,破損や腐食消失 したことが窺われる。距骨は,右側であり,完存する。全長24.24剛 を計る。

この他に,中心足根骨は全長8.1611m,第 4足根骨は全長12,9241mを 計る。

n)中足骨

破損 した第 4～ 5中足骨の近位端部が確認される。

・Ⅱ層

破損 したウマの上顎左第 4前臼歯 (X31Y63)に 同定された。頬側と内側のセメント質招壁の一部

が残存 し,全歯高60.Olmllを計る。

・深掘 り (X40Y55)

ウエ類 ?,腹足綱のカノコガイ,マグラチビカニモリ,ス ズメハマツボ,ウ ネハマツボ,ッ メタガ

イ,チデミフトコロ,ノ ミニナ,ヒ メムシロ,エゾバイ科,ウ ネイ トカケギリ,ヨ コイ トカケギリ,

コシイノミガイ,マメウラシマガイ,コ メッブガイ,二枚貝綱のヒラガキ ?,ヒ メシラトリ,アデヤ

カヒメカノコアサリ,ヌ ノメアサリ,シラオガイ,ケマンガイ,オ オノガイが検出される。

腹足綱は,マグラチビカニモリを主とした微小種が多 く,ウ ネハマツボが多 く検出される。三枚貝

綱では,オオノガイが多 く検出される。 60～ 7011m以 上の大型殻が確認されるほか,左右殻を揃えた

もの (殻長■0.29nln),破 損するが左右揃うと考えられるもの (殻長110.Ollull前 後,101.421111)も確認

されるほか,幼貝や稚貝も検出される。シラオガイ,ケマンガイの2種は殻表面の特徴から,水摩を

受けていると考えられる。このような保存状況は,別地点で検出される貝類にも顕者に認められてい

る。この他に,カ ノコガイやヒラガキが検出された。現在の分布域では,カ ノコガイは奄美諸島以南,

ヒラガキは奄美群島以南の熱帯インド・西太平洋に分布するとされており,こ の他の地点での調査成

果やこれらの分類群が検出された堆積物の堆積環境や古環境が注目される。

G リン分析 (第 20表 )

B3地区

土坑墓と推定される10基の上坑覆土より採取された29試料を対象としている。リン酸含量は,約 1

～ 4 mg/gの範囲にばらつきが認められるが,2.Omg/g未満の試料が大半を占める。SK2165 ④層やSK

2170②層 ,SK2229 ③層 では3.Omg/g以上 ,SK2165 ③層 ,SK2170 ①層 ,SK2231 ④層 ,SK2271

①層,SK2273 ①層では2.Omg/g以 上の値が確認される。

C地区

3基の土坑覆土より採取された 9試料を対象としている。B3地区における調査結果と同様に,リ

ン酸含量は,約 1～ 4 ng/gの 範囲にばらつきが認められる。SK5426で は,特 に変動幅が大 きく,最

も少ない⑤層は0.76mg/g,最 も高い③層は3.72mg/gを 示す。また,2.Omg/g以上の値は,SK5372 ③層 ,

SK5426 ②層,上述したSK5426 ③層,SK5320 ② o ①・⑤層で確認される。

H 昆虫同定

B2地区のSE1087か ら出上した昆虫遺体は,コ ガネムシ科のサクラコガネ属の一種,ま たは,コ

ガネムシ属の一種 (AnomaFa sp.or Mimera sp)に 同定された。部位は上辺等が検出されたが,これ

ら2つの属はよく似ており,検出された部位のみから種類の特定には至らなかった。なお,こ れらの

種類は,幼虫および成虫ともに食植性であり,成虫はおもに広葉樹の葉上で葉を摂食する。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

1)土性 :土壌調査ハ ンドブック (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の 野外土性による。 Si砂土 (粘 ± 0～ 5%,シ ル ト0～15%,砂 85～ 100%),L;壊 土 (粘± 0
～15%,シ ル ト20～45%,砂 40～ 65%),SL;砂壊土 (粘 ± 0～ 15%,シ ル ト0～35%,砂 65～85%),CL;埴壊土 (粘±15～ 25%,シ ル ト20～45%,砂 3～ 65%),
SC L;砂 質埴壌土 (粘±15～25%,シ ル ト0～20%,砂 5～ 85%),Lic,軽埴土 (粘±25～45%,シ ル ト0～ 45%,砂 10～ 55%)
2)土色 :マ ンセル表色系に準 じた新版標準土色帖 (農 林省農林水産技術会議監修,1967)に よる。

第20表 リン分析結果

(4)考 祭

A 古環境変遷

1)縄文時代前～中期頃

中尾新保谷内遺跡では,深掘 り調査によって遺構検出面より下位に貝混じりの堆積物が確認されて

いる。深掘 り内より出土 した自然木や貝混じりの堆積物中の貝を対象とした放射性戊素年代測定の結

果,自 然木は約6000年前,貝類は約6000～5800年前頃の年代観が得 られた。これらの結果から,深掘

り内で確認された貝混じりの堆積物は,縄文時代前期頃に形成された堆積物と推定される。

この堆積物に混じる貝類の調査では,A2地 区やC地区ではマグラチビカニモリを主体 として微小

種が多 く検出された。マグラチビカニモリは潮間帯から水深20mの砂礫底に生息するとされる種類で

ある。また,シ マハマツボやスズメハマツボなど潮間帯～潮下帯の海藻上に棲む貝種や,ウ ネハマツ

ボなどの潮下帯の海藻上や転石下に棲む貝種が検出された。二枚貝類では,ユウヒザクラやヒメシラ

トリ,ケマンガイ,オ オノガイが多 く検出された。ユウヒザクラは,キ ジビキガイと共に水深10

～300mの細砂底棲であり,ヒ メシラトリは潮間帯～水深50mの泥底に棲息する。また,ケ マンガイは
,

潮間帯～水深20mの 砂礫底に棲息 し,オ オノガイは潮間帯の砂泥底に深 く潜るといった生態を示す種

類である。この他に検出された貝種も潮間帯や河口付近などの砂底,泥底,砂礫底などに棲息する種

類が多 く認められた。これらの貝種の生態性から,当時の遺跡周辺は内湾奥部のような環境であり,

周辺の入 り江には砂礫から砂泥,干潟の発達する環境が存在 していたと推定される。

また,藤井 (2000)|こ よれば,上庄谷平野の各所から海棲の貝種が産出することが報告されてお り,

本遺跡北東の沖布では田面より表面採取された貝は4410± 100,ま た,上庄川河口より約 5 km内 陸の

水見市中村では標高10mよ り数m掘削された地点から産出した貝は5410± 60を 示 したこと, これらの

地点から産出した貝種などから,縄文時代前～中期頃の上庄谷平野には海水が浸入 していたことを指

摘 している。上記 した貝の放射性炭素年代測定結果は,同位体効果による補正を行っていない年代値
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であるが (海産貝類の年代測定では,同位体補正を行わない方が暦年較正値に近い),本分析結果と

比較しても概ね調和 しており,本遺跡の深掘 り内に認められた貝混じりの堆積物は,当該期の縄文海

進にともなって海水が浸入 した本地域の古環境を示す資料 とみられる。なお,深掘 り内より採取され

た堆積物からは,カ ジノキ属やイイギリ属,ア カメガシワやタラノキ,ム ラサキシキブ属, タニウツ

ギ属,ニ ワトコといった丘陵 。支谷の斜面地や明るい林地,林縁に生育する分類群の種実遺体が検出

された。このことから,本遺跡周辺の丘陵や支谷斜面の林分やその林縁部には,こ れらが生育してい

たと推定される。河畔林要素とされるヤマグワやキハダも検出されていることから,遺跡周辺にはこ

れらも生育したと推測される。なお,放射性炭素年代測定試料 とされた自然木は,いずれもマツ属 (ニ

ヨウマツ類)であつた。ニヨウマツ類は,適応性が広 く,陽樹であることから生育範囲が広いとされ ,

海岸林 としても発達する。本遺跡では,自然木が検出されたことから,遺跡周辺に生育したものに由

来する可能性がある。

2)縄文時代前期頃～古代以前

B3地区の縄文時代の遺物包含層および中～近世の遺構検出面とされるⅣ a層 から検出された風倒

木痕 (SX2036)の 自然木は,約 5000～ 4700年前頃,同調査区のⅣ a層 から出土 した自然木 (谷部 ,

X39Y81)は約6100～5800年前頃,Al地 区の自然木は約2000～ 1800年前頃の年代を示 した。このう

ち,B3地 区試料は,上記 した深掘 りに認められた貝類や自然木の年代に近 く,Al地 区の自然木は

出土 した土層の所見よりも古い結果であった。本分析結果が堆積物の年代観を反映するかについては,

自然木の出土状況をはじめとして,こ れらの出土 した堆積物の形成や地形の発達過程等の情報とあわ

せて検討する必要がある。なお,風倒木痕および貪 1地区から出土 した自然木は トネリコ属,Ⅳ a層

から出土 した自然木はマツ属であった。 トネリコ属は,河畔・湿地林を構成する分類群であることか

ら,遺跡周辺には,こ れらが生育するような低湿地の存在が窺われる。

3)古代～中世

古代 とされる溝跡 (SDl14)覆上の花粉化石群集は,木本類では,ハ ンノキ亜属の割合が高率とな

るほか,ス ギ属やコナラ亜属,ア カガシ亜属,ク リ属,ニ レ属―ケヤキ属,モチノキ属, トネリコ属

等を伴う。草本類ではイネ科が比較的高率で検出されたほか,カ ヤツリグサ科やヨモギ属が伴う。ま

た,植物珪酸体分析では,ヨ シ属が多産しており,同 じ古代とされるBl地区の畝間溝群と異なる組

成を示した。

中世の遺構覆土に認められた花粉化石群集は上記した古代の溝跡と類似する。木本花粉組成では
,

スギ属とハンノキ属の割合が高率となるが,これらは,海退後に形成された谷底低地に湿地林として

分布していたと考えられる。現在のスギの分布は山地が中心であり,低地でスギをみることはほとん

どない。ただし,富山県入善町の沢杉の存在や,遺跡におけるスギ材を利用した木製品の出土状況か

ら,かつては低地にスギが多く分布していたことが指摘されている (鈴木,2002)。 この他に認めら

れたクマシデ属―アサダ属やコナラ亜属,ア カガシ亜属,ク リ属,ニ レ属―ケヤキ属,カエデ属, ト

チノキ属,ト ネリコ属,種実が検出されたアカメガシワやヤマグワ等は,低地と丘陵地との林縁部や,

谷の斜面地など表上が流出しやすい場所などに生育していたと推定される。また,植物珪酸体ではク

マザサ属の割合が高いが,ク マザサ属はブナ林の林床に生育するほか,ブナ林の一部が何らかの要因

で失われた (ギ ャップという)場合に先駆的に進入してササ草原を作ることも多い。したがって,植

物珪酸体で検出されたクマザサ属は,後背丘陵の林床に由来するものが含まれる可能性がある。一方,

草本花粉化石では,イ ネ科が多産し,カ ヤツリグサ科やヨモギ属が検出されたほか,栽培種のソバ属

露
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や栽培種を含む分類群であるアズキ属が検出された。植物珪酸体分析では,上記 したクマザサ属とと

もにヨン属やススキ属が検出され,栽培植物のイネ属の産出も認められた。草本類の種実遺体は,種

類及び数量が豊富であったC地区 SE5044を みると,明るく開けた草地に生育するエノコログサ属や

ホタルイ属,カ ヤツリグサ科,タ デ属,ナデシコ科,キ ンポウゲ属,エノキグサ属,ナス科などが多

量検出されている。また,オ モダカ類やイボクサ,タ ガラン,タ カサブロウなどの水生植物等 も検出

されたことから,遺跡内や周辺は,いわゆる人里植物が生育するような開けた環境であり,水湿地等

も認められたと考えられる。

以上の結果から,古代～中世頃は遺跡周辺の植生は大きな変化はなかったと推定され,花粉群集組

成や検出された種実遺体は,基本的に後背の丘陵地や丘陵及び支谷の斜面地の林分や林縁,遺跡周辺

の低地の植生を反映していると言える。栽培植物については,古代頃の資料は少ないため今後の課題

であるが,中世の遺構からはイネ属の植物珪酸体,イ ネの穎や胚乳をはじめとして,ア ヮーヒエ,ム

ギ類,アサ,ソバ,マメ類,メ ロン類,ヒ ョウタン類などの栽培植物の種実や,栽培種を含む分類群

であるアズキ属の花粉が検出された。したがって,中世頃には,こ れらの利用とともに,周辺域にお

ける稲作や畑作が推定される。古代の畝間溝の分析では栽培植物を示唆 しうる結果は得られなかった

が,古代～中世の花粉化石群集では,草本類の割合が比較的高 くなる傾向が認められた。富山県内に

おける古植生変遷を概観すると,当該期に花粉化石群集組成に占める草本類の割合が増加する傾向が

認められており,その背景として生産域の拡大等に伴う低地林等の伐採や開けた草地が増加の可能性

が指摘されている (田 中ほか,2007)こ とから,本遺跡でも同様の傾向を示 している可能性がある。

中世以降と推定される堆積物 (Al地区 谷)に認められた花粉化石群集は,いずれも木本花粉が

優勢な組成を示 した。特に,ハ ンノキ属 とコナラ亜属の割合が高い。ハンノキ属にはハンノキなど
,

コナラ亜属にはクヌギなど河畔林や湿地林の主要構成種を含むことから,遺跡周辺の低地を中心にこ

れらが生育していたとみられる。この他に検出されたスギ属,ク マシデ属―アサダ属,ニ レ属―ケヤ

キ属,カ エデ属, トチノキ属, トネリコ属なども,こ れらに随伴 して生育 していたと考えられる。種

実遺体は,種類数・数量とも少ないが,木本類では,中低木類のヤマグワやカジノキ属,キ イチゴ属 ,

アカメガシワ,タ ラノキ,蔓性植物のマタタビ属が検出された。これらの多 くは,伐採地,崩壊地 ,

林縁など明るい林地を好む種類が多いことから,周辺の丘陵や支谷の斜面地や林縁部に生育 していた

とみられ,こ れらの林床や林縁部にはクマザサ属を含むタケ亜科等も生育していたと推測される。ま

た,草本類では,イ ネ科やカヤツリグサ科,ヨ モギ属の花粉,オ モダカ属,ホ タルイ属,カ ヤツリグ

サ科,ナス科の種実,ヨ シ属の植物珪酸体が検出されたこのことから,こ れらが生育するような開け

た草地や水湿地が周辺に認められたと推定される。

なお,花粉化石と種実遺体の産状は,検出された種類構成に違いが認められるが,花粉化石は風媒

花など花粉生産量 。飛散能力が大きいものが多産し,種実遺体は種皮が堅いものが検出される傾向に

ある。植物珪酸体の産状 も比較的生産量が多いとされるクマザサ属を含むタケ亜科が多産 してお り,

花粉化石や種実遺体 と同様に,比較的残存 しやすい種類が検出される傾向が示唆される。

B 植物資源利用

1)栽培植物

Bl地区の古代の畑跡と推定される畝と畝間からは,SD628-SD650を 除き,栽培植物のイネ属が

検出され,ま た,僅かではあるが,葉部に形成される短細胞列や機動細胞列,稲籾殻に形成されるイ

ネ属穎珪酸体 も検出された。このことから,畝や畝間の上壌中には稲藁や稲籾殻などのイネ属の植物
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体が取 り込まれていたことが示唆される。その要因としては,稲作 (陸稲栽培)の可能性や保温・保

湿用の敷き藁,稲藁堆肥等の利用等が考えられるが,本分析結果のみから判断することは困難である。

ただし,Bl地 区東側のAl地区から検出されたSDl14で はイネ属は検出されておらず,Bl地 区の

畑跡との差異も窺われる。イネ属については,本遺跡では中世頃には,周辺域での生産や遺跡内での

利用が示唆されたが,本分析結果から,少なくとも,古代頃より利用されていたことが推定される。

中世前期 とされるC地区SE5044の 井戸枠下～最下層の埋積物中からは,多 くの栽培植物が検出さ

れた。当該期の遺構から種実遺体が検出される事例は,全国的に認められてお り (例 えば,奈良県の

箸尾遺跡 ;金原ほか,1992,金原,1994,東京都の葛西城 ;橋本,1993,広 島県中世の草戸千軒町遺

跡 ;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995a,bな ど),富山県内では中名V遺跡等の事例が挙げられる。

SE5044か らは,イ ネやオオムギ,コ ムギ,アサ,ソ バ,マメ類,シ ソ属 (第 16表では野生種のイヌ

コウジュ属も一括されているが,大型の個体 も含むことから栽培種のエゴマ等も含まれていると考え

られる),メ ロン類, ヒヨウタン類等の栽培植物が検出された。また,有用植物の トチノキの種実も

多量検出された。 トテノキは,収量が多 く保存が利 く可食植物であることから,植物質食糧として利

用されたと考えられる。なお,こ れらの栽培植物の種実には,炭化が認められるもの (イ ネ,ア ワー

ヒエ,コ ムギ,マメ類)や ,食用部位以外に相当する箇所やその細片からなるもの (ト チノキ,イ ネ

穎)も 認められること,さ らに,周辺域に生育したと考えられる雑草等の微小種実が多量検出された

ことから,こ れらの植物体とともに廃棄された利用後の残澄の可能性がある。

この他に,中世および中世前半 とされるB4地区SE4154か らはモモ核,B4地 区SE4192か らはオ

ニグルミ核,E地区SK7244か らはトチノキ種子が検出された。モモは,栽培のために渡来した種類で

あり,オ ニグルミは トチノキと同様に収量が多 く保存が利 く可食植物であることから,モモの栽培や

利用,オ ニグルミの採取・利用も窺われる。

一方,B3地 区の中世の上坑墓と推定される土坑やC地区の土坑からは,炭化 したイネの穎や胚乳

が検出されたが,種実の組成・数量は,SE5044と 比較 して極めて少なかった。C地区の上坑では稲

籾殻に由来する穎珪酸体や葉に形成される短細胞列や機動細胞列等の珪化組織片が比較的多 く検出さ

れる傾向も認められた。SE5044の ように植物体の廃棄といつた状況を示唆するに至らないが,残澄

や植物体の灰が混入している状況が窺われる。B2地区 SK1271覆土中に認められた灰状物質からは,

炭化したイネの胚乳やイネ属葉部の珪化組織片が数多く検出されたことから,イ ネの植物体に由来す

る燃焼灰が含まれることが指摘される。C地区の上坑についても,イ ネ科の栽培植物に由来する炭化

種実が検出されることや,イ ネ属の珪化組織片が比較的多く認められることから,イ ネなどの植物体

に由来する灰等が混じつている可能性もある。

2)木材利用

分析対象とした木製品169点は,建築部材,土木材,容器,食事具,服飾具,祭祀具その他に分類

される (第 9表 )。 これらの木製品からは,計23分類群の樹種が認められ,約2/3に相当する127′点は

針葉樹であり,さ らに,針葉樹のうち99点 がスギであつた。この結果から,ス ギを中心として針葉樹

材を多く利用する傾向が示唆される。

器種別の樹種構成では,井戸枠や柱,礎盤,縦板からなる建築部材では,柱材を除く部材は全て針

葉樹材であった。スギやヒノキ科の木材は,一般に木理が通直で割裂性が高く,加工が容易な樹種が

多く,ま た,ヒ ノキ科やマツ属複維管束亜属は,耐水性が比較的高いとされる種類である。柱材を除

く建築部材に針葉樹材が利用された背景としては,こ うした材質や加工性が考えられる。一方,柱材

δθ
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には, ミカン割材や角材等の分割材と芯持九木の2種類が認められた。加工法別にみると,分割材に

針葉樹材が多いのに対し,芯持九木では広葉樹材が多く,ま た,加工法によって樹種が異なる傾向が

窺われる。

杭材・補強材からなる土木材では,杭は木取りが不明なものを除き,芯持九木と分割材の2種類が

認められた。芯持丸木では,マツ属複維管束亜属,ハ ンノキ亜属,ク リ,ケ ヤキ,サクラ属,ネ ムノ

キ,ケ ンポナシ属,種類不明の広葉樹材が認められ,利用される樹種が比較的雑多であることや広葉

樹の占める害J合が高いといった特徴が認められた。分割材では,モ ミ属,スギ,イ ヌシデ節,ケ ンポ

ナシ属が認められた。針葉樹と広葉樹が同程度であったが,芯持丸木と分割材が存在する柱材で認め

られたスギが,分割材にも多く認められた点は注目される。この他に,ス ダジイ,ウ ルシ,ナ ナカマ

ド属,エ ゴノキ属が認められる。杭材は,花粉分析結果とも重複する種類が多く,周辺に自生してい

たものを用いていた可能性がある。なお,ウ ルシは,大陸より渡来した栽培種とされ,木材は比較的

強度や耐水性が高いとされる。ウルシ栽培の目的は樹液の採取であり,樹液採取後の木材を杭材に利

用したことが推定される。また,木材のみが遠方まで逗ばれる可能性は低いことから,周辺でウルシ

の栽培が行われていた可能性もある。

漆器,曲物,桶,蓋等からなる容器類のうち,漆器はいずれも椀でケヤキ,ブナ属,ト チノキであっ

た。いずれも椀や皿の木地として利用される樹種であり,調査事例も多い。富山県内では,梅原胡摩

堂遺跡および田尻遺跡 (南砺市),石名田木舟遺跡 (小矢部市・高岡市),五社遺跡 (小矢都市),江

尻遺跡 (高岡市),中名 I・ V・ Ⅵ遺跡 (富山市)等での中世の抗の分析調査 (長谷川・琢本,1996a,

1996b;元興寺文化財研究所,1998,2002,2003a,2003b)で は,ブナ属や トチノキ,ケヤキが

比較的多く認められており,本遺跡の分析結果とも調和的である。なお,椀については,地域に関わ

らず,ブナ属・トチノキ・ケヤキが多い傾向が指摘できる。桶は側板,曲物は側板と底板があり,形

状や厚さは異なるが,いずれも板状を呈する点で共通する。全てスギを中心とした針葉樹材からなる

ことから,分割しやすい木材を利用していることが推定される。

食事具の箸 (9点)は,いずれも削出棒であり,断面形が角材となるもの (8′点)と 丸材となるも

の (1点)か らなり,角材は全てスギ,九材はタニウツギ属であつた。このことから,形状により利

用された樹種が異なる可能性がある。富山県内での中世の箸については,上記した遺跡のほか (前掲

同),間尽遺跡。針原東遺跡における分析調査 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994,2004)に よれば,

スギやヒノキ科 (ヒ ノキ・サワラ・アスナロ)が多く確認されている。したがって,針葉樹材の利用

は一般的であったと考えられる。また,こ れらの分析結果を見ると,山地に近い遺跡ではヒノキ科の

出土数が多く,海岸に近い地域ではスギの利用が比較的多い傾向も認められる。スギは扇状地扇端部

の湧水点周辺に生育し,海岸に近い平野部にも生育していたと考えられるのに対し,ヒ ノキ科は尾根

筋を好む種類が多く,山地・丘陵地に多く生育していたと考えられることから,こ れらの傾向は遺跡

の立地や植生等の周辺環境による木材入手条件を反映していることも推測される。一方,タ ニウツギ

属は,林縁部のような日当りの良い場所に普通に見られる低木である。富山県内では,箸 も含めて木

製品に認められた事例は認められておらず注目される点である。

服飾具の下駄は,歯 と台を一本で作る連歯下駄,歯 と台を別材で作る差歯下駄,歯部が欠損してい

るためにどちらか判別不能な下駄がある。差歯下駄は,台に歯が付いた状態の試料(1点 )と 歯のみの

試料 (1′点)か らなる。連歯下駄と形態不明の下駄はいずれもスギであり,差歯下駄の歯のみのものも

スギであった。一方,台 と歯が残存する差歯下駄は,台 と歯ともにモクレン属であり,連歯下駄と異
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なる木材利用が指摘される。また,差歯下駄の歯のみの試料はスギであったことから,差歯下駄の歯

には少なくとも2種類の木材が利用されていたことが↓旨摘される。富山県内における調査事例では,

連歯下駄では針葉樹のコウヤマキ,ス ギ,ネ ズコ,広葉樹のキリ,ク リ,サクラ属,モクレン属,ケ

ヤキ等が確認されている。差歯下駄では,台に針葉樹のヒノキ,広葉樹のアオハダ,イ イギリ,カ ツ

ラ,ム クノキ,ブナ,ホ オノキ (モ クレン属), トネリコ属,ケ ヤキ等,歯に針葉樹のスギ,広葉樹の

カキノキ属,フ サザクラ,ホ オノキ等が確認されており,特定の木材を利用する傾向は認められない。

その他 とした試料は,栓 (1点)と板状や棒状を呈する用途の詳細は不明の加工材からなる。これ

らは,いずれもスギであったことから,ス ギ材の多様な用途を示す資料 と言える。

B3地区SP3007か ら出上 した繊維状の植物遺体は,シ ュロの葉柄基部の繊維であった。これは,シ ュ

ロの幹を覆う毛の部分であり,古 くからシュロ縄,たわし,敷物などとして利用されてきた。シュロ

は,現在関東地方以西の各地で栽培または生育が確認されているが,日 本では九州南部のものが自生

と考えられている (大場,1989)。 したがって,本地域にシュロが生育 していたとすれば,植栽であ

ると思われる。また,繊維が有用であることから,繊維のみが流通 していた可能性もある。

C 動物遺存体

1)☆ 1・ A2・ B2地区

Al地区X103Y125お よびB2地区Ⅱ層,SK949か ら出上 した骨片は,いずれも被熱の痕跡が認め

られるヒトの頭骨片や四肢骨片であった。また,SK949試料は,老齢まで達 していない成人とみられ

る後頭骨 (D02009921)で あった。馬場ほか (1986)に よると,人骨を焼いた際,600℃ 以下ではほ

とんど変化がなく,800℃付近では灰白色になり,収縮・硬化が見られ,歯のエナメル質が崩壊 し歯

冠が失われる等,最 も激 しく変化するとされている。今回検出された人骨は,いずれも灰白色を呈 し,

硬化 していることから,800℃ 以上の被熱を受けたと推定される。

この他に,A2地 区Ⅱ層からはホタテガイ,B2地 区Ⅱ層からはッキヒガイ,中世の上坑である

SK1264か ら出上 した貝類は,イ ボウミニナ,ユ ウヒザクラであった。Ⅱ層から出土 したホタテガイ

やツキヒガイは,食用として利用されたものの可能性がある。一方,イ ボウミニナやユウヒザクラは,

深掘 り内の堆積物にも確認されている種類であるが,現段階ではその由来等については不明である。

2)C地 区

SE5044か ら検出されたイヌ遺骸は,保存状況が悪かったが出土骨の状況から,全身骨格の一部が

埋存 していた可能性がある。試料は,乾燥による亀裂で破損 し,細片化 したものが多いが,大部分の

部位を修復することが可能であった。

確認された部位は,上記 したように全身骨格のごく一部であったが,胴骨では腰椎 とその破片,肋

骨片,右側前肢の携・尺骨とそれ以下の手骨,同 じ右側の後肢の大腿骨,腫骨,D,骨 と足骨群が確認

された。これらの諸骨は完存するものが少ないが,中手骨の遠位骨端に関節する種子骨 も原位置に修

復されたことから,当初は解剖学的位置を保っていたとみられる。指骨については,末節骨が 1点 も

確認されなかったことから,末節部の破損があった可能性がある。後肢では,中足骨の近位骨端 2点

確認されたが,検出状況は不明であるため,前後肢骨の状況については言及することはできない。

なお,完存 した携・尺骨の全長から大きさを推定すると,日 本の在来犬の中で中型の範疇に入ると

言える。中近世のイヌとしては,最 も普通に見 られたサイズとみられる。このサイズのイヌは縄文時

代にも東北以北の地方にみられたが,それらと比べると華奢な骨体であり,こ れも中近世のイヌにみ

る形質である。

¢
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また,Ⅱ 層から出土 した歯牙片はウマの上顎左第 4前臼歯であった。西中川ほか (1991)に 基づ く

と,5～ 6歳程度 とみられる。包含層中からの出土であること,こ の他の試料が見 られないことから,

詳細は不明である。また,風倒木痕 (SX2036)⑥層からは,イ ソシジミ,ヤマ トシジミ,ハマグリ

等の 2枚貝類 とみられる破片や砕片が検出された。同遺構から出上 した自然木については約5000～

4600年前頃の年代を示 してお り,こ れらの試料の性格については,試料の由来等 と合わせて検討す

る必要がある。

D 土壌の理化学性

リン酸は動物に多 く含まれている元素であり,水に溶けにくく,土壌中での移動が少ないことから,

遺体の存在の指標 となる。今回のリン分析結果では,リ ン酸含量の平均値は1.65mg/gで あり,2,Omg

/gを 超える試料が少なくなる傾向があることから,2.Omg/gを超えれば,他 と比べてリン酸値が高い

と推測される。 B3引L区のSK2165, SK2170, SK2229, S K2231, SK2271, SK2273, とC詢色区のSK

5320では2.Omg/gを 超える試料が存在 しており,リ ン酸の富化が示唆される。

今回分析対象とした土坑は,中世の土坑墓と推定されている。これまでに,遺体埋納の推定を目的

とした分析調査は多 く実施されており,今回は対照試料 (遺構外試料)の調査は実施 していないが,こ

れまでに低湿地遺跡で行った自然状態におけるリン酸含量の平均値は1.Omg/g以 下であり,数値のば

らつき力Mヽ さく,均質である傾向が確認されている(当社未公表試料 )。 これは,低湿地の土壌は,リ

ン酸を保持できる能力に乏しいことや,地下水などによる拡散・流亡などが関与 していると考えられ

る。上記 したように, リン酸は土壌中での移動力調 さヽい元素であるが,地下水の影響により,粘土粒

子とともに拡散・移動する可能性が指摘されている (バーンズほか,1986)。 これらの点を考慮すると
,

この他の遺構に関しても,リ ン酸が富化されている可能性がある。なお,リ ン分析を行った試料では
,

微細物分析を合わせて行ったが,上述 したように周辺の植生を反映する種実類や炭化 した栽培植物の

イネの穎や胚乳が検出されたのみで,骨片等の遺体の存在を直接指示する試料は検出されなかった。

以上の結果から,微細物分析からは土坑墓の可能性を示す試料は検出されなかったが,土壌中のリ

ン酸含量を指標とすると,2,Omg/gを超える値が認められた土坑についてはリン酸の富化が示唆され,

土坑墓の可能性を支持する資料 と言える。なお,土壌中に含まれるリン酸は,植物遺体の分解による

腐植等によっても供給されることから,今後は覆土の由来となった堆積物を対象とした調査や,土壌

中における腐植の産状等の調査を行い,評価・検討することが望まれる。
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図版 1 花粉化石

1,ス ギ属 (Al,X108Y121谷 )

3.イ ネ科 (BliSK683 ①層)

5,エ レ属 ―ケヤキ属 (Al,X108Y121谷 )

7 ハンノキ属 (AIX108Y121谷 )

9,モ チノキ属 (A■ X108Y121谷 )

11.ヨ モギ属(Bl,SK683 ①層)

2 ブナ属 (A二 X108Y121谷 )

4.コ ナラ亜属 (Al,X108Y121谷 )

6.ア カガシ亜属 (Al,X108Y121谷 )

8.サジオモダカ属 (Bl,SK683 ①層)

10.ゴキヅル属 (A工 X108Y121谷 )
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図版 2 植物珪酸体
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1.イ ネ属短細胞珪酸体(Bl,SK683 ①層)

3.ク マザサ属短細胞珪酸体(Bl,SK401 0層 )

5,コ ブナグサ属短細胞珪酸体(Al,SDl14)
7.イ ナゴツナギ亜科短細胞珪酸体(Bl,SK401 ①層)

9.ク マザサ属機動細胞珪酸体(Bl,SK401 ①層)

H.ヨ シ属機動細胞圭酸体(Al,SDl14)

13.イ ネ属短細胞列(B2,SK1271)

15.イ ネ族葉部組織片(B2,SK1271)
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2.キ ビ属短細胞珪酸体 (B2,SK1271)

4.ヨ シ属短細胞珪酸体 (Al,SDH4)
6.ス スキ属短細胞珪酸体 (Al,SDl14)

8.イ ネ属機動細胞珪酸体 (Bl,SK683最 下層 )

10.ウ シクサ族機動細胞珪酸体 (Bl,SK683最 下層)

12.イ ネ属穎珪酸体(Bl,SK401 0層 )

14.イ ネ属機動細胞列(B2,SK1271)
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

図版 3 種実

7                   8

¨

・ｏ

(2-13,16-23) (14,15)

1.コ ナラ属コナラ亜属 殻斗 (B2,SK1264)     2.ヤ マグワ 種子 (Al;深掘 り)

3.カ ジノキ属 種子 (Al,深掘 り)        4.マ タタビ属 種子 (Al;深掘 り)

5,ヒ サカキ属 種子 (Al;深掘 り)         6。 キイチゴ属 核 (Al,X108Y121谷 )

7.イ イギリ種子 (Al;深掘 り)          8.タ ラノキ 核 (Al,深掘 り)

9。 ムラサキシキブ属 核 (Al;深掘 り)       10。 タニウツギ属 種子 (Al;深掘 り)

11.エ ワ トコ核 (Al;深掘 り)           12.イ トクズモ 果実 (Al;深掘 り)

13.オモダカ属 果実 (B2,SK1271)        14.イ ネ 穎 (B2,SK1271)
15.イ ネ 胚乳 (B2,SK1271)             16.エ ノコログサ属 穎 (B2,SK1271)
17.ホ タルイ属 果実 (B2,SK1271)         18.ツ ユクサ 種子 (Bl,SK401 ②層)

19.ア カザ科 種子 (Al;深掘 り)         20.ナ デシヨ科 種子 (Bl,SK401 ③層 )

21.キ ジムシロ属 ―ヘビイチゴ属 一オランダイチゴ属 核 (Al,深掘 り)

22.ス ミレ属 種子 (Al;深掘 り)

23.ナ ス科 種子 (Al;深掘 り)
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図版 4 木材 (1)

1 マツ属複維管束亜属 (柱M030184)
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"5,M040226)3 スギ (柱 M020134)
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6 アスナロ(板 lNI M030226)
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1 中尾新保谷内遣跡の自然科学分析

図版 6 木材 (3)
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15.ネ ムノキ (杭ヱ∂ヱ9,Mo30143)

16.ト チノキ (漆器椀M020112)

17.ケ ンポナシ属 (杭ヱ∂ヱδ,M030154)
18.タ ニウツギ属 (箸′弼8,M040204)
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

2 保存処理木製品の樹種同定

(1)Al・ B2地 区出土保存処理木製品の樹種同定

財団法人山梨文化財研究所

株式会社パ レオ・ラボ 三村 昌史

佐々木由香

(1)は じめに

中尾新保谷内遺跡から出土した木製品のうち計64点の樹種同定結果を報告する。樹種同定の対象

は中近世の漆器皿 (杯 )・ 漆器椀・折敷・杓子・櫛・下駄・斎串・脚台・網枠・釣針・板材などで,様々

な製品が含まれる。ここでは,これらの木製品に使用された樹種を同定し,各器種の用材傾向を明ら

かし,用材選択の背景について検討を行った。なお,同定および記載は三村が,本文は三村 。佐々木

が担当した。

(2)試料 と方法

出土木製品から直接,横断面・放射断面・接線断面の3断面について木取りや目視できる組織を確

認しながら剃刀を用いて切片をスライスし,ガムクロラール (抱水クロラール50g,ア ラビアゴム粉

末40g,グ リセリン20ml,蒸留水50mlの 割合で調整した混合液)で封入してプレパラートを作成した。

検鏡は光学顕微鏡にて40～ 400倍で行い,所有の現生標本と対照することにより同定を行った。

(3)結果および考祭

樹種同定結果の一覧を付表に,ま た器種別にまとめたものを第 1表に示す。

以下では,主な器種別に用材の傾向とその背景について考察を進める。

漆器類のうち,皿 (杯)に はケヤキ,椀にはブナ属 。ケヤキの材がそれぞれ見出された。皿 (杯 )

や椀に見出されているブナ属・ケヤキは均質な広葉樹材で,回転成形に適していることから用いられ

たのであろう。特に,ブナ属・ケヤキは挽物の用材として典型的な分類群である。なお,木取りは製

品の幅を大きく取れる利点のある横木取りとなっている。

曲物には側板・籠があるが,ス ギ・ヒノキを中心に,そのほかアスナロが見出され,針葉樹材が

用材として選択されている。前述の通り板材にし易いことや,その上曲げ易いことから選択されたの

であろう。また,綴 じ皮には広葉樹の樹度が用いられていた。樹皮は構造上詳細な同定は困難である

ため,どのような樹種かは判断できないが,薄 く剥がせて滑らかで丈夫なものとすればサクラ類のよ

うな樹皮であろう。

櫛には広葉樹材のイスノキが見出された。イスノキは大変緻密で割れ難い材質を持ち,そのため

櫛歯を引くのに適しており,全国各地で出土例がある。イスノキは南方系の樹種で富山県には自生し

ないため,こ の櫛はおそらく搬入品と考えることができる。

下駄には連歯が4点 と,差歯下臥の歯が 2点ある。連歯下駄にはニヨウマツ類・スギ。モクレン属・

ケンポナシ属が見出された。一般に,下駄には比較的様々な樹種が用いられる傾向にあり,今回も軽

軟なスギ・モクレン属の材からやや重硬なニヨウマツ類・ケンポナシ属の材まで異なる材質のものが

混在している。こうした多様な用材傾向は,おそらく使用材による機能性の違いが考慮されたもので

あり,ス ギ・モクレン属の下駄は軽快で足付きの良い作りが,ま たニヨウマツ類・ケンポナシ属の下

駄は文夫さがそれぞれ意図されたものであろう。また,差歯下駄の歯には, 2点 ともスギの材が用い

られていた。

列



2 保存処理木製品の樹種同定

網枠にはヒノキが見出された。一般に,網枠の用材 としては緻密で非常に丈夫なイヌガヤの材が

用いられることが圧倒的に多いが,ヒ ノキも靭性に優れている材で,網枠の用材 としては適材のひと

つであるといえる。

そのほか,折敷・杓子・斎串・脚台 。釣針など,板材状の製品にはそのほとんどにスギが用いら

れてお り,器形・製作法との関連性が認められる結果であつた。

(4)おわ りに

以上のように,各器種の使用法・製作法・器形などに応じてそれぞれ適材が使い分けられていた

ことが明らかになったが,今回同定を行った範囲では広葉樹材は挽物類に用いられているのみであり,

全体としてはスギが板材状の製品には幅広く利用されているのが特徴的であつた。スギの多用は県内

の諸遺跡でも確認されるように (例 えば,元興寺文化財研究所2002,2003;パ リノ・サーヴェイ株式

会社 1994)北陸地方における木材利用の特色のひとつであり,周辺の木材資源を反映した結果であ

ると推察される。

(5)見出された樹種

以下では,見出された分類群について同定の根拠となる材組織の解剖学的特徴について示し,そ

のほか分布・生態・材質等の一般についても簡潔に記す。

・ニヨウマツ類 Pinus subge■ DゎloxyFOra マツ科 写真図版 la-lc

仮道管と放射柔組織,放射仮道管,お よび水平・垂直両樹脂道を取り囲む薄壁のエピセリウム細

胞からなる針葉樹材。放射仮道管の水平壁は内腔側に向かって鋸歯状の突起を有する。分野壁孔は大

型の窓状。

ニヨウマツ類 (マ ツ属複維管束亜属)は ,短枝に針葉が 2本ずつ付 くマツで,ア カマツ・クロマ

ツなどがある。アカマツ・クロマツはいずれも高木になる常緑針葉樹で,ア カマツは尾根沿いや崖な

どの十分な陽の当たる土壌の薄い乾いた立地に生育するが,現在では各地の山野に普通にみられ,ま

たクロマツは海岸沿いに多 く古 くから植栽されてきている。材はやや重硬で割裂困難,樹脂分が多い

ため水湿には耐性がある。

・スギ Cryptomeria Йttnfca(L.i)Do Don スギ科 写真図版 2a-2c

仮道管 と放射柔組織,お よび樹脂細胞からなる針葉樹材。晩材部は量多 く明瞭。分野壁孔はスギ

型で大きく, 1分野にぶつう2個。

スギは高木になる常緑針葉樹で,天然分布は年間降水量の多い地域に限られ,日 本海側にはまと

まった分布域が多い。生育地は湿地周辺や谷部,尾根沿いなど幅広く,低地から比較的高標高のブナ

林までみられる。材は通直で軽軟,保存性は中庸,適度な強度があり割裂性 。加工性に優れる。

・ヒノキ Chamaecyparis obtusa(Sieb.et zucc.)EndI.ヒ ノキ科 写真図版3a-3c
仮道管と放射柔組織,お よび樹脂細胞からなる針葉樹材。晩材部は量少ない。分野壁孔は大型の

トウヒ型からヒノキ型でやや大きく, 1分野にぶつう2個。

ヒノキは主に暖温帯 (福 島県以南)に分布し山地の尾根沿いや緩斜面などに生育する,高木にな

る常緑針葉樹である。現在のまとまった分布は中部地方や紀伊半島,四国南部にある。材は通直でや

や軽軟,加工し易く強度に優れる上,耐朽性が著しく高い。

・アスナロ TFl可opsiS♂Orabrata Sieb.et Zucc.ヒ ノキ科 写真図版4a-4c
仮道管と放射柔組織,お よび樹脂細胞からなる針葉樹材。晩材部はしばしば量多い。分野壁孔は

ヒノキ型～孔口の狭いスギ型で小さく, 1分野に2-4個。放射組織にはしばしば内容物が多い。

″



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

アスナロは主に温帯に分布する高木になる常緑針葉樹で,耐陰性が高い。材は通直,軽軟で割裂・

加工容易。耐朽性は良好で水湿に強い。

・クリ Casttttnea crenata Sieb.et Zucc.ブ ナ科 写真図版 5a-5c

年輪の始めに大型で九い道管が単独で 1-2列 に並び,晩材部では小型でやや角張った薄壁の道

管が火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性。

クリは主に温帯下部 。暖温帯に広 く分布する落葉広葉樹で,明るい林内や向陽地に多 くみられる。

材は重硬で弾性に富み,割裂は容易,耐朽性が高い①

。ブナ属 Fagus ブナ科 写真図版 6a-6c

小型のやや九い道管が,ほぼ単独時に数イ固複合 して密に配列する散孔材。道管の直径は年輪界に

向けてやや急に減少する。道管の穿孔は単一または階段状。放射組織は 1-数列のものに広放射組織

が混在する。

ブナ属には温帯上部に分布する高木性の落葉広葉樹であるブナ,イ ヌブナがある。ブナは雪に対

する生理的 。生態的な耐性が高 く, 日本海側の多雪地でしばしば優占林を形成 し,一方イヌブナはそ

のような地域には分布 していない。材はやや重硬で均質,強度もあるが,保存性は低い。

・ケヤキ Zeflo1/a serrata(Thunb.)MakinO ニレ科 写真図版 7a-7c

年輪の始めに大型の九い道管が単独で 1-2列 に並び,晩材部では小型の薄壁で角張った道管が

多数集合 して接線方向あるいはやや斜めに帯をなす環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は主に上下

端のみ直立細胞からなる異性で, しばしば大型の結晶を含む。

ケヤキは高木になる落葉広葉樹で,谷沿いや河畔の肥沃な土壊にみられ,温帯に広 く分布する。材

はやや重硬で靭性 もあり,均質で切削加工は容易,割裂性は中庸で保存性に優れる。

。モクレン属 九lattЛfa モクレン科 写真図版 8a-8c

やや小型の放射方向に伸びた丸い道管が単独あるいは数イ固1-2個複合 してやや密に分布する散

孔材。道管の穿孔は単一で,道管相互の壁孔は階段状。放射組織は同性に近い異性で 1-3列。

モクレン属には林内に生育する高木性の落葉広葉樹であるホオノキ,山地の緩斜面に多い落葉低

木のタムシバなどが含まれる。材は軽軟で均質,加工・切削は容易で狂いが少ない。

・イスノキ D,sら狂!fum ttcemο sum Siebo et Zucc.マ ンサク科 写真図版 9a-9c

小型でやや九い道管が単独または 1-2個複合 してやや密に分布する散孔材。木繊維の壁は厚 く,

木部柔細胞は数列の接線状～帯状 となり目立つ。道管の穿了しは間隔の広い階段状でほとんど10本以下。

放射組織は上下端にしばしば数イ回直立細胞が連なる異性で 1-3列。多室結晶細胞が顕著である。

イスノキは小高木～高木になる常緑広葉樹で,関東南部以西の暖温帯の山中にみられる。材質は

日本産の樹木の中で極めて重硬な部類に属 し,曲げに対する抵抗に優れ,極めて割れにくく,割裂・

加工は困難である。

・ケンポナシ属 IIoyenカ  クロウメモ ドキ科 写真図版10a-10c

年輪の始めにやや放射方向に伸びた大型の道管が 1-2列 ならび,そ こから径を徐減 して晩材部

では厚壁の九い小道管が単独または放射方向に1-2個複合 して分布する環孔材。道管の穿孔は単一。

道管の木部柔細胞は周囲状。放射組織は上下端 1-2個が直立細胞からなる異性で 1-6列。

ケンポナシ属にはケンポナシやケケンポナシが含まれる。いずれも高木になる落葉広葉樹で適湿

な肥沃地にみられる。材は硬さ 。重さが中庸～やや重硬で靭性がある。

海
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第 1表 器種別に見た木製品の用材
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

地区 遺構 出土地点 保存No 遺物番号 種類 分類群 木取 り

B2 SE815 No 4-2 1 」ユ87 蓋 ス ギ 柾 目

SE815 No 5   6 2
=2θ

9 曲物 ス ギ 阪目

山物・下籠 ス ギ 柾 目

SE815

SE992

No 7 8・ 9 3

4

別
　
　
％

山物 (内側 ) ス ギ 板 目

曲物 (外側 ) スギ 板 目

阪材 ス ギ 板 目

SE1087 No 60 5
=2王

2 由物 (内側) ス ギ 板 目

曲物 (外側) ス ギ 板 目

3E1052 6
=211

曲物 ス ギ 正 目

曲物・上箱 ヒノキ 柾 目

3Kl154 7 王34δ 詢針 ス ギ みかん割状

3E1260 8
=219

曲物 ヒノキ 阪目

曲物・上範 ヒノキ 柾 目

曲物・下範 ヒノキ 柾 目

3K No 18
=θ

69 漆器椀 ケヤキ 横木取 り (柾目)

3K No 23 王ワθ9 円形板 ス ギ 柾 目

3K No 24 11 王349 板材 ス ギ 柾 目

3K No 30 ヨ9o~0 阪材 ス ギ 板 目

3K No 31 王065 脚台 ス ギ 板 目

3K127] No 32 ユθ6θ 連歯下駄 モ ク レ ン属 柾 目

下駄・歯 1 ス ギ 柾 目

下駄・歯 2 ス ギ 柾 目

3K127] No 35 ユtXテ4 糸巻 ス ギ 芯去・削出

3K127] ,353 板材 ス ギ 板 目

=35■
棒材 ク リ 二方柾状

3K127] 17 ユθ7δ 漆器皿 ケヤキ 横木取 り (柾 目)

3E1491 No 73 Iレ王4 曲物 ス ギ 板 目

山物・上危 ヒノキ 柾 目

山物・下範 ヒノキ 板 目

綴じ皮 広葉樹樹度

3E1522 No 23 円形板 スギ 追柾 目

SE1284 No 5 王
=72

折敷 ス ギ 柾 目

3E1306 No ll 王338 板材 ス ギ 柾 目

3E1306
==73

折敷 ス ギ 柾 目

SE1306 互王85 円形板 ス ギ 板 目

3E1306 王王74 箱物 ス ギ 板 目

3E1306 王王θヱ 蓋 ケヤキ 柾 目

3E1306
==7δ

折敷 アスナロ 柾 目

SE1495 No 7 王フ15 曲物 スギ オ尻目

曲物・上籠 スギ 柾 目

曲物・中籠 スギ 柾 目

3K1285
=344

棒材 スギ 二方柾

SE1495 ユ王77 折 敷 スギ 板 目

3K1510 :935 斎 串 スギ 柾 目

3K1510 I∂∂4 網枠 ヒノキ 芯持 削出 (端部半裁状)

3E1610 No l :ヨ 78 折敷 ス ギ 柾 目

SE1610 No 3 夏Я孵 折敷 ス ギ 柾 目

SE1610 No 6 折敷 ス ギ 柾 目

SE1610 No 9 :=8θ 折敷 ス ギ 柾 目

SE1610 Noユ3 ヱθ79 杓子 ス ギ 板 目

SK801 :王 86 円形板 ス ギ 追柾目

SK801 :052 櫛 イスノキ 縦木取り (柾 目)

SE1496 :2=δ 曲物 ス ギ 板 目

曲物 下籠 ス ギ 柾 目

綴じ皮 広葉樹樹皮

SE1510 :99δ 棒材 ス ギ 芯去・削出 (丸木状)

SE1496 ヨθ70 漆器椀 ケヤキ 横木取 り (柾 目)

SK1510 42 王θ57 下駄 ス ギ 柾 目

X89Y79Ⅱ層 弔 :208 円形板 ス ギ 柾 目

SG1615 X80Y93 44 ユθ″ 漆器椀 ブナ属 横木取 り (江目)

SG1615 X83Y94 45 円形板 アスナロ 柾 目

X79Y96 Iひ6■ 下駄 ケンポナシ属 追柾 目

X71Y86Ⅱ 層 :059 下駄 ニヨウマツ類 板目 (半裁状)

Al SG242 X91Y108 夏θ密 漆器椀 ブナ属 蹟木取り (柾目)

第 2表 中尾新保谷内遺跡 Al・ B2地区 樹種同定結果
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2 保存処理木製品の樹種同定
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡      |
|

(2)B3・ B4。 C・ D・ E地区出土保存処理木製品の樹種同定

京都大学名誉教授 伊東隆夫

株式会社京都科学

富山県氷見市中尾地内に所在する中尾新録谷内遺跡は能越自動車道建設に伴って発掘調査がおこな

われた。調査の結果,古代 。中世・近世の集落跡が検出されたが,主体となる時期は中世であり,掘

立柱建物,溝,土坑が検出されている。今回,同遺跡から出上した木製品13′点について,保存処理は

京都科学が施工し,樹種は伊東隆夫が同定した。

方法は定法にしたがい,木製品の一部の小片から木口面,柾 目面,板 目面の三断面の切片を安全力

ミソリで切り出し,ス ライドガラスに載せ,ガムクロラールを2,3滴滴下し,カ バーガラスを被せて,

顕微鏡用プレパラートを作製した。その後,以下の樹種の識別拠点により樹種を同定した。

スギ (Cr」/ptomeriaデ叩onfCa D.Don):

樹脂道を欠く。樹脂細胞がやや晩材に点在する傾向。分野壁孔はスギ型。

ヒノキ (CFlamaecyparis οbtusa Endl):

樹脂道を久く。樹脂細胞は晩材部にまばらに分布する。分野壁孔はヒノキ型となる。

モミ属 lAbies sp。 ):

樹脂道および樹脂細胞を欠く。放射組織の壁は厚 く,末端壁は数珠状を呈する。放射仮道管を久く。

放射組織は単列。

サクラ属 lPrunus spp.):

散孔材。やや小さい道管が斜線状にならぶ傾向がある。単穿孔。道管にらせん肥厚がみられ,着色

物質が詰まる。放射組織は同性ないし異性で 1-5列。

樹種同定の結果は第 1表に示す通 りである。製品別の樹種の傾向をみると以下の通 りとなる。

曲物 :ス ギ 4点 ,ヒ ノキ 1点

柄杓 :ス ギ 2点

円形板 :ス ギ 1点

錘 :サ クラ属 1点

下駄 :モ ミ属 1点 ,ス ギ 1点

漆器根付 :広葉樹材 1′点

栓 ?:ス ギ 1点

サンブルNo 遺物番号 地 区 遺構 遺物名 樹種

KK-1208 ユ〃
=

B3 SG2501 栓 ? ス ギ

KK-1209 ヨヱ84 C SE5100 柄 杓 ス ギ

KK-1210 ユ乏ル7ワ C SE5450 由物 ス ギ

KK-1211 ユレ:8 C SE5197 曲物 ヒノキ

KK― ユ29θ C SE5374 山物 ス ギ

KK一
=ヱ

8∂ C SK5187 柄杓 ス ギ

KK― 王θ77 C 漆器根イ寸 広葉樹材

KK― 215 ユθてえ9 C SG5704 鍾 サクラ属

KK一 1055 C SG5703 下駄 モミ属

KK-1217 ユ056 C SG5703 下駄 ス ギ

KK-1218
=ワ

ヱ7 B4 SE4192 曲物 ス ギ

KK-1219 王ワヱ9 D SE7101 曲物 ス ギ

KK-1220 王王96 E SE7244 円形板 ス ギ

第 1表 中尾新保谷内遺跡 B3・ B4・ DoE・ F地区 樹種同定結果
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

3 中尾新保谷内遺跡出土漆器の科学分析

漆器文化財科学研究所 四柳嘉章

(1)は じめに

富山県氷見市中尾新保谷内遺跡は,南の中尾山,北の神明北遺跡に挟まれた水田地帯に立地して

おり,調査地中央を南北に流れる用水路を基準に,東側のAl・ B2地区,西側のBl・ B2・ B3
地区,B3地区の西側に隣接するC地区,C地区に隣接するD地区に区分されている。これら各地区

から出上した,中世漆器の科学分析結果を以下に報告する。

(2)分析の方法

漆器は階層や価格に応じた各種の製品が生産され,その品質が考古学的には所有階層復元の手がか

りとなる。この品質差を材料や技術的側面から評価する場合,肉眼による表面観察では使用や廃棄後

の劣化を含めた表面の塗りと加飾部分でしか判断できず,それも専門的な経験に左右される。しかし

漆器本来の耐久・堅牢性,つ まり品質は塗装工程にあり,こ の塗膜の下に隠された情報は,塗膜分析

によって引き出される。

塗膜分析は漆器の内外面数箇所から数llmの 塗膜片を採取し実体顕微鏡で観察した後,ポ リエステル

系樹脂に包埋後その断面を研磨のうえプレパラートに接着し,さ らに研磨を加えて (♯ 100～ 3000)

金属・偏光顕微鏡で観察する方法である。サンプルである手板試料と比較検討しながら塗装工程や下

地材料の同定を行うが,これによって表面観察ではわからない時代的地域的な特色,製品の品質が把

握できるので,遺跡における所有階層の推定やデータが集積されれば製品の流通問題にも迫ることが

できる。塗料の直接的な分析は,赤外線を固有の振動をしている分子に波長を連続的に変化させて照

射して,分子構造を解析するフーリエ変換赤外分光法 (FT― IR)を ,赤色顔料の分析にはエネルギ

ー分散型蛍光X線分析法を用いた (後述)。 なお,本稿で用いる用語については基本的には漆工用語

に従うこととし,意味が曖味で誤解をまねくものについては,以下のように規定して使用する。

A 赤色漆

赤色の主な顔料である朱 (HgS)やベンガラ (Fe203)が未同定の場合には「赤色漆 (未 同定)」 と

最初に断つて使用し,同定済みは「赤色 (朱)漆」「朱漆」「ベンガラ漆」などと表記する。よく使わ

れる「赤漆 (あかうるし)」 イよ「赤漆 (せ きしつ)」 (木地を蘇芳で染め透漆を施したもの)と の混同

をさけるために用いない。内外面とも赤色漆の場合は,未同定は「総赤色 (未 同定)漆」,同定ずみ

の場合は「総赤色 (朱)漆」,あ るいは慣例による「総 (惣)朱」「皆朱」「朱漆器」などを用いる。

B 黒色漆と黒色系漆

黒色の顔料である炭素粒子や鉄系化合物粒子などを含むものを「黒色漆」,ま ぎらわしいが黒色顔

料を含まないものを「黒色系漆」として区別する。なぜならば「黒色系漆」においては,黒色顔料を

含まずとも漆自体の表層が茶黒色に変質し,さ らに下地色を反射して肉眼では黒色に見えるからであ

る。近年の筆者の調査では古代以来こうした方法が一般的と考えられるので,技術や材料科学の上か

らも両者の区別が必要となっている。未同定の場合は,は じめに「黒色漆 (未 同定)」 とことわる。

内外面とも黒色漆の場合は「総黒色漆」,同 じく黒色系は「総黒色系漆」 (い わゆる「総黒」は両者を

含んだもの),内面赤色外面黒色は「内赤外黒色漆」,同 じく「内赤外黒色系漆」とする。赤色顔料が

同定されている場合は「内朱外黒色漆」あるいは「内赤 (ベ ンガラ)外黒色漆」などと呼称する。
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3 中尾新保谷内遺跡出土漆器の科学分析

C 下地の分頚 ―漆下地 と渋下地

一般の粗い鉱物粒子を用いたものは「地の粉漆下地」,珪藻土使用は「珪藻土漆下地」,よ り細かい

砥の粉類似は「サビ漆下地」,膠使用は「地の粉またはサビ膠下地」,炭粉は漆を用いたものは「炭粉

漆下地」,柿渋を用いたものは「炭粉渋下地」とする。

(3)分析結果

塗膜分析を行った漆製品は7点で, 1点 につき内外面各 3点の試料を作成し平均値を算出した。し

たがって必ずしも図版のスケールとは一致しない。以下,木胎 (木地)か ら順に番号 (①～)を付し

て説明する。赤色漆の色調表現はマンセル値によるもので,「 4R 4/11」 とあるものは, 4Rは

色相で, 4/■ は明度/彩度である。下地の炭粉粒子は下記のように3分類する。

細粒…破砕工程が中粒炭粉より細かく炭粉粒子は均―で,針葉樹などの木口組織を全くとどめない

もの。

中粒…炭粉粒子は 1～ 2μ m× 5～ 10μ m程度の針状粒子と長径 5μm前後の多角形粒子などから

なり,針葉樹などの木口組織はごく一部にしか認められないもの。

粗粒…破砕工程が粗く針葉樹などの木口組織を各所にとどめるもの。炭粉粒子は不均―で各種形状

のものを含み,長径30μm前後の針状ないし棒状粒子を含むことが多い。

*樹種同定はパリノ・サーヴェイ株式会社による。

塗膜分析

◇No l(試料番号M020112,B2地区S E 1087,図 版 1)椀 (総黒色系)

器形・表面観察

微細な総黒色系漆椀片。ヨコ木 (柾目)取 り。樹種 トチノキ。

塗膜分析

内外面①炭粉渋下地層。層厚20～ 50μ m。 炭粉はやや粗い中粒。

②漆層。層厚40μm前後。表層 5μm前後が変質。

◇h2(遺物番号Iθ2,B2地 区S K1271,図版 1)椀 (総黒色系)

器形・表面観察

内湾する薄手の総黒色系漆椀片。内外面に赤色 (朱)漆絵の加飾が見られるが,意匠は不明。朱漆

絵のマンセル値は7.5R3.5/6(E「 度赤)。 ヨコ木 (柾 日)取 り。樹種ケヤキ。

塗膜分析

内外面①え粉漆下地層。層厚10～ 30μm。 炭粉は中粒。

②漆層。層厚24μ m前後。

③漆層。層厚24μm前後。表層 2～ 3μmが変質。

◇No 3(遺物香号Iθ73,B3地区S D3261,図版 1)椀 (内面赤色)

器形 。表面観察

ゆるやかに立ち上がる内面赤色 (ベ ンガラ),外面黒色系漆の中椀片。外面に赤色漆絵痕が見られる。

内面赤色のマンセル値は8R4.5/4.51/Jヽ 豆色)。 ヨコ木 (柾 目)取 り。樹種ブナ属。

ヨコ木 (柾 目)取 り。

塗膜分析

内面①炭粉渋下地層。層厚36～ 50μ m。 表層10μm前後が分離。炭粉は中粒。

②赤色 (ベ ンガラ)漆層。層厚は薄く7μ m前後。ベンガラは長径0。 5μm以下の均―な微粒子。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

外面①炭粉渋下地層。層厚46μm前後。表層10μm前後が分離。炭粉は中粒。

②漆層。層厚は薄く8～ 10μ m。

◇No 4(遺物番号
=θ

δ7,C地区S E 5100,図版 1)椀 (総黒色系)

器形・表面観察

ゆるやかに立ち上がる大ぶりの総黒色系漆椀。外面の塗膜剥離が著しい。高台はベタ底で露胎。ヨ

コ木 (柾 日)取 り。樹種ケヤキ。

塗膜分析

内外面①炭粉漆下地層。層厚 5～ 30μm。 炭粉は中粒。

②漆層。層厚20μm前後。

③漆層。層厚12μm前後。全体にやや変質している。

◇No 5(遺物呑号
=“

δ,C地区S E 5100,図 版 1)椀 (総黒色系)

器形・表面観察

ゆるやかに立ち上がる総黒色系漆椀。全体に塗膜剥離が著しい。高台はベタ底で露胎。ヨコ木 (柾

目)取 り。樹種ケヤキ。

塗膜分析

内外面①炭粉漆下地層。層厚12～37μm。 災粉は中粒。

②漆層。層厚17μm前後。

③漆層。層厚29 μm前後。表層 5μ mが変質。

◇No 6(遺物番号王θ75,C地 区S G5702,図版 1)椀 (総赤色)

器形・表面観察

ゆるやかに立ち上がる大ぶりの総赤色 (ベ ンガラ)漆椀。外方に大きく踏み出した高台が特徴。高

台内面は黒色系漆塗りで,赤色漆 (ベ ンガラ)に よる在銘がある。赤色のマンセル値は9R3.5/8。 5(赤

錆色)。 ヨコ木 (柾 目)取 り。樹種ブナ属。

塗膜分析

内外面①炭粉渋下地層。層厚24～ 50μ m。 炭粉は中粒。

②赤色 (ベ ンガラ)漆層。層厚20μm前後。ベンガラは長径0,5μm以下の均―な微粒子。

ONo 7(遺物番号
=068,D地

区X21Y35Ⅱ a層 ,図版 1)椀 (総黒色系)

器形・表面観察

ゆるやかに立ち上がる大ぶりの総黒色系漆椀。体部は薄く挽き出されている。みこみは塗膜剥離が

著しい。高台はベタ底で露胎で,幌櫨爪跡 (4爪十中央 1爪)が認められる。ヨコ木 (柾 目)取 り。

樹種ケヤキ。

塗膜分析

内外面①炭粉渋下地層。層厚50～ 160μ m。 災粉は中粒。表層 4μ mほ どが分離。

②漆層。層厚12 μm前後。表層 3μmが変質。

赤外分光分析

漆液などの膠着液の同定については,赤外線 (普通赤外,波数4000～ 400cm l,波長2.5～ 25μm)

を固有の振動をしている分子に連続的に変化させて照射してゆくと,分子の固有振動と同じ周波数の

赤外線が吸収され,分子構造に応じたスペクトルが得られる。このスペクトルから分子構造を解析す

る赤外分光分析 (赤外線吸収スペクトル法,FT一 IR)を行った。
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3 中尾新保谷内遺跡出土漆器の科学分析

分析用試料 は 1～ 2 mgを 採取 しKBr(臭化 カリウム)100mgと ともにメノウ鉢で磨 り潰 して,こ れ

を錠剤成形器で加圧成形 したものを用いた (錠剤法 )。 条件は分解能 4cm l,積算回数16,ア ポダイ

ゼーション関数Cosine。 こうして測定 した赤外線吸収スペクトルを第 1・ 2図 (ノ ーマライズ)に掲

載 した。縦軸は吸光度 (Abs),横軸は波数 (カ イザー)。 測定機器は日本分光製FT― IR420。

第 1図 は上塗漆塗膜 (黒色系漆・赤色漆)と 炭粉漆下地の赤外線吸収スペク トル。漆の基準デー

タは岩手県浄法寺産生漆。一部炭粉の吸収と重なることと,1460cm l～ 1380cln lが プロー ドとなっ

ているが,2925cm l(炭 化水素の非対称伸縮振動),2850cm l(炭化水素の対称伸縮振動),1720～

1710cm l(カ ルボニル基),1630～ 1620cm l(糖タンパク),1465cm l(活性メチレン基),1280cm~
1(フ ェノール),1070～ 1030cm l(ゴム質)の吸収からみて,漆 と判断される。

第 2図 は戊粉渋下地同定のスペク トルで,比較データとして松煙 (③)の吸収を重ねた。② o③

は松煙の吸収と一致 している。柿渋は炭粉 と混ぜた場合,漆 とちがつてそれ自体の吸収が弱 く,指紋

領域 (1500～650cm l)においては柿渋単体時のようなシャープな吸収 (1600c141付 近芳香環のC=

C伸縮振動,1400～ 1000cm lの 数本の吸収はC=0伸 縮振動,1446～ 1440cm l,1360～ 1343cm lは 一

COOCH3)が みられることはあまりなく,炭粉に由来するセルロース,ヘ ミセルロースの多糖類 (キ

シランが主体)と タンパク質の吸収が顕著である。またλ粉漆下地とちがって2925ca1 1(炭 化水素

の非対称伸縮振動),2850cm l(炭化水素の対称伸縮振動)の吸収はきわめて小さい (側鎖がほとん

どない)。 したがって漆や膠の吸収を示さないものは,茶色の強い光学顕微鏡観察所見 と総合 して渋

下地と判断した。

蛍光X線分析

蛍光X線分析は試料にX線を当てると,元素特有のX線 (特性X線ないし固有X線)が発生 (波出)

する。この波長と強度を測定することによって元素の定性や定量分析を行う方法で,赤色上塗漆と漆

絵顔料のすべてについて分析を実施 し,代表的なものを掲載 した。分析条件は下記。

使用機器 :PANalytica1/PW4025,エ ネルギー分散型蛍光X線分析装置。

使用管球 :Rhタ ーゲット9W。

検出器  :高分解能電子冷却Si半導体検出器。

測定条件 :30KV,20μ A,フ ィルター kapton,100sec。

測定室雰囲気 :大気。試料サイズは径 l mll,サ ンプルカップに入れて測定。

分析結果 :第 3図。No 2椀 (総黒色系)の内外面赤色漆絵顔料は朱 (硫化水銀,HgS)。 励起条件を

幅広 く設定 しているので,赤色顔料・漆絵のほか,漆からのFeや下地が鉱物粒子 (錆下地)か らな

る場合は,それらを構成する元素のピークが同時に検出される。とくに定性分析スペクトルでは励起

条件から重元素であるFeの ピークが強 く出て,エネルギーの弱い軽元素の感度は低い。

(4)小  結

以上,中尾新保谷内遺跡の分析結果を報告 してきたが,要点を整理 してまとめとしたい。

A 漆器の時期的帰属

中尾新保谷内遺跡で時期比定が しやすいものは,No 4・ 5'7の椀である。12世紀後半から13世

紀前半 (古 )に共通 した,大ぶりでベタ底 (露胎)の器形,総黒色系漆塗 り,え粉渋下地が認められる。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

B 塗装技術など

塗装工程・樹種を整理すると以下のようになる。

No 2・ 4・ 5(椀,総黒色系) 樹種 2・ 4・ 5ケヤキ

内外面 炭粉漆下地層十漆層十漆層

No l・ 7(椀 ,総黒色系) 樹種 lト チノキ, 7ケヤキ

内外面,炭粉渋下地層十漆層

No 3(椀,内面赤色)  樹種ブナ属

内 面 炭粉渋下地層十赤色 (ベ ンガラ)漆層

外 面 炭粉渋下地層十漆層

No 6(椀,総赤色)   樹種ブナ属

内外面 炭粉渋下地層+赤色 (ベ ンガラ)漆層

Aにおいて同時期 としたh4・ 5・ 7の椀のうち,同一遺構内 (S E 5100)出 土のNo 4・ 5は同じ漆

下地の塗装工程で,D地区出土のNo 7は ,樹種は同じケヤキだが渋下地である。LTQ 4・ 5と 同じ漆下

地のNo 2の漆絵顔料は朱。最上質の地の粉漆下地は認められない。樹種は概 して漆下地漆器はケヤキ,

普及タイプの渋下地漆器は安価なブナ属であり,塗装工程 と樹種は対応 している。木取 りはすべてヨ

コ木 (柾 目)取 り。
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3 中尾新保谷内遺跡出土漆器の科学分析

分解

積算回数

4cm~1
16

①生漆

②中尾新保谷内遺跡No.1(上塗漆)

③中尾新保谷内遺跡No 2(下地)

①中尾新保谷内遺跡No.2

②中尾新保谷内遺跡No.4

③松煙

アポダイゼーション   Cosine

第 1図 赤外線吸収スペクトル (上塗漆及び炭粉漆下地 。中尾新保谷内遺跡)

分解 4cm~1
積算回数        16
アポダイゼーション   CoSne

第 2図 赤外線吸収スペクトル (炭粉渋下地・中尾新保谷内遺跡 )

讐ミ

芭豊

第 3図 蛍光X線スペクトル (朱漆絵 。中尾新保合内遺跡No.2)

M

Wavenumber[om-1]



試料涎o.2 試料No.3 試料No.4

|

Ⅲ 中尾新保谷遺跡

ナ′醇 フ∽

評研針No.5

′θ〃

 ヽ    |

＼＼お
|

＼ノ
′θ7,

評〔】針No.6 評i雰幹No.7

第 4図 中尾新保谷内遺跡 分析漆器実測図 (I"δ～即弼 。Iθ絡・:θ75 1/3,lθ 74 1/4)
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3 中尾新保谷内遺跡出土漆器の科学分析

No l 内面

No.3 タト面

義 掛

No 5 内面
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×520
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No 6 タト面

図版 1 漆器塗膜層断面の顕微鏡写真 (透過光 )
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

4 中尾新保谷内遺跡出土金属製品の蛍光X線分析

財団法人元興寺文化財研究所 井上美知子

(1)分析対象

No l 轡……………………中尾新保谷内遺跡 B2地区 X80Y76Ⅱ 層,遺物番号ユ4%
No 2 基子 ?… ……………中尾新保谷内遺跡 B3地区 X28Y681層 ,遺物番号:487

No 3 引手金具……………中尾新保谷内遺跡 C地区 X43Y65Ⅱ 層,遺物番号14認

No 4 鉄鍋把手?… ………中尾新保谷内遺跡 C地区 X33Y46Ⅱ 層,遺物番号王4℃

胞 5 輪状金属製品………中尾新保谷内遺跡 C地区 SK5413,遺 物呑号王4認

No 6 轡……………………中尾新保谷内遺跡 C地区 X42Y51Ⅱ 層,遺物番号=4%
No 7 釣針状金属製品……中尾新保谷内遺跡 C地区 SD50■,遺物番号王4フ

(2)分析内容

各遺物から部位の異なる2～ 4箇所の元素分析を行なった。

(3)使用機器お よび分析条件

・ エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (以下,XRF)(セイコーインスツルメント触製SEA5230)

試料の微小領域にX線を照射し,その際に試料から放出される各元素に固有の蛍光X線を検出す

ることにより元素を同定する。測定が大気圧下ではカリウムより重い元素が検出可能である。

測定条件…モリブデン管球使用,大気圧,管電圧45kV,測定時間180秒

●マイクロスコープ (伽キーエンス製・VH200)

(4)方法および結果

XRFを用いて元素分析を行った結果を以下に記載した。

① Nol 轡 (写真 1・ 第 1表 )

轡からは,主に鉄 (Fe)が検出された。鉄製である。微量元素としてマンガン (Mn),銅 (Cu),

亜鉛 (Zn)が検出された (第 1～ 4図 )。 微量元素は鉄の不純物や土壌由来の元素と考えられる。

② No2 盛子 ?(写真 2・ 第 2表 )

基子 ?か らは,主 に釦,亜鉛が検出された。真鍮製である。微量元素として鉄,鉛 (Pb)が検

出された (第 5。 6図 )。 微量元素は銅,亜鉛の不純物や土壌由来の元素と考えられる。

③ No3-1 引手金具 (写真3-1,第 3-1表 )

引手金具 1か らは,主に銅,鉄が検出された (第 7・ 8図 )。 鉄は部位により銅との相対強度が

異なること,部分的に鉄サビによる着色がみられることより土壌由来の可能性が高い。金色部分

①からは微量元素として金 (Au),銀 (Ag),ヒ 素 (As)が検出された (第 7図 )。 水銀は検出

されなかったが,鍍金または箔貼りされた可能性が高い。銀は金に含まれていたか銅の不純物の

可能性が高い。ヒ素は銅の不純物と考えられる。以上より銅板に飯金または箔貼りされた金具と

考えられる。

④ No3-2 引手金具 (写真 3-2・ 第3-2表 )

引手金具 2か らは,主 に銅,鉄が検出された。鉄はサビによる着色ムラがみられることより上壊

由来の可能性が高い (第 9・ 10図 )。 ヒ素は銅の不純物と考えられる。以上より鋼製品と考えら

れる。

No 3-1の引手金具で金,銀が検出されたため,鍍金または箔貼りされた可能性があると考え数

87



⑤

⑥

4 中尾新保谷内遺跡素都度出土金属製品の蛍光X線分析

箇所を分析 したが金,銀は検出されなかった。

No 4 鉄鍋把手 ?(写真 4・ 第 4表 )

鉄鍋把手 ?か らは,主 に鉄が検出された。鉄製である。微量元素としてチタン (Ti),ク ロム (Cr),

マンガン,ニ ッケル (Ni),銅 ,ヒ 素が検出された (第 ■～13図 )。 微量元素は鉄の不純物や土

壌由来の元素と考えられる。

*2つの穴を繋 ぐ様な紐状の物質が観察された (写真 4-1)。

No 5 輪状金属製品 (写真 5。 第 5表 )

輪状金属製品の湾曲した上面からは,主に鉄,チ タンが検出された。微量元素として銅,鉛が検

出された (第 14図 )。 しかし,側面は主に鉄で,チ タンは検出されなかった。微量元素としてク

ロム,マ ンガン,銅が検出された (第 15。 16図 )。 微量元素は鉄の不純物や土壌由来の元素と考

えられる。テタンの検出された箇所は側面に比べ錆や土壌の付着が少ないため本体の金属成分が

検出できたのか,狽1面 と材質が異なるのか確証することができなかった。そこで,側面の一部の

錆を取 り再度分析を行なったが検出元素は同様であった (第 17図 )。 上面はチタンコー トがなさ

れていた可能性が考えられる。

No 6 轡 (写真 6。 第 6表 )

轡からは,主に鉄が検出された。鉄製である。微量元素としてマンガン,銅 ,鉛が検出された (第

18・ 19図 )。 微量元素は鉄の不純物や土壌由来の元素と考えられる。

No 7 釣針状金属製品 (写真 7'第 7表 )

釣針状金属製品からは,主に鉄が検出された。鉄製である。微量元素として,ク ロム,マ ンガン
,

銅,鉛が検出された (第20・ 21図 )。 微量元素は鉄の不純物や土壌由来の元素と考えられる。

⑦

③

中尾新保谷内遺跡出上の金属製品のXRF分析結果

No 遺物名 主要元素 微量元素 備考

l 轡 Fe Iヽn,Cu・ Zn 鉄製

聾子 ? Cu・ Zn Fe'Pb 真鍮

3-1 引手金具 Fe・ Cu As・ Ag,Au 銅製・鍍金

3-2 引手金具 Fe・ Cu As 銅 製

鉄鍋把手 ? Fe Ti・ Cr・ Mn,Nl・ Cu As 鉄製

5
輪状金属製品・上部 Fe・ Ti Cu・ Pb 鉄製・チタン含有

輪状金属製品・下部 Fe Cr・ �ln,Cu 鉄製

轡 Fe hln・ Cu・ Pb 鉄製

7 釣針状金属製品 Fe Cr・ �ln,Cu・ Pb 鉄製
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写真 1 血 1轡のXRF分析箇所(a, bは表裏)

Ⅲ 中尾新保谷遺跡

①のXRFスペクトル視野 :[XY]6.60 4.95(llun)

①の試料像

第1図 ①の分析結果

②のXRFスペクトル視野 :[XY]6.60  4.95(llun)

②の試料像

第2図 ②の分析結果
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4 中尾新保谷内遺跡素都度出上金属製品の蛍光 X線升新

視野 :[XY]6.60  4.95(llllll)

③の試料像

第3図 ③の分析結果

視野 :[XY]6.60 4,95(llull)

④の試料像

第4図 ①の分析結果

③のXRFス ペクトル

④のXRFスペクトル

Z 元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(cps) ②(cps) ③(cps) ④(cps)

�ln マ ンガン Kα 5.73--6.06 18.000 45,946

Fe 鉄 Kα 6.23--6.57 2966.114 2476.239 1880。 151 2886.346

Cu 銅 Kα 7.86--8.22 2.940 8,974

Zn 亜鉛 Kα 8.45--8.82 6.201 52.127 2.194

第 1表 Nd l轡のXRF分析結果
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

a 内面

視野 :[XY]6.60  4.95(llull)

①の試料像

写真 2 血 2聾子 ?のXRF分析箇所

第5図 ①の分析結果

①のXRFス ペクトル

視野 :[XY]6.60 4.95(llull)

②の試料像 第6図 ②の分析結果

XRFスペク トル

Z 元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(c,s) ②(cps)

Fe 鉄 Kα 6.23--6.57 17.494 30.286

, Cu 銅 Kど 7.86--8.22 2841.243 2861.835

Zn 亜鉛 Kα 8,45--8。 82 300.596 323.718

82 鉛 Lα 10.34--10.74 4.109 4.536

第 2表 血 2肇子 ?のXRF分析結果
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4 中尾新保谷内遺跡素都度出土金属製品の蛍光X線分析

①(金色部分) b

血 3引手金具 1のXRF分析箇所(a, bは表裏)

a

写真 3-1

①のXRFス ペクトル視野 :[XY]6.60  4.95(null)

①の試料像
第7図 ①の分析結果

視野 :[XY]6.60  4.95(nul)

②の試料像
第8図 ②の分析結果

②のXRFス ペクトル

元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(cps) ②(cps)

Fe 鉄 Kα 6.23--6.57 536.871 1120.719

Cu 銅 Kα 7.86-8.22 2031.815 1639.736

As ヒ素 Kα 10.33--10.73

Ag 銀 Kα 21.84--22.36 3.513

Au 金 Lβ 11.28-11.68

第3-1表 Nα 3引 手金具 1のXRF分析結果

ν



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

②＼
＼ゝ

a                                               b

写真 3-2 Nα 3引 手金具 2のXRF分析箇所 (a:上から,bi横から)

視野 :[XY]6.60 4.95(lllm)

①の試料像

第9図 ①の分析結果

視野 :[XY]6.60  4.95(llull)

②の試料像

XRFス ペク トル

第10図 ②の分析結果

＼
、
「‐／ノ

①のXRFスペクトル

元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(cps) ②(cps)

Fe 鉄 Ka 6.23--6.57 131.369 101.845

Cu 銅 Kα 7.86--8.22 2138 706 2635,479

As ヒ素 Kα 1033--10,73

第 3-2表  No 3引 手金具 2のXRF分析結果
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4 中尾新保谷内遺跡素都度出土金属製品の蛍光 X線分析

写真 4 Nα 4鉄鍋把手 ?のXRF分析箇所(a, bは表裏)

視野 :[XY]6.60 4,95(llull)

①の試料像 第11図 ①の分析結果

②の試料像 第12図 ②の分析結果

視野 :[XY]6.60  4,95(mm)

③の試料像

/ア

ノ

①のXRFス ペクトル

視野 :[XY]6.60 4,95(lnal) ②のXRFス ペクトル

③のXRFス ペクトル

%

第13図 ③の分析結果



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

Z 元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(cps) ②(cps) ③(cps)

Ti チタン Kα 4.35--4.66 14.265

24 Cr クロム Kα 5.25--5.57 41.576 37.260

Mュ マンガン Kα 5.73--6.06 48.779 41.682 58.911

Fe 鉄 Kα 6.23--6.57 2089.038 2628.977 2331.373

NI ニッケル Kα 7.30--7.65 5.138 4.771

Cu 銅 Ka 7.86--3.22 11.759 6.842

As ヒ素 Kα 10.33--10。 73 12.647 4.532 2.959

第 4表 Nα 4鉄鍋把手 ?のXRF分析結果

写真 4-1 組状物質のマイクロスコープ像

a サビ取り前                      b サビ除去後

写真 5 Nα 5輪状金属製品のXRF分析箇所

視野 :[XY]6.60  4.95(llull)

①の試料像
第14図 ①の分析結果

①のXRFスペクトル
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4 中尾新保谷内遺跡素都度出上金属製品の蛍光X線分析

視野 :[XY]6.60 4.95(mln)

②の試料像
第15図 ②の分析結果

視野 :[XY]6.60 4.95(mln)

③の試料像
第16図 ③の分析結果

視野 :[XY]6.60  4.95(mlrl)

④の試料像
第17図 ①の分析結果

②のXRFス ペク トル

①のXRFス ペクトル

④のXRFス ペクトル

Z 元素 元素名 ライン ROI (keV) ①(cps) ②(cps) ③(cps) ④(cps)

Ti チタン Kα 4.35--4.66 484.211

Cr クロム Kα 5.25--5.57 13.592

Mn マンガン Kα 5,73--6.06 20 876 23.138 21.194

Fe 鉄 Kα 6.23--6.57 1971 758 2703,449 2793,796 2738 412

Cu 銅 Kα 7.86--8.22 14.824

鉛 Lα 10.34--10 74 13.322

第 5表 Nα 5輪状金属製品のXRF分析結果
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

a 上面 b 側面

視野 :[XY]6.60  4.95(llull)

①の試料像

写真 6 Nα 6轡のXRF分析箇所

第18図 ①の分析結果

視野 :[XY]6.60  4.95(lull)

②の試料像 第19図 ②の分析結果

①のXRFスペクトル

②のXRFス ペクトル

Z 元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(cps) ②(cps)

WIn マ ンガン Kα 5,73--6.06 24 915 33.816

Fe 鉄 Kα 6.23-6.57 2559.718 2415 339

Cu 銅 Kα 7.86--8.22

Pb 鉛 Lα 10.34--10,74

第 6表 Nα 6轡のXRF分析結果
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5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

視野 :[XY]6.60  4.95(llull)

①の試料像

蠍

②

写真 ア Nα 7鉤針状金属製品のXRF分析箇所

第20図 ①の分析結果

視野 :[XY]6.60 4.95(llull)

②の試料像
第21図 ②の分析結果

①のXRFスペクトル

②のXRFス ペクトル

Z 元素 元素名 ライン ROI(keV) ①(cps) ②(cps)

24 Cr クロム Ka 5.25--5.57 10.511 9.617

A/1n マンガン Kα 5.73--6.06 32.349

Fe 鉄 Kα 6.23--6.57 2725,688 2493.950

Cu 銅 Kα 7.86-8,22 12.796 11.965

82 Pb 鉛 La 10.34-10,74 6296 34.542

第 7表 Nα 7鉤針状金属製品のXRF分析結果
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

財団法人元興寺文化財研究所

九州テクノリサーチ・TACセ ンター 大澤正己・鈴木瑞穂

(1)い きさつ

能越自動車道建設に伴う関連遺跡の発掘調査の結果,氷見市に所在する中尾新保谷内遣跡では,近

世の包含層から複数鉄製品が出土した。

これら出土鉄製品の始発原料の性状や,鉄器製作技術の検討を行うため,金属学的調査を実施する

逗びとなった。

(2)調査方法

A 供試材

第 1表に示す。鉄製品 4点の調査を行った。

B 調査項目

1)肉眼観察

遺物の外観上の所見を記載 した。

2)マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察 した組織であるが,本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を低倍

率で撮影 したものを指す。当調査は顕微鏡検査によるよりも,広 い範囲にわたって,組織の分布状態 ,

形状,大 きさなどの観察ができる利点がある。

3)顕微鏡組織

鉱淳の鉱物組成,金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。

試料観察面を設定 。切 り出し後,試験片は樹脂に埋込み,エメリー研磨紙の#150,#240,#320,

#600,#1000,及 びダイヤモンド粒子の3μ とlμ で鏡面研磨 した。

また観察には金属反射顕微鏡を用い,特徴的・代表的な視野を選択 して,写真撮影を行った。なお

金属鉄の調査では 5%ナ イタル (硝酸アルコール液)を腐食 (Etching)に 用いた。

4)ビ ッカース断面硬度

ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness Tester)を 用いて,淳中の晶出物および金属鉄部の硬

さ測定を実施 した。

試験は鏡面研磨 した試料に136° の頂角をもったダイヤモンドを押 し込み,その時に生 じた窪みの面

積をもって,その荷重を除した商を硬度値 としている。試料は顕微鏡用を併用 し,荷重は200gfで測

定 した。

5)EPMA(Electron Probe Micro Analyzer)調 査

鉄中非金属介在物の組成調査を目的とする。

試料面 (顕微鏡試料併用)に真空中で電子線を照射 し,発生する特性X線を分光後に画像化 し定性

的な結果を得る。更に標準試料 とX線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理 してデータ

解析を行う方法である。

反射電子像 (COMP)は,調査面の組成の違いを明度で表示するものである。重い元素で構成され

る物質ほど明るく,軽い元素で構成される物質ほど暗い色調で示される。これを利用 して組成の違い

を確認後,定量分析を実施 している。
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5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

(3)調査結果

血 1:馬鍬の歯 (遺物番号:478)

1)肉眼観察 :馬鍬の歯と推測されるほぼ完形の鉄製品である。頭部がやや広がりを持って成形され

ている。体部はやや偏平な棒状を呈する。表面は責褐色の土砂や茶褐色銹化物で覆われる。

2)マクロ組織 :図版 l①に示す。観察位置は体部横断面 (約 1/2)で,左側が側面表層部にあたる。

また金属鉄部は 50/0ナ イタルで腐食している。写真右下部分は高炭素域で,パ ーライト (Pearlite)

の面積率が高いため黒色を呈する。その他の部分は白色のフェライト (Ferrite:α 鉄)主体の低炭

素域である。

3)顕微鏡組織 :図版 l②～⑥に示す。②中央の暗色部は,鍛打により展伸した形状の非金属介在物で

ある。白色粒状結晶ウスタイト(Wustite i FeO)が ,素地の暗黒色ガラス質津中に晶出する。鉄材の

酸化物と鍛接材の溶融物からなる介在物と推定される。なお鉱物組成はEPMA調査の項で詳述する。

③～⑥はマクロ写真右側の金属鉄部拡大である。上側は亜共析 (<0。 770/OC)組織である。パーラ

イトの面積率から,炭素含有量は0.20/O前後と推定される。また下側は共析組織を呈しており,炭素

含有量は最大0,80/O程度と判断される。

4)ビ ッカース断面硬度 :図版 l④～⑥の金属鉄部の硬度を測定した。硬度値は上側から④129Hv,

⑤156Hv,⑥209Hvであった。炭素含有量の増加に伴った,硬度の上昇が確認される。

5)EPMA調査 :図版 5の 1段 目に非金属介在物の反射電子像 (COMP)を 示す。 1の微小粒状結

晶の定量分析値は100。 1%FeOで ,ウスタイト (Wusite:FeO)で ある。 2の ガラス質部分の定量分

析値は38。 1%Si02~7.40/O A1203~11・ 8%CaO-1.60/OMgO-5。 10/O K20~22P205T34.10/OFeOで あつた。

フアイヤライト (Fayalite:2FeO oSi02)微 結晶の影響か,比較的鉄分 (FeO)の 高い値を示した。

また燐分 (P)も 高値傾向を示す。

さらにもう1個所,非金属介在物の分析調査を実施した。図版 5の 2段 目に反射電子像を示す。 3

の粒状結晶は100,80/O FeOで ,やはリウスタイト (Wustite:FeO)である。4のガラス質部分の定量

分析値は37.8%Si02~8.50/O A1203~8.3%CaO-1.7%MgO-4.80/O K20~2,80/O P205~37.90/O FeOで

あった。上述の介在物の素地部分と酷似する組成であった。

当資料は炭素含有量の異なる鉄材を用いて作 られた鍛造品と判断される。λ素含有量の異なる廃

鉄器を,複数鉄素材 として鍛打成形 した可能性も考えられる。

血 2:馬鍬の歯 (遺物番号14孵 )

1)肉眼観察 :No lと 酷似 した,馬鍬の歯と推測される鉄製品である。頭部がやや広が りを持って成

形されてお り,体部はやや偏平な棒状を呈する。また表面は黄褐色の土砂や茶褐色銹化物で覆われ,

先端部は銹化に伴い欠損 している。

2)マ クロ組織 :図版 2①に示す。観察位置は体部横断面 (約 1/2)で ,左側が側面表層部である。

金属鉄部は50/Oナ イタルで腐食している。断面層状の濃淡は,折 り返し鍛錬に伴う痕跡である。

3)顕微鏡組織 :図版 2②～⑥に示す。②中央は鍛打に伴い展伸した非金属介在物である。介在物の

鉱物組成に関しては,EPMA調査の頂で詳述する。

③～⑥はマクロ写真右側の金属鉄部の拡大である。低炭素域(白 色部)と 高炭素域(黒色部)が互層

をなしている。低炭素域はほとんど炭素を含まないフェライト単相の組織,高炭素域はパーライト素

地に針状フェライトが析出する亜共析組織を呈する。この金属組織から,炭素含有量は最大で0.60/O

程度と判断される。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

4)ビ ッカース断面硬度 :図版 2④～⑥の金属鉄部の硬度を測定した。硬度値は比較的高炭素域は

④173Hv,⑥185Hv,低炭素域の⑤は90Hvであった。炭素含有量と結晶粒度を反映した値といえる。

5)EPMA調査 :図版 5の 3段目に鉄中非金属介在物の反射電子像(COMP)を示す。5の淡掲色片状結

晶の定量分析値は50,7%Ti02~7.4%FeO-2.1%V203~1・ 30/OMnO-1,1%Zr02~26.60/O Si02~9・ 60/O

A1203~1・ 70/O CaO-2.30/O MgO-2.7%K20で あつた。珪酸分(Si02)以下は周囲のガラス質淳の影響を

受けた可能性が高い。結晶は本来酸化チタン(Ti02)主 体で,ル テル(Rutile:Ti02)に 近い組成と推測さ

れる。砂鉄を高温製錬した際の晶癖であるに1)。
また6の ガラス質淳部分の定量分析値は58,1%Si02

-16.5%A1203~4.7%CaO-6.10/O K20~7.5%Ti02~3.5%FeO-1.60/O MnO-1.1%Zr02で あつたO

ガラス質部分にもチタン(Ti),鉄 (Fe),ジ ルコニウム(Zr)な ど製鉄原料の砂鉄起源の成分が微量検

出された。

さらにもう1個所,鉄中非金属介在物の調査を実施した。図版 5の 4段目に鉄中非金属介在物の

反射電子像を示す。7の淡灰色微小結晶の定量分析値は70。 90/O FeO-29,70/O Si02で あつた0フ ァイヤラ

イト(Fayalite:2FeO'Si02)に 同定される。また8の 白色粒状結晶の定量分析値は100,70/O FeO-2.1%

Ti02で あつた0ウ スタイト(Wustite:FeO)に 同定される。なお砂鉄起源のチタンを微量固溶している。

当資料は炭素含有量の異なる鉄素材を,折 り返し鍛錬して作られた鉄製品と判断される。また非

金属介在物の鉱物組成から,鉄素材の始発原料は砂鉄であったと推定される。

h3:轡 (遺物番号:4κ )

1)肉眼観察 :輪形 5 cm強 の環状部と,両端に環状の結節部を設けた棒状部が 2個連結した,鉄製の

轡である。表面にはごく薄く淡褐色の土砂が付着しており,茶褐色の鉄銹化物に覆われる。

2)マ クロ組織 :図版 3①に示す。棒状部中央の横断面 (1/2弱 )で,右側が側面表層部である。金

属鉄部は5%ナ イタルで腐食している。素地の白色部は低炭素域で,ほ とんど吸戊していないフェラ

イト単相の組織である。一方写真上側の黒色部は高炭素域で,パ ーライト主体の亜共析組織を呈する。

3)顕微鏡組織 :図版 3②～⑦に示す。②中央は鍛打に伴い展伸した非金属介在物である。介在物の

鉱物組成に関しては,EPMA調査の項で詳述する。

③～⑥はマクロ写真中央上面寄り部分の拡大である。③左下の白色部はフェライト単相の組織,右

上の黒色部は亜共析組織を呈する。高炭素域は最大0.70/O程度の炭素含有量の鋼と判断される。また

⑦はマクロ写真下端部中央付近の拡大である。フェライト単相の組織を呈する。

4)ビ ッカース断面硬度 :図版 3④～⑦の金属鉄部の硬度を測定した。素地部分の低炭素域 (フ ェラ

イト単相)硬度値は④が94Hv,⑦78Hvと 軟質であった。また⑥の高炭素域の硬度値は241Hvと 硬質で
,

その中間部分の⑤の硬度値は■3Hvであった。それぞれ組織に見合った値である。

5)EPMA調査 :図版 6の 1段 目に,大型の鉄中非金属介在物の反射電子像 (COMP)を 示す。 9

の白色粒状結晶の定量分析値は100.10/。 FeO-1.5%Ti02で あつた0ウ スタイト (Wusite:FeO)に

同定される。さらに砂鉄起源のチタンを微量固溶している。11淡灰色微小結晶の定量分析値60。 9

0/O FeO-32.4%Si02で あつた0フ ァイヤライト(Fayalite:2FeO oSi02)に 同定される。また10の ガラ

ス質部分の定量分析値は38.5%Si02~16.0%A1203~8。 90/O CaO-7.50/O K20~1・ 70/O P205~24.00/O FeO

であった。素地部分でも鉄分 (FeO)の高い値を示した。また燐分 (P)も 高値傾向を示している。

当資料も炭素含有量の異なる鉄材を用いて作られた鍛造品と判断される。また非金属介在物の鉱物

組成から,馬鍬の歯 (No 2)と 同様,鉄素材の始発原料は砂鉄であったと推定される。

h4:釣状鉄製品 (遺物番号:482)

1)肉眼観察 :「 し」の字状の釣状鉄製品である。釣部は最大1.5cm程の幅を持つ。また反対側の端部

注 l J BMac chesney and A Murau:ARettCan MineralodSt,46(1961),572
〔イルミナイト(Xmenhe:FeO Ti02),シ ュードブルーカイト(PseudobЮ okite:FttOs Ti02),ル チル (Rudle:Ti02)の 晶出はFeO― Ti02二 元平衡状態図 (103ペ ージ参1宝 )

から高温化繰業力NIt定される。〕



5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

は約 541n程 と先細 りで,釣部 とは逆方向に曲っている。

2)マ クロ組織 :図版 4①に示す。釣部内側の横断面 (1/2弱 )で,右側が側面表層部である。細長

い展伸状の非金属介在物が多数層状に分布する。また金属鉄部は 50/0ナ イタルで腐食したところ,層

状の濃淡 (フ ェライト単相～亜共析組織)が確認された。多数回折り返し鍛錬を施した鍛造品である。

3)顕微鏡組織 :図版 4②～③に示す。②中央は鍛打に伴い展伸した非金属介在物である。介在物の

鉱物組成に関しては,EPMA調査の頂で詳述する。

③～③は金属鉄部の拡大である。炭素をほとんど含まないフェライト単相の組織部分と,少量黒色

層状のパーライトが析出する亜共析組織が互層をなしている。炭素含有量は最大0,40/O程度と推測さ

れるが,⑤・⑥に示すように局部的なものである。全体的には0.20/O以下の軟鉄と判断される。

4)ビ ッカース断面硬度 :図版 4④・⑥・③の金属鉄部の硬度を測定した。亜共析組織部分の④は

172 Hv,⑥ が189Hvで あった。また比較的大型のフェライト粒が晶出する①の硬度値は103Hvで あっ

た。それぞれ組織に見合った値といえる。

5)EPMA調査 :図版 6の 2段目に非金属介在物の反射電子像 (COMP)を 示す。20の淡灰色木ず

れ状結晶の定量分析値は65,0%FeO-31.7%Si02で あつた0フ ァイヤライト (Fayalite:2FeO oSi02)

に同定される。また21の ガラス質部分の定量分析値は37.5%Si02~23.0%A1203~2。 90/O CaO-4.0

0/O K20~31.40/O FeO-1.80/O Ti02で あつた0微量チタン (Ti02)を固溶する。

もう1個所,図版 6の 3段 目に非金属介在物の反射電子像を示す。 22の 白色粒状結晶の定量分析

値は103.70/O FeOであった。ウスタイト(Wustite i FeO)に 同定される。24の 淡灰色微小結晶の定量分

析値は66.80/O FeO-32.50/O Si02で あつたOフ ァイヤライト(Fayalite i 2FeO'Si02)に 同定される。ま

た23の ガラス質部分の定量分析値は41.3%Si02~12.90/O A1203~9・ 1°/O CaO-9.50/O K20~1・ 1%Na20

-26.60/O FeO-2.40/O P205であつた。素地部分でも鉄分(FeO)の 高い値を示した。また燐分(P)も 高

値傾向を示している。

以上の調査の結果,当資料は軟鉄 (低炭素銅)を折り返し鍛錬して作られた鉄製品である。また

介在物中には微量チタン (Ti02)が検出されたため,始発原料は砂鉄の可能性が高いと考えられる。

(4)ま とめ

能越自動車道建設に伴い発掘調査が行われた,中尾新保谷内遺跡の近世包含層から出土した鉄製品

4点 を分析した結果,次の点が明らかとなった。

(1〉 馬鍬の歯 (No l,2),轡 (No 3)は ,炭素含有量の異なる鉄素材を鍛接ないし粗く折り返し

鍛錬した鉄製品であった。強度と靭性を兼ね備えた製品を作るために,地金 (軟鉄)と 刃金 (銅 )

の双方を利用したものと推定される。ただし横断面での両者の配置は不均―で,特に意図的な分

配がなされていたとは考え難い。

また釣状鉄製品 (No 4)は 多数回折り返し鍛錬を施した鍛造品と推定される。また帯状に若干

炭素含有量の高い領域が確認されるが,全体に炭素含有量は低めであった。あまり硬度が要求さ

れない製品であつたものと推察される。

(2〉 出土鉄製品 (No l～ 4)中 には,鍛打により展伸した形状の大型非金属介在物が多数分布する。

これらは主に鉄素材の酸化物と鍛接剤 (粘土汁・藁灰など)の溶融物で構成されており,熱間で

の鍛冶加工時の反応副生物と推定される。

ただしNo 2～ 4の非金属介在物から,通常砂鉄に含まれるチタン (Ti02)の影響が確認され,

砂鉄を始発 (製鉄)と する鉄素材が用いられたことが明らかになった。

ヱ92
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

∇V:Wustite(FeO), F:Fayalite(2FcO・ Si02), R:Rutlle(Ti02)第 2表 出土遺物の調査結果のまとめ

>折 lNc 遺跡名 出上位置 遺物名称 宣物番電

計 測 値

メタ,レ 度

調 査 項 目

備考
大きさ(m) 釜

⑭
マクロ

組織

鏡微

織

顕

組

ビッヵ―ス

断面硬度

線

折

Ｘ

回
EPMA 化学分析 耐火度 カロリー

1 中尾新保
谷内

X29Y43Ⅱ層 馬鍬の歯 :r密 186× 22X4 特L(☆ ) ○ ○ ○ ○

2 X46Y硝 Ⅱ層 馬鍬の歯 ヱを知 178X25× 5 679( 帝L(☆ ) ○ ○ O ○

3 X40Y64Ⅱ層 轡 1を密 180× 52X13 120.5′ 特L(☆ ) ○ ○ ○ O

4

SG5702

X56Y60
ピート層 ((勧冒)

鉤状鉄製
ヱを∂ワ 190X160X12 特L(☆ ) ○ ○ ○ ○

第 1表 供試材の履歴と調査項目

分析h 遺跡名 出上位置 遺物名駒 遺物番号 顕 微 鏡 組 織 所 見

1
中尾新保

谷内
X29Y431層 馬鍬の歯 ヱr密

介在物 :WttF,

金属鉄部 :亜共析組織～共析組織

炭素合有量の異なる複数の鉄素材を鍛打成形した

鍛造品 (C iO.1～ 0.8%偏析大)

2 漁鉛Y64Ⅱ 層 馬鍬の歯 :479
介在物 :R,W(T触 量固溶)十F,

金属鉄部 :フ ェライト単相～亜共析組織

炭素含有量の異なる複数の鉄素材を折り返し鍛錬した

鍛造品 (C:0.1以下～0.6%,層 状偏析),

始発 (製鉄)原料 :高 チタン砂鉄,高温製錬

3 漁ωY64 Ⅱ層 轡 :4孵
介在物 :W(Tイ跛量固溶)十F,

金属鉄部 :フ ェライト単相～亜共析組織

戻素含有量の異なる複数の鉄素材を銀打成形した

鍛造品 (C:01以下～0.7%偏析大),

始発 (製鉄)原料 :砂鉄

4

SG5紹Э2
X56Y60
ピート層憔功詈)

鉤状鉄製
IF謬

介在物 :F(素地部分微量Ti固溶),W+F,
金属鉄部 :フ ェライト単相～亜共析組織

軟鉄主体の鍛造製品

(局部的にやや炭素量の高い領域あり,C:01以下～04%),

多数回折り返し鍛錬痕跡残存,始発(製鉄)原料 :砂鉄

=03



5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

図版 1 馬鍬の歯の顕微鏡組織 (90%縮打・tS載 )

ヱ04



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

図版 2 馬鍬の歯の顕微鏡組織 (90%縮1哨載)
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No.3 轡
①×10マ クロ組織,ナイタルetch,

②×400 鉄中非金属介在物

③～⑦金属鉄部,ナイタルetch

③×50①中央上側寄り拡大

左下白色部:低炭素域,フ ェライト単相,

右上黒色部:高炭素域,亜共析組織,

①～⑥×200,③ の拡大,硬度 :①94

Hv,⑤ l13Hv,⑥ 241 Hv(200gf)

⑦×200①下側中央部,フ ェライト単

本日, 硬度 :78Hv(200gf)

③～⑤
撮影位置

⑦
撮影位置

″

，お　　陣が　　　一

鶴 ,

， 軽鑢

図版 3 轡の顕微鏡組織 00%縮可明載)

5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

②

③

⑤④

⑦⑥

①

ヱOδ



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

①No4 鉤状鉄製品

①×10マ クロ組織,ナイタルetch

②×400 鉄中非金属介在物

③～③金属鉄部,ナイタルetch

③×60④×200上側高炭素域拡大フェ

ライト 単層～亜共析組織,

硬度 :172Hv

⑤×50⑥X200 同上 (中央:帯 状高炭

素域 )

硬度:189Hv ⑦×50③×200下側,

フェライト結晶粒粗大化部分拡大

硬度 :103Hv,(200gf)

③④撮影位置

⑤⑥撮影位置

②⑥撮影位置

偽

部
や

図版 4 鉤状鉄製品の顕微鏡組織 (90%縮可・tS載 )

②

④③

⑥⑤

③⑦

ヱθ7



5 中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査

COK/1P

×800

No.1-1

Element      1      2
F          ―     ―

Na20        ~     ~
Mg0          0 843     1 551
A必09       0412    7387
Si02           0 697    38 109
K20       ~   5069
Ca0         0 157    11 756
S             0026     0257
P205             ~     2169
Ti02          0 265     0.197
Cr20a       0 043    0 011
Mn0          0 083     0 135
Fe0         100 129    34 064
Zr02          ~      ~
Cu0        0 044      -
V209        0 110    o o35
As205       0 050      -
Tota1        102 853   100 676

COA/1P

×800

No.1-2

Element      3      4
F          一     ―

Na20        ~     ~
Mg0       0 358    1 674
Att09        0 454    8 477
Si02           0 210    37 771
K20       -   4793
CaO           -     8289
S               ―-     0184

P205          0020     2758
Ti02          0 290     0 079
CL09       -     ―

Mn0          0 050     0 129
Fe0         100 813    37 890
Zr02          0 034     0 047
CuO        ―     ―

V200       0180      -
As205       0 013    0 058
Tota1        102 922   102 103

COA/1P

×1200

No2-1

ヽ

ヽ
1,   と

Element      5      6
F             o lo6        -
Na20          0 040     0.606
Mg0          2 335     0 972
AttOs       9 642   16 478
SiO之       26624   58086
K20       2659   6098
Ca0        1 699    4 749
S               -     0027
P205            ~     0・ 016
Ti02         50 714     7 451
Cr203       0 059    0 036
Mn0          1 261      1 561
Fe0           7 396     3 474
Zr02        1 111    1 084
CuO            -     0084
V203      2141   0051
As205       0 089       -
Tota1        lo5,831    100766

COA/1P

×800

No2-2

Ｇ
予

》

夢

Element         7         8
F         ―     ―

Na20        ~     ~
Mg0       0 801    0 066
Att03         0 951     0 646
Si02         29 678     0 314
K20       0049      -
Ca0       0 590      -
S         ―     ―

P205          0194     0124
Ti02          0 234     2 089
Cr203         ~    0009
Mn0       0 133    0 032
Fe0          70 782   100 686
Zr02         0 012     0 314
CuO        ―     一

V20S         0019     o o81
As205        ~   0079
Tota1        lo3 533   104 260

図版 5 EPMA調査結果 僧0%縮打哨載)
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COA/1P

×1000

No.3

Element      9     10     11
F          ―     ―     一

Na20      0 321    0 604     -
Mg0          0 177     0 214     1 248
A1208          0・ 599    16010     3992
SiO之           0502    38.500    32355
K20             ~~     7466     1643
Ca0          0 029     8 924     2 744
S                ―-     0,091      0036

P205             ~~      1.725     0584
Ti02           1・ 545     0964     0380
Cr203         0 039     0 028     0 030
Mn0          0 073     0 085     0 233
Fe0         100 070    24.044    60.928
ZrO,          0190        --     0130
Cu0       0.056      -    0,038
V203      0099     ~     ~
As205        ~     ~     ~
Tota1        103 700    98 632   104 332

COWIP
X1000

No.4-1

Element        20       21
F         ―     ―

Na20         0 134     0 586
Mg0          1 284     0.136
Att03        3 262   22 964
Si02         31 709    37.453
K20        0090    3971
Ca0         0 667    2 947
S             0086     0498
P20S          0391      0955
Ti02        0 372    1 781
Cr201        0 054    0 061
Mn0          0.036     0001
Fe0          64 987    31 385
Zr02      0・ 036     -
CuO        -   0012
V208        0025    0124
As205        0 044       -
Tota1        103 156   102 750

COWIP
×600

No.4-2

Element        22        23        24
F         ―     ―     ―

Na20        -   1121     -
Mg0          0 187     0 047     1 643
A120。           0347    12934     0,933
Si02           0 227    41 308    32 509
K20          ~    9462    0095
CaO           -    9105     2388
S                ―-     0361      0004
P20S             ~~     2.426     0,158
Ti02           0 133     0 060     0 024
Cr20s         -    0,057    0.005
Mn0          0 055     0 032     0 153
Fe0         103.685    26639    66.815
ZrO£           ―-    0071    0130
Cu0          0.035     0.039     0043
V203        ~     ~   0006
As205         ~      ~      ~
Tota1        104 669   103.572   104905

図版 6 EPMA調査結果 00%縮イ明載)

Ⅲ 中尾新保谷遺跡
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6 中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定 (AMSeβ 線測定)

株式会社加速器分析研究所

(1)遺跡の位置

中尾新保谷内遺跡は,富山県氷見市中尾 (北緯36° 51′ 04″ ,東経136° 57′ 00〃 )に所在する。

(2)遺跡の立地

中尾新保谷内遺跡は上庄川流域に開けた上庄谷平野南縁の平野部から丘陵裾部にかけて立地する

(標高約5.5m)。 中世の遺構検出面がⅢ層,中世・古代の遺構検出面がⅣ層である。調査において,

Ⅲ層までに攪乱が多いことから,Ⅳ層を遺構確認面としている。

(3)測定の意義

主な測定試料は,柱材や木製品である。放射性炭素年代測定によって,遺物と遺構の年代を明らか

にすることが目的である。

(4)測定対象試料

柱材・板材に関しては,可能な限り年輪の外側から必要量の試料を採取した。木製品については
,

加工痕,塗料 (漆)のある部分を避けて,資料的価値を極力失わないようにしながら,可能なものに

関しては年輪の外側部分から必要量を採取した。木製遺物は,湿つた状態あるいは水漬けの状態で保

管されていた。中尾新保谷内遺跡では,Bl～ 4。 C,DoE地 区から検出した遺構出土試料50点が

測定された (IAAA-60268～ 60282,IAA-964～ 998)。 AMS法 による測定試料はIAAA-60268

～60282, β線計数法による測定試料はIAA-964～ 998である。

(5)AMS法 による測定

A 化学処理工程

1)メ ス・ピンセットを使い,根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処 理。酸処理,アルカリ処理,酸処理により内面的な不純物を取り除

く。最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後,超純水で中性にな

るまで希釈する。アルカリ処理では0,001～ lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数

時間処理する。その後,超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )

を用いて数時間処理する。その後,超純水で中性になるまで希釈する。その後,90℃ で乾燥する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め,真空下で封じ切り,500℃ で30分 ,850℃ で2時間加熱す

る。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し,真空ラインで二酸化災素 (C02)を精

製する。

5)精製した二酸化λ素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (還元)し,グラフアイトを作製する。

6)グラフアイ トを内径 l Hlmの カソー ドにハンドプレス機で詰め,それをホイールにはめ込み,加速

器に装着 し測定する。

B 測定方法

測定機器は,3MVタ ンデム加速器をベースとした
望
c―AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。134イ固の試料が装填できる。測定では,米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸

(HOxⅡ )を標準試料 とする。この標準試料 とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また
,

加速器により
路
C/ワCの測定も同時に行う。
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Ⅲ 中尾新保谷遺跡

C 算出方法

1)年代値の算出には,Libbyの 半減期5568± 30年を使用した。

2)BP年代値は,過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定して測定された,1950年

を基準年として遡る放射性炭素年代である。

3)付記した誤差は,次のように算出した。

複数回の測定値について, χ
2検

定を行い測定値が 1つの母集団とみなせる場合には測定値の統

計誤差から求めた値を用い,みなせない場合には標準誤差を用いる。

4)δ 13cの
値は,通常は質量分析計を用いて測定するが,AMS測定の場合に同時に測定されるδ13c

の値を用いることもある。

δ
l℃

補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は,いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

づ
14c〓 [(14As-14AR)/14AR]X1000     (1)

δ
13c=[(13As-13APDB)/13APDB]X1000   (2)

ここで,14As:試料炭素の14c濃
度 :(14c/12c)sま たは(14c/13c)s

14AR:標
準現代え素のXC濃

度 :(14c/12c)Rま たは (14c/1℃ )R

δ
13cは

,質量分析計を用いて試料炭素の1℃
濃度 (13As=13c/12c)を 測定し,PDB(白亜紀

のベレムナイト (矢石)類の化石)の値を基準として,それからのずれを計算した。但し,加速

器により測定中に同時に
13c/12cを

測定し,標準試料の測定値との比較から算出したδ
13cを

用い

ることもある。この場合には表中に 〔加速器〕と注記する。

また,△
14cは ,試料炭素がδ13c=_25.0(%。 )であるとしたときの14c濃

度 (14AN)イこ換算

した上で計算した値である。(1)式の14c濃
度を,が

お
Cの測定値をもとに次式のように換算する。

14AN〓 14As X(0。 975/(1+δ 13c/1000))2(14Asと
して14c/12cを

使用するとき)

または

=14As X O。 975/(1+δ 13c/1000))(14▲
sと して14c/13cを

使用するとき)

△ユ4c〓 [(14AN~14AR)/14AR]X1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については,海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭

酸ガス中の濃度と異なるため,同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。

多くの場合,同位体補正をしないδ14cに
相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のも

のと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

14c濃
度の現代え素に対する割合のもう一つの表記として,pMC(percent Modern Carbon)

がよく使われており,△
14cと の関係は次のようになる。

△14c〓 (pMC/100-1)X1000(%o)
pMc〓 △

14c/10+100(%)

国際的な取 り決めにより,こ の△14cぁ るいはpMCに より,放射性炭素年代 (ConventiOn』

Radiocarbon Age;yrBP)が 次のように計算される。

T= -8033 X ln[(△ 14c//1000)+ 1]

〓 -8033× In (pヽIC//100)

5)14c年代値と誤差は, 1桁目を四捨五入して10年単位で表示する。



6 中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定 (AMS,β 線測定 )

(6)′ 線計数法 による測定

β線計数法は
14cが

放射壊変する際に発生するβ線を計数 し年代値を算出する方法である。発生す

るβ線の数は崩壊前のもともとの同位元素の数に比例 し,半減期に反比例する。この原理を元に年代

を算出する。試料を一連の化学反応によリアセチレン化 したのち,気体比例計数管に充填 して測定す

る。また,同位体補正は,ア セチレンを二酸化炭素に変換 したのち質量分析計 (Opima)に よりδ

硝
Cを 測定し補正する。処理工程の概要は以下の通 りである。

A 試料の化学処理 (ア ルカリ・酸処理)

試料中の付着物を除去 し,目 的物を得る。ピンセットなどにより表面的な不純物を取 り除いた後 ,

アルカリ。酸処理によって内面的な不純物を除去する。処理方法は試料の性質・形状によって異なる。

B 気体比例計数管によるβ線計数測定

1)試料中の炭素を酸化燃焼により炭酸ガスに変換する。

2)ア ンモニア水に吸収させた炭酸ガスを炭酸カルシウムとして回収する。

(NH4)2C03+CaC12~→ CaC03+2NH4CI

3)炭酸カルシウムに過塩素酸 を加え,発生 した二酸化炭素 とリチウムを反応 させ,炭化 リチウムと

する。

CaC03+2HC104→ Ca(C104)2+C02+H20

10Li+2C02→ Li2C2+4Li20

4)λ化 リチウムと水 を反応 させてアセチ レンを発生 させ,測定に必要なアセチレンをフラスコ内に

回収する。

Li2C2+H20 → C2H2+Lも0

2Li tt H20~→  Li20+H2

5)生成 したアセチレンを精製 (蒸留)す る。

6)精製 したアセテレンを気体比例計数管に充填 し,アセチレンの
14cが

放射壊変する際に発生する

β線をカウントする。まず,ア セチレンガスをカウンターに充填する。コンピューターに測定条

件を入力 し, β線を計数する。最後にアセチレンガスを回収する。

C 同位体補正

1)δ 13cを
測定するために,ア セチレンを二酸化炭素に変換する。

2C2H2+502~→  4C02+2H20

2)同位体補正するため,質量分析計 (MS)1こ よりC02ガスのδ
13cを

測定する。

D 測定結果の表示方法

MCの
半減期は5568±30年 を使用 した。また,付記 した誤差はβ線の計数値の標準偏差 σに基づき

算出した数値であり,標準偏差 (lσ :ONE SIGMA)に 相当する年代である。試料のβ線計数率と

自然計数率の差が 2σ 以下のときは,3σ に相当する年代を下限の年代値 (記号>)と して表示する。

試料のβ線計数率と現在の標準炭素についての計数率との差が 2σ 以下のときには,Modernと 表示

する。

同位体比は標準偏差からのずれをパーミル (%。 )で表 した。 δ
14cの

値は,放射線の測定で求めた

試料炭素中のЙC濃度大と現在の炭素の標準の濃度 A(std)を 用いて, δ
14c=[(A―

A(std)/A(std)]

×1000 によって算出した。 δ
13cの

値は,試料炭素の略
C/12c原 子比を質量分析器で測定 し,標準に

PDB(ベ レムナイ ト化石)を用いて同様に算出した。

:=2
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△
14cは

試料炭素が δ
l℃

=-25。 0パ ーミルであったときの14c濃
度を計算 した値である。この濃度を

用いて,(貝 殻など海洋起源の試料を除き)表記のBP年代値が算出される。したがって,表記の年代

値は同位体効果による測定誤差を補正 した年代値 となる。

(7)測定結果

AMS測定の結果,中尾新保谷内遺跡出土の試料は,平安時代後期に相当する測定値が多い。それ

以外は,奈良時代 1点,平安時代前期 1点,鎌倉時代前半 4点 ,江戸時代中期 1点である。年代値を

見ると,奈良時代から鎌倉時代前半まで年代的な偏 りがない。共伴遺物から予想される年代は13

～14世紀であるが,測定年代値はそれに一致するか,若干古い値である。江戸時代中期の年代値を示

した錘 1点 (IAAA-60279)は ,共伴する出土遺物から16世紀前葉と推定されるが,測定年代とは隔

たりがある。Bl地区S D475か ら採取された試料は,奈良時代に相当する測定年代であり,遺構の

堆積時に,時間幅のある遺物が含まれたと考えられる。B2地区出土試料は,平安時代後期から鎌倉

時代前期に相当する測定年代であり,出土遺物等と比較しても妥当な年代である。C地区の井戸跡か

ら出上した遺物は,中世前半に属すると考えられているが,測定年代は平安時代後期から鎌倉時代前

期に相当し,妥当な測定年代である。

β線計数法により測定された試料は,大型の試料が多く,柱材が主体であったが,柱材や杭材の

測定で,Modemの 年代値となったものが多い。中尾新保谷内遺跡では,測定試料の多くは平安時代

から鎌倉時代に相当する測定年代である。AMSに よる測定結果とも整合する。少数の試料で,よ り

新しい測定年代となったことから,古代・中世以降も継続した遺跡であつたと考えられる。

測定試料は,可能な限り出土遺物にみられる年輪の外側から採取されたが,必ずしも年輪の最外

輪を測定されたのではないため,測定年代が実年代 (試料の活動停止年代)を若干遡る可能性のある

資料が多い点を考慮する必要がある。

【参考値 :暦年補正 Ra�ocarbon determinatlon】 【参考値 :暦年補正 Radlocarbon deterIIImatlon】
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±
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試
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場
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見
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尾

新
保
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跡
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6

試
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態
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木
片
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)

試
料
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号
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遺
物
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号
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δ
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加
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ざ
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27
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31
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試
料
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場

所
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見
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中
尾
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保
谷

内
遺
跡
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試
料

形
態
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木
片
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戸

狽
I横

棧
)

試
料

名
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号
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遺
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番
号
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“
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bb
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±
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遺
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遺
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0.
3

第
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β
線

計
数

法
に
よ

る
測
定

結
果

(1
)



Co
de
 N
o

試
料

BP
年

代
と
炭

素
の

同
位

体
比

IA
A-
97
1

試
料

採
取
場

所
:氷

見
市

中
尾
新
保

谷
内
遺

跡

SK
10
43

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料

番
号

: 
 N
o 
14

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
)i
  
 3
40
±

  
10
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
48
.9
±

 1
1.
3

δ
]3
c(
‰
) 
  
= 
-2
8.
4

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
42
.5
±

 1
1.
3

IA
A-
97
2

試
料

採
取

場
所

:水
見

市
中
尾

新
保
谷

内
遺

跡

SP
l1
98

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料

番
号
: 
 N
o 
15
  

遺
物
番

号
:王

骸
θ

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
24
0±

  
 9
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
35
,6
±

 1
0.
5

δ
13
c(
%。

) 
  
 =
 -
27
.8

△
14
c(
%c
) 
  
 =
 -
30
.3
±

 1
0.
5

IA
A-
97
3

試
料

採
取

場
所

:氷
見

市
中
尾
新

保
谷

内
遺
跡

SP
12
01

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料
呑

号
: 
 N
o 
16

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
71
0 

±
  
 9
0

δ
 l
lC
(‰

) 
  
= 
-8
4.
2±

 1
0,
7

δ
13
c(
%。

) 
  
 =
 -
24
.8

△
工
C(
‰
) 
  
 =
 -
84
.6
±

 1
0,
7

IA
A-
9盈

試
料
採

取
場

所
:氷

見
市

中
尾
新

保
谷

内
遺
跡

SP
13
18

試
料

形
態
: 
 

木
片

(礎
盤

)

試
料

番
号
: 
 N
o 
17
  

遺
物
番

号
:王

∂
ツ

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
 1
09
0±

  
90

δ
14
c(
%。
) 
  
 =
-1
26
.8
±

 9
.2

δ
ユ ℃

(‰
) 
  
= 
-2
5.
0

△
14
c(
%。
) 
  
 =
-1
27
.0
±

 9
.2

IA
A-
97
5

試
料

採
取

場
所

i氷
見

市
中
尾
新

県
谷

内
遺
跡

SP
13
48

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
 N
o 
19

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
93
0 

±
  
 7
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
-1
07
9±

 8
.2

δ
19
C(
%。

) 
  
  
=
 -
24
1

△
14
c(
‰
) 
  
=-
10
96
±

 8
2

IA
A-
97
6

試
料

採
取

場
所

:氷
見

市
中
尾

新
保

谷
内
遺
跡

SP
13
60

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
 N
o 
20

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
46
0 

±
  
10
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
52
.7
±

 1
16

δ
13
c(
%。

) 
  
 =
 
-2
3.
0

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
56
.6
±

 1
1.
6

IA
A-
97
7

試
料
採

取
場
所

:氷
見

市
中
尾
新
保

谷
内
遺
跡

SP
14
76

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料

番
号
: 
 N
o 
21
  

遺
物
番

号
:=
∂
∝

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
73
0 

±

δ
14
c(
%。
) 
  
 =
 -
23
9

δ
tt
C(
%。
) 
  
= 
-8
48
士

△
14
c(
%。
) 
  
 =
 -
87
0士

９
０ 　 　 　 　

，
４ 　 コ
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β
線

計
数

法
に
よ

る
測
定

結
果

(2
)

日 　 尋 嗣 当 弟 ¢ 肺 瑶
【 道

Co
de
 N
o

試
料

BP
年

代
と
炭

素
の

同
位
体

比

Iッ
Aゝ-
97
8

試
料

採
取
場
所

i氷
見

市
中
尾

新
保
谷

内
遺
跡

SP
3別

6

試
料

形
態
: 
 

木
片

(注
)

試
料

番
号

: 
 N
o 
22

Iヽo
de
rx
I

δ
14
c(
%。
) 
  
 =
  
 7
.9
±

 1
5.
5

δ
13
c(
%。
) 
  
 =
 -
28
.5

△
1℃

(‰
) 
  
= 
 1
4.
8±

 1
5.
5

IA
A-
97
9

試
料

採
取
場

所
:氷

見
市

中
尾

新
保

谷
内
遺
跡

SK
22
66

試
料

形
態
: 
 

木
片

(抗
)

試
料

番
号
: 
 N
o 
23
  

遺
物
番

号
:■
32
8

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
)i
  
 3
60
±

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
52
.1
 

士

δ
]3
c(
‰
) 
  
= 
-2
8,
9

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
44
7±

IA
A-
98
0

試
料

採
取
場

所
:氷

見
市

中
尾
新

保
谷

内
遺

跡

SP
20
82

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
 N
o 
24

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
92
0 

±
  
 7
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
-1
11
.8
±

 7
3

δ
ユ3
c(
%。

) 
  
  
= 
-2
6.
6

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
10
9.
1±

  
73

IA
A-
98
1

試
料
採

取
場
所

:氷
見
市

中
尾

新
保

谷
内
遺
跡

SP
30
75

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料

番
号

: 
 N
o 
25

江ヽ
od
er
コ

δ
ユ
C(
‰
) 
  
= 

処
.3
±

 1
2.
5

δ
13
c(
%。

) 
  
 =
 -
28
.7

△
14
c(
%。

) 
  
 =
  
31
.9
±

 1
25

IA
A-
98
2

試
料

採
取
場

所
:氷

見
市

中
尾
新

保
谷

内
遺
跡

SP
31
12

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
 N
o 
26

Iヽo
de
rn

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
  
24
.1
±

 1
49

δ
13
c(
%。

) 
  
  
= 
-2
7.
6

△
14
c(
‰
) 
  
= 
 2
9,
3±

 1
4.
9

IA
A-
98
3

試
料

採
取
場

所
:氷

見
市

中
尾

新
保

谷
内
遺
跡

SP
31
25

試
料

形
態
: 
 

木
片

(柱
)

試
料

番
号
: 
 N
o 
27

�
lo
de
rn

δ
14
c(
‰
) 
  
= 
 1
9.
0±

 1
63

δ
13
c(
%。

) 
  
  
= 
-2
81

△
14
c(
‰
) 
  
= 
 2
52
±

 1
6.
3

IA
ど

-ゝ9
84

試
料

採
取

場
所

:氷
見

市
中
尾

新
保

谷
内
遺

跡

SP
21
14

試
料

形
態
: 
 

木
片

(桂
)

試
料
番

号
: 
 N
o 
28

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
 1
13
0±

  
90

δ
14
c(
‰
) 
  
=-
12
9.
2±

 9
.9

δ
l℃

(‰
) 
  
= 
-2
3.
9

△
14
c(
%。
) 
  
 =
 -
13
1.
3±

  
99



Co
de
 N
o

試
料

BP
年

代
と
炭
素
の
同
位
体
比

IA
A-
98
5

試
料

採
取
場

所
: 

氷
見
市

中
尾

新
保
谷

内
遺

跡

SP
31
84

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
  
No
 2
9

�
lo
de
rn

δ
14
c(
‰
) 
  
= 
-1
.5
±

 1
5,
9

δ
13
c(
%。

) 
  
 =
 -
27
0

△
14
c(
%。

) 
  
 =
  
 2
3±

 1
5,
9

IA
A-
98
6

試
料

採
取
場
所

: 
氷

見
市

中
尾

新
保

谷
内
遺
跡

SP
31
92

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料

番
号

: 
  
No
 3
0

Mo
de
rn

δ
14
c(
‰
) 
  
= 
 2
8.
3±

 1
6.
8

δ
19
C(
%。

) 
  
 =
 -
26
.2

△
14
c(
%。

) 
  
 =
  
30
7±

 1
6.
8

IA
A-
98
7

試
料

採
取
場
所

: 
氷

見
市

中
尾

新
保

谷
内
遺

跡

SP
32
11

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
  
No
 3
1

Iヽo
de
rn

δ
l℃
(%
o)
  
 =
  
46
.5
±

 1
7.
1

δ
13
c(
%。
) 
  
 =
 -
26
.4

△
14
c(
%。
) 
  
 =
  
49
,3
±

 1
71

Iッ
Aヽ-
98
8

試
料

採
取
場
所

: 
氷

見
市

中
尾

新
保
谷

内
遺

跡

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

SP
34
51

試
料
番

号
: 
  
No
 3
2

卜
Io
de
rn

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
  
 2
.0
±

 1
4.
3

δ
13
c(
%。

) 
  
  
= 
-2
81

△
1l
C(
%o
) 
  
 =
  
 8
1±

 1
43

IA
A-
98
9

試
料
採

取
場

所
: 

氷
見

市
中
尾

新
保
谷

内
遺
跡

SK
20
78

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
  
No
 3
3

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
 1
23
0 

±
  
10
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
-1
45
.4
±

 1
1,
1

δ
13
c(
‰
) 
  
 =
 
-2
7.
0

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
14
2.
0±

 1
1.
1

IA
A-
99
0

試
料
採

取
場
所

: 
氷
見

市
中
尾

新
保
谷

内
遺

跡

SE
50
44

試
料

形
態
: 
  

木
片

(井
戸

粋
(t
Hl
貫

))

試
料
番
号

: 
  
No
 3
7 
 
遺

物
番
号

:ヱ

"7

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
 1
19
0±

  
90

δ
14
c(
‰
) 
  
=-
13
4.
8±

 9
.6

δ
19
C(
%。

) 
  
 =
 -
23
.3

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
13
7.
8±

  
9.
6

IA
A-
99
ユ

試
料

採
取
場
所

: 
氷

見
市

中
尾
新

保
谷

内
遺

跡

SP
52
14

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料

番
号

: 
  
No
 3
9 
 
遺
物

番
号

:ヱ
3θ

θ

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
 1
17
0±

  
90

δ
14
c(
‰
) 
  
=-
13
5.
8±

 9
.5

N3
c(
%。

) 
  
= 

―
%.
7

△
14
c(
%。
) 
  
 =
 -
13
65
±

  
9,
5
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β
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計
数

法
に
よ

る
測
定

結
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(3
)

ω 　 尋 嗣 導 蒲 ヴ 冴 肺 聯 臣 肝 テ 泄 静 ○ 滸 翠 、膵 灘 � 命 舟 澄 識 （ ＞ 煮 ∽ ・ ヽ 謝 遵 耐 ）

山 嗚 嗚
Co
de
 N
o

試
料

BP
年

代
と
炭

素
の

同
位

体
比

IA
A-
99
2

試
料

採
取
場

所
: 

氷
見

市
中
尾
新

保
谷

内
遺
跡

SP
53
45

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
  
No
 4
0 
 
遺
物

番
号

:ヱ
∂
θ
Я

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
60
0±

  
 9
0

δ
14
c(
‰
) 
  
= 
-7
34
±

 1
0.
2

δ
19
C(
%。

) 
  
 =
 -
25
7

△
14
c(
%。

) 
  
= 
-7
21
±

 1
0.
2

IA
A-
99
3

試
料

採
取

場
所

: 
氷
見

市
中
尾
新

保
谷

内
遣

跡

SK
53
72

試
料

形
態
: 
  

木
片

(棒
材

)

試
料

番
号

: 
  
No
 4
1

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  

Ю
O±

  
 8
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
82
.1
±

  
8.
5

δ
13
c(
‰
) 
  
 =
 -
23
.9

△
HC
(%
。
) 
  
= 
-8
4.
3±

 8
5

IA
A-
99
4

試
料

採
取
場

所
: 

氷
見

市
中
尾
新

保
谷

内
遺
跡

SP
56
14

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
  
No
 4
2 
 
遺
物

番
号

:王
∂
コ

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
83
0±

  
 8
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
98
.6
±

  
9。

1

δ
BC
(%
。
) 
  
= 
-2
4,
7

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
99
.2
±

  
91

IA
A-
99
5

試
料

採
取
場

所
: 

氷
見

市
中
尾
新

保
谷

内
遺

跡

SD
20
55

試
料

形
態
: 
  

木
片

(抗
)

試
料
番

号
: 
  
No
 4
4 
 
遺

物
番
号

:汚
%

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
35
0±

  
 9
0

δ
14
c(
‰
) 
  
= 
-4
8.
3±

 1
0.
4

δ
19
C(
‰
) 
  
 =
 -
27
.7

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
43
.2
±

 1
04

IA
A-
99
6

試
料
採

取
場

所
: 

氷
見

市
中
尾

新
保
谷

内
遺

跡

SE
71
01

試
料

形
態
: 
  

木
片

(井
戸

側
縦
板

)

試
料
番

号
: 
  
No
 4
5

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
55
0±

  
 9
0

δ
l℃

(‰
) 
  
= 
-6
9,
1±

 1
00

δ
13
c(
%。
) 
  
 =
 -
26
.1

△
14
c(
%。
) 
  
 =
 -
67
.2
±

 1
0.
0

IA
A-
99
7

試
料

採
取

場
所

: 
氷

見
市

中
尾

新
保
谷

内
遣
跡

SG
25
01

試
料

形
態
: 
  

木
片

(抗
)

試
料
番

号
: 
  
No
 4
7

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
 3
00
±

  
80

δ
14
c(
‰
) 
  
= 
-3
8.
3±

 9
.7

δ
13
c(
%。

) 
  
 =
 -
25
.8

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
36
9±

  
97

IA
A-
99
8

試
料

採
取
場

所
: 

氷
見

市
中
尾

新
保
谷

内
遺

跡

SP
50
62

試
料

形
態
: 
  

木
片

(柱
)

試
料
番

号
: 
  
No
 4
8 
 
遺

物
番

号
:ワ

男

Li
bb
y 
Ag
e(
yr
BP
):
  
  
86
0±

  
 9
0

δ
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
10
0.
1±

 1
0.
0

δ
BC
(%
。
) 
  
= 
-2
4,
0

△
14
c(
%。

) 
  
 =
 -
10
2.
0±

 1
0,
0



Ⅲ 中尾新保谷遺跡

7 中尾新保谷内遺跡出土金属製品の放射性災素年代測定

財団法人元興寺文化財研究所

名古屋大学年代測定総合研究センター

(1)は じめに

能越自動車道建設に伴う発掘調査において富山県氷見市所在,中尾新保谷内遺跡の近世包含層から

出土した鉄製品 4′点について,名古屋大学に設置されているタンデトロン加速器質量分析計 (2号機)

を用いて放射性炭素 (14c)年代測定を行ったので報告いたします。

(2)放射性炭素年代測定

年代測定に供した試料は,メ タルチェッカー及びX線写真撮影によって金属鉄部分を確認の上,小

型グラインダー等を用いて,鉄製品より切り出した金属鉄部分である。

鉄試料の調整とグラフアイトの合成は,名古屋大学年代測定総合研究センターにおいて行い,年代

測定は名古屋大学年代測定総合研究センターに設置されているタンデトロン加速器質量分析計 2号機

(オ ラングのHVEE社製のタンデトロンAMS)で放射性炭素 (14c)年代測定を実施した。

タンデトロン2号機では,14cと
12cの

存在比 (14c/12c比 (=R))が未知試料 (Rsam∬e)と
14c濃

度が

既知の標準体 (RAD1950)と について測定され,Rsam∬ e/RAD1950比が得られる。また,タ ンデトロン2号

機では13c/鬱c比 も同時に測定できる。測定されたRsam∬e/RADD50比 について,タ ンデトロン2号機で測

定されたδ ttCを 用いて炭素同位体分別の補正を行ったのち,試料の14c年
代値 (同位体分別補正

14c年

代)を算出した。
ИCの半減期としては,国際的な慣例に従って,Libbyの 半減期5568年 を用いた。

14c年
代値は,西暦1950年 から遡った年数として与えられる。

また,得 られた同位体分別補正
14c年

代 を
14c年

代 ―暦年代較正データセッ ト (IntCalo4,Reimer et

al,2004)お よび較正プログラムCALIB Rev.5,0。 1(M.Stuiver,P.J.Reimer,and R.Reimer,2005)を

用いて暦年代 に換算 した。
14c年

代値 [yr BP]に 対応する年代値の誤差はone sigma(± lσ :1標

準偏差)で示 した。

(3)測定結果

中尾新保谷内遺跡出上金属製品のδ13cぉ ょびИ
C年代 (同位体分別補正

14c年
代),較正年代 (1標

準偏差の範囲)を第 1表に示す。

試料No,1・ 2の馬鍬の歯の14c年
代は,それぞれ518± 21 BP, 405± 21 BPと 測定された。これら

を
14c年

代―暦年代較正データ (INTCAL04)を 用いて較正すると,較正年代は 1標準偏差 (one

sigma)の誤差範囲で,試料No。 11よ ,1410～ 1428 cal ADで 15世紀1/4期 を示した。試料No.2は ,1445

～1476 cal ADで 15世紀3/4期 を示した。

試料No.3の轡と試料No.4の釣状鉄製品の14c年
代は,それぞれ304± 24 BP, 313± 21 BPと 測定さ

れた。これらを
ИC年代―暦年代較正データ (INTCAL04)を 用いて較正すると,較正年代は 1標準

偏差 (one sigma)の誤差範囲で, 1522～ 1644 cal AD(試料No.4), 1522～ 1641 cal AD(試料

No.5)で 16世紀2/4期から17世紀中頃のほぼ同一の年代値を示した。

参考文献

Libby,ヽ VF (1955)Radiocarbon dating Cれ ltago ynfversFty PreSS,pp 175.

中村俊夫 2001「放射性炭素年代測定とその高精度化JF第 4紀研究』40(6)445-459
Kitagawa,H,Masuzawa,T,Nakamura,T,and Mattumoto,E1993「 A batch preparaion mehod of graphite targets with iow

backgrOund for AMS 14c meaSurements」 FRadiocarbon』 35295-300

Reimer et a1 2004「 IntCa1 04 terrestrial radiocarbon age calibration,0-26cal kyr BPJ『 Radiocarbon』 461029-1058
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試料番号
試料の

種類
物
号

遺
香

δ
13cPDB

(permil)*

14c age

(BP)

ユC年代を暦年代に較正した年代
(Reimer et al,2004)**
±lσ の暦年代範囲

(probability)

測定番号
(NUTA2‐ )

1 馬鍬の歯 ユ473 -21.0 518=L21 Cal AD 1410-1428(100% 11384

馬鍬の歯 ヱ
`即

-23.0 405=L21 Cal AD 1445-1476(100% 11385

3 轡 ヱを7∂ -28.2 304二と24

Cal AD 1522-15質 (密 .1%
Cal AD 1585-1585(0.9%
Cal AD 1626-16襲 (25.0%

4 鉤状鉄製品 248参 ―-26.5 313± 21

Cal AD 1522-15質 (73.2%
Cal AD 1584-1589(6.4%
Cal AD 1625-1641(20.40/O

第 1表 中尾新保谷内遺跡出上金属製品の14c年
代と較正年代

7 中尾新保谷内遺跡出上金属製品の放射性炭素年代測定

*)δ 13cPDBは
次式で定義される。

δ
13cPDB(%。

)=[(13c/12c)sampに /(13c/12c)PDB~1・ 0)x1000

ここで,(13c/乾 c)sampleは 試料の略
C/12c比 ,(13c/12c)PDBは Peed de belemnite標 準物質 (λ酸カ

ルシウム)の
13c/12c比

である。

注意事項

0 14c年代値はBPの単位で,西暦1950年 から過去へ遡った年代値で示される。

14cの
半減期 として,国際的に用いられているLibbyの 半減期5568年 を用いて

14c年
代値を算出し

た。

○ 年代値の誤差はone sigma(± lσ ;1標準偏差)を示 した。これは,同 じ条件で測定をloo回

繰 り返したとすると,測定結果が誤差範囲内に入る害J合が68回 である事を意味する。誤差を表示

の 2倍 (± 2σ ;2標準偏差)に とると,誤差範囲に入る割合は95回 になる。

O δ
ttCPDBを

用いて炭素同位体分別の補正を行った。すなわち,Conventiona1 14c age(同 位体分別

補正
14c年

代)である。

○ **)14c年代値から暦年代への較正は,樹木年輪についての
14c濃

度測定から得られた較正データ

を用いる。ここでは,IntCa104較正データ (Reimer et al,2004,Radiocarbon,46,p.1029-1058)

と較正プログラムCALIB Rev 5,0。 1(M.Stuiver,P,」.Reimer,and R.Reimer,2005)を用いて

較正を行った。

○ **)暦年代は,14c年代値が,14c年代値―暦年代較正曲線で真の年代が入る可能性が高い暦年代

範囲で示される。また,真の年代が,表示されたすべての範囲のどれかに入る確率が680/O(lσ )

である。年代範囲の後に示された確率は, 68%の うちで,さ らに特定の年代範囲に入る確率を

示す。

○ 金属鉄の年代測定を行うことは,鉄生産に用いられた木炭試料の年代測定を行っているため,そ

の樹木が 1年に 1年輪づつ年輪を形成 し,それぞれの年輪が炭素循環において大気に対 して閉鎖

形を形成 した年代を示めすため,樹木の最外郭の最終年輪と芯材部分の年輪では,年代値に樹齢

分だけのずれが生 じ,実際に利用 された時期 より古い14c年
代が得 られるという,“old wood

effect"の影響を考慮する必要がある。
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Ⅳ 神明北遺跡

神明北遺跡の自然科学分析

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

神明北遺跡は,上庄川右岸の沖積低地に位置する。経済企画庁総合開発局 (1973)に よれば,周辺

の沖積低地は入海等が埋積された三角州性低地に分類されている。本遺跡では,古代頃の水田の可能

性があると考えられている粘土層やその下位に古代以前の後背湿地堆積物が認められ,さ らに下位に

は海進期の堆積物と考えられる砂層が観察される。粘土層からは木材化石,砂層中からは貝化石など

が出上している。また, トイレ遺構の可能性があると考えられている土坑をはじめとして溝,溜池な

どの遺構も検出されている。

本報告では,砂層中から出上した貝化石の放射性炭素年代測定を行い,砂層の堆積時期に関する資

料を得ると共に,貝化石の同定を行い,砂層堆積時の本遺跡周辺の環境について検討する。また,そ

の上位の後背湿地堆積物についても花粉分析,微細物分析,樹種同定などを行い当時の環境や稲作に

ついての情報を得る。さらに, トイレ遺構の検証を行うために寄生虫卵分析,種実遺体同定,動物利

用を検討するために骨同定を行う。

(1)放射性炭素年代測定

A 試料

試料は,B2地区深掘り地点 (X15Y28)の 標高約 lm付近より塊状に採取された貝類を含む砂質

堆積物 1点である。後述する貝同定を行った上で,その貝殻を試料とする。

B 分析方法

測定は,加速器質量分析法 (AMS法 )で行い,放射性災素の半減期はLIBBYの 5568年 を使用する。

なお,測定は,株式会社加速器分析研究所 (IAA)の協力を得た。

C 結果

貝殻を用いた放射性炭素年代測定結果を第 1表に示す。貝殻の年代は,5180± 50BP(補正年

代5470± 60BP)であった。なお,貝殻は,後述する貝同定により,二枚貝のアリソガイに同定され

ている。

出土位置 測定年代 δ leC 補正年代 Code No

X15Y28(標高 lm付近) 三枚貝 (ア リソガイ) 5180± 5CIBP -7.14± 1.65‰   5470± 60BP   IAAA-30329

1)年代測定は,加速器質量分析法 (AMS法)に よる。

2)測定年代は, 1950年 を基点とした年数で,補正年代はδBCの値を基に同位体効果による年代誤差を補正した値。

3)放射性え素の半減期は, 5568年 を使用した。

第 1表 放射性炭素年代測定結果
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1 神明北遺跡の自然科学分析

(2)花粉分析

A 試料

Bl地区では,X51Y43地 点から採取した試料のうち試料番号 3,7,9,12の 4点 を用いる。

試料番号 3は Ⅱc層上部,試料番号 7が Ⅱc層 下部,試料番号 9が Ⅱd層下部,試料番号12が Ⅲ層上

部にあたる。この中で, Ⅱc層が古代頃の水田層の可能性があるとされ,その下位はそれ以前の後背

湿地堆積物にあたる。05SK― B2区では,X21Y29,X18Y24,X13Y22の 各地点から採取された 3

点を用いる。これらはいずれもⅡd層から採取された試料である。

B 分析方法

試料約10gに ついて,水酸化カリウムによる泥化,舗別,重液 (臭化亜鉛 :比重2.3)よ る有機物

の分離,フ ッ化水素酸による鉱物質の除去,ア セ トリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い,物理・化学的処理を施 して花粉を濃集する。残澄をグリ

セリンで封入してプレパラー トを作成 し,光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し,出現する全て

の種類について同定 。計数する。

花粉分析結果は同定 。計数結果の一覧表,お よび主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。

図中の木本花粉は木本花粉総数を,草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ

基数として,百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは
,

種類間の区別が困難なものを示す。なお,木本花粉総数が100個体未満のものは,統計的に扱うと結

果が歪曲する恐れがあるので,出現 した種類を+で表示するにとどめておく。

C 結果

結果を第 2表 。第 1図に示す。Bl地区をみると,草本花粉に比べ木本花粉化石が多 くなっている。

木本花粉化石は,ハ ンノキ属が増加傾向を示すのが特徴で,試料番号12で は100/。程度であったものが ,

試料番号 3では約半数を占めるようになる。その他の種類として,マツ属,ス ギ属,コ ナラ亜属,ニ

レ属―ケヤキ属,カ エデ属, トチノキ属などが検出される。草本花粉はイネ科,カ ヤツリグサ科,ヨ

モギ属などが検出される。B2地区をみるといずれも木本花粉の割合が高 く,その中でもハンノキ属

の割合が特に高 くなっている。その割合はBl地区のⅡd層下部 (試料番号 9)よ りも高 くⅡc層 下

部 (試料番号 7)と ほぼ同様である。草本花粉では,イ ネ科やカヤツリグサ科などが検出されるが ,

産出率は低い。

(3)寄 生虫卵分析

A 試料

A2地区の,SKl13板下の土壌 3点 (北
。中・南)を用いる。

B 分析方法

試料を15cc秤取 り,花粉分析に準ずる方法で,寄生虫卵を濃集し,計数を行う。ただし,分析工程

の中で重量や容積を性格に測定し,堆積物 l ccあ たりの寄生虫卵量を求められるようにしてお く。結

果は同定・計数結果の一覧表ならびに, l ccあ たりの寄生虫卵量を表示する。

C 結果

結果を第 3表,第 2図に示す。寄生虫卵は全 く検出されず,そのかわりに花粉化石が多 く検出され

る。花粉化石は木本花粉の割合が高 くなっている。木本花かではハンノキ属の割合が高 く,それにつ

いでスギ属の割合が高い。草本花粉は,イ ネ科やカヤツリグサ科, ヨモギ属などが比較的多 く検出さ

れる。
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Bl
X51Y49

Ⅳ 神明北遺跡

B2
X18Y24    X21Y29
Ⅱd層    Ⅱd層
上面    上面

1

1

1

4

1

8

類種

X13Y22
Ⅱd層
上面

マキ属                 ―

モミ属               2
ツガ属                  1
マツ属                14
スギ属                15
イテイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科     一

マオウ属              一

ヤナギ属                2
ヤマモモ属               一

ノグルミ属              ―

サワグルミ属              5
クルミ属              一

クマシデ属―アサダ属          1
ハシバミ属              ―

カバノキ属               2
ハンノキ属               125
ブナ属                  5
ヨナラ属ヨナラ亜属           23
コナラ属アカガシ亜属          10
クリ属                5
シイノキ属                3
ニレ属―ケヤキ属            16
エノキ属―ムクノキ属          l
ヤドリギ属                ―

フサザクラ属             一

カラスザンショウ属           ―

キハダ属                 ―

アカメガシワ属            一

ウルシ属                 ―

モチノキ属               1
カエデ属                2
トチノキ属                2
ブドウ属              一

ツタ属               1
シナノキ属                1
ウコギ科                一

カキ属                 ―
ハイノキ属               ―
エゴノキ属              ―

イボタノキ属              ―

トネリコ属                1
ニワトコ属            ―

1

2

34

16

2

1

1

4

1

97

1

%
3

6

11

2

9

1

3

1

1

1

13

5

1

5

1

27

6

13

5

8

19

1

1

2

1

7

8

14

19

14

35

9

12

2

15

14

1

1

8

12

1

1

2

2

3

1

8

3

118

10

54

27

8

3

22

7

2

2

1

3

6

1

1

1

1

20

21

3

1

2

1

1

1

2

104

1

63

16

8

2

17

2

3

7

2

1

1

2

1

2

183

4

28

6

6

11

1

1

9

2

1

1

2

8

2ガマズミ属               -     1     -     4

2

1

1

6

1

1

13

15

1

1

1

1

草本花粉
ガマ属                  ―      ―     ―      ―

イネ科                    59      87      12      26
カヤツリグサ科              22      13      2      2
クワ科              ―    ―    ―    ―

サナエタデ節―ウナギツカミ節      6      1      1     -
カラマツソウ属             ―     一     -     1
キンポウゲ科              -     1     -     一

アブラナ科               1     -     1     -
バラ科               1     -    -     2
マメ科              -    1    1    2
ツリフネツウ属             ―     ―     ―     一

セリ科   2-一 ―
ゴキプル属               -     3     -     ―

ヨモギ属                      10        6        5        11

4

16

1つ

3

1

1

2

1

2

4

キク亜科                 2      1      -      1
不明花粉                5     15     7     20

シダ類胞子

21

ヒカゲノカズラ属           -     1     -     一

ゼンマイ属                                        -     1     -
他のシダ類胞子             15     73     124     27     12     20     9

合 計

一
　

一

１

一
　

一

２０

１５

一

一

一

１

・９

４

一

一
　

一
　

一
　

一

４

３

一一

１

一

一

１

・１

・２

一

３

一

一

・６

・５

一

４

一

一

一

一

１

一

１

１

２

〓
．１８

木本花粉

草本花粉

不明花粉
シダ類胞子
総計 (不明を除く)

238         221         109         206         344         285         284
103

5

15

356

４０

１８

９

認

４．

８

２．

３４７

４６
２．
１２
颯

４５
２０
２７
猜

６３

・５

密

３５８

22

7

124

255

第 2表 花粉分析結果
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種  類 板下 北

AZ
SKl13
板下 中   板下 南

Ⅳ 神明北遺跡

木本花粉
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第 3表 寄生虫卵分析結果
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Ⅳ 神明北遺跡

図版 1 神明北遺跡の花粉化石

2b

転

19b19a6a

50μm

2.ニ レ属―ケヤキ属 (B2;X13Y22Ed層 )

4.コ ナラ属コナラ亜属 (B2,X13Y22Ⅱ d層 )

6.ゴキヅル属 (B2,X13Y22Ⅱ d層 )

8.イ ネ科 (B2;X13Y22Ⅱ d層 )

1 6b

1.マ ツ属 (B2,X13Y22Hd層 )

3.ス ギ属 (B2,X13Y22Ⅱ d層 )

5.コ ナラ属アカガシ亜属 (B2,X13Y22Hd層 )

7.ハ ンノキ属 (B2,X13Y22Hd層 )

9.ク リ属 (B2,X13Y22Ⅱ d層 )

17_



1 神明北遺跡の自然科学分析

(4)樹種 同定

A 試料

試料は,大 1,A2地 区の土坑および溝から出土 した木材 4点 と,B2区 のⅡd層から採取された

木材 2点の合計 6点である。

B 分析方法

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製

し,ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入

し,プレパラー トを作製する。作製 したプレパラー トは,生物顕微鏡で観察・同定する。

C 結果

樹種同定結果を第 4表に示す。 6点の木材は, 4点が針葉樹のスギに同定された。他の 2点は,い

ずれも落葉広葉樹で, 2種類 (ウ コギ属・ トネリコ属)に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を

以下に記す。

・スギ (CryptOmerfa Japonfca(L.1)D.Don)ス ギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され,仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で,晩材

部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限つて認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,

柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で, 1分野に2～ 4個。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。

・ウコギ属 (Acanれopanax)ウ コギ科

散孔材で管壁は薄く,横断面では角張った楕円形,単独または2～ 8個が複合して斜～放射方向に

紋様状に配列し,晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は異性Ⅱ型, 1～ 8細胞幅,数細胞高のものから広放射組織まである。

・トネリコ属 (Fr謬れus)モ クセイ科

環孔材で,孔圏部は2～ 3列,孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く,横断面

では円形～楕円形,単独または2個が複合,複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し,壁孔は

小型で密に交互状に配列する。放射組織は同性, 1～ 3細胞幅, 1～4餅田胞高。

試料番号 遺物番号 地 区 遺構 出土地点 種類 村種

h71020453

Al

SK109 自然木 ウコギ属

�【020452 SDl10 No 20 自然木 ス ギ

�1020447 SD110 No 17 板材 ス ギ

�1020448 A2 SKl13 板材 ス ギ

M骸 0455
B2

X18Y33Ⅱ d層 自然木 トネリコ属

h1020454 X21Y30Ⅱ d層 折敷 ス ギ

第 4表 樹種同定結果
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図版 2 神明北遺跡の本材

1.ス ギ (板材M020448)

2.ウ コギ属 (自 然木M020453)

3.ト ネリコ属 (自 然木M020455)

Ⅳ 神明北遺跡

H200μ m: a
■■■■■■■■■200μm i b,c

a:木日,bi柾 日,ci板 目

王33



1 神明北遺跡の自然科学分析

(5)種 実遺体 同定 。微細 物分析

A 試料

試料は, トイレの可能性があると考えられているA2地区のSKl13,05SK― Bl区のX51Y43の 地

積層から採取 した土壌 8点である。各試料の詳細は,結果と共に第 5表に記す。

B 分析方法

A2地区SK■3は各200cc,Bl地 区X51Y43は 各400ccの土壌試料を水に一晩波浸 し,試料の泥化

を促す。0。 541mの 師を通 して水洗 し残澄を集め,双眼実体顕微鏡下で観察 し,同定可能な植物遺体等

を抽出する。植物遺体の形態的特徴を現生標本および原色 日本植物種子写真図鑑 (石川,1994), 日

本植物種子図鑑 (中 山ほか,2000)と 比較 し,種類の同定・計数をおこなう。細片を含むため個体数

推定が困難である種類は,表中に「+」 と表示する。同定 。計数後の植物遺体等は.種類毎にビンに

詰め,500/O程度のエタノール溶液による演浸保存処理を施す。

C 結果

種実遺体同定・微細物分析結果を第 5表に示す。Bl地区X51Y43の検出種実は,A2地 区SK■3

に比べ種類数・個体数共に少ない。種実遺体の遺存状態は比較的良好で,木本は広葉樹 7種類 (ヤマ

グワ,ヒ サカキ,ブ ドウ科,イ イギリ,エ ゴノキ属,ム ラサキシキブ属,ニ ワトコ),草本は単子葉

植物 8種類 (ミ クリ属,ヘラオモダカ,オ モダカ属,オ モダカ科,イ ネ科,ホ タルイ属,カ ヤツリグ

サ科,イ ボクサ),双子葉植物 5種類 (タ ガラシ,オ トギリソウ属,チ ドメグサ属,イ ヌコウジュ属 ,

ナス科)が同定された。その他に,材 ,炭化材,不明炭化物 (木材組織を持たない,吉凸位 。種類とも

に不明の炭化物を示す),群苔類,菌類の菌核 (おそらく樹皮の表面に付着 していた肉座商などが考

えられる),昆虫遺骸の破片などが検出された。以下に,同定された種実遺体の形態的特徴を,木本 ,

草本の順に記す。

注)+は ,細片を含むため個体数推定が困難であることを示す。

第 5表 種実遺体同定・微細物分析結果
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訳 科 名

分析量 (cc)

種類名         部位

A2 Bl
SKl13 X51Y43
板 下 ⅡC Ⅲ

中 南 下 部中 部上 部 上 言Б

400   1   400   1   400
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ヤマグワ
ヒサカキ
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Ⅳ 神明北遺跡

<木本>
・ヤマグワ (lyorus austraぬ Poiret)ク ワ科クワ属

種子の破片が検出された。黄褐色,完形ならば三角状広倒卵形。一側面は狭倒卵形で,他方は稜に

なって薄い。長さ2 alm,幅 1.511m程度か。一辺が鋭利で,基部に爪状の突起を持つ。表面には微細な

イ岡目模様がありざらつ く。

・ヒサカキ (Eurya JttοnfCa Thunberg)ツ バキ科ヒサカキ属

種子が検出された。茶～黒褐色,不規則な多角形でやや偏平,径 l llm程 度。一端に脳があり,脳の

方に薄い。膳を中心に精円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。

・ブ ドウ科 (Vitaceae)

種子の破片が検出された。灰褐色,完形ならば広倒卵形,側面観は半広倒卵形。基部の脳の方に向

かつて細 くなり,嘴状に尖る。長さ4 nlm,幅 34m程度か。同定の根拠となる背面が欠損 している。腹

面には中央に縦筋が走 り,その両脇には楕円形の深 く窪んだ孔が存在する。種皮は柵状で薄 く硬い。

・イイギリ (И弱滋p弘府aψa Maxim。)イ イギリ科イイギリ属

種子が検出された。褐灰色,広倒卵形。長さ2 Hlm,径 1.5nlm程 度。頂部に大きな円形の窪みがある。

ここから基部の暦に向かって一本の溝がある。表面はスポンジ状の微細な網目模様があり,ざ らつ く。

・エゴノキ属 (St」/rax)ェゴノキ科

種子が同定された。黒褐色,卵形で長さ101111,幅6.511n程度。基部は切形で灰褐色の大きな勝点が

ある。表面には 3本程度の縦溝が走る。種度は厚 く (141m程 度)硬 く,外面は微細な網目模様があ

り,内面はスポンジ状でざらつ く。

・ムラサキシキブ属 瞼

“

carpa)ク マツズラ科

核 (内果皮)が検出された。淡～黄褐色,偏平で卵形。長さ2剛,幅 1.511m程度。背面は円みがあ

り,腹面中央はやや窪む。腹面方向に湾曲し,側面観は三日月形。中央部の内果皮が極めて薄 く柔ら

かいため,破損 して ドーナツ状になっている。縁部分の内果皮は厚 く,やや弾力がある。

<草本>
・ミクリ属 (勤arganfum)ミ クリ科

果実が検出された。淡～灰褐色,倒卵状紡錘形。長さ241m,径 l llm程 度。先端には細長 く伸びる花

柱が残る個体 もみられる。表面はスポンジ状で,数本の浅い縦筋が目立つ。

・ヘラオモダカ (Attma canarcuFatum A.Br.et Bouche) オモダカ科サジオモダカ属

呆実が検出された。淡褐色,楕円形で偏平,基部は切形。長さ214m,幅 1.5Hlm程度。背部に深い縦

溝が 1本走る。果皮はスポンジ状で柔らかく,中 の種子が透けてみえる。種子は茶褐色,倒 U字状に

曲がった円柱状で偏平。大きさ l Hm程度。種皮は膜状で薄 くやや透き通 り柔らかい。表面には微細な

網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ属 (肋がど綾rFa)オモダカ科

果実が検出された。淡黄褐色,倒卵形で偏平。大きさ3m4程度。果度は薄 く翼状。翼の外形は欠損

する。表面は微細な網目が縦方向に並ぶ。果皮は透き通るため,中 の種子が透けてみられる。中の種

子は茶褐色,倒 U字状に曲がつた円柱状で偏平。種度は膜状で薄 くやや透き通 り柔らかい。表面には

微細な網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ科 (Alismataceae)

種子が検出された。茶褐色,倒 U字状に曲がつた円柱状で偏平。大きさ l lm程度。種度は膜状で薄
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くやや透き通 り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・イネ科 (Gramineae)

穎が検出された。淡褐色,狭卵形でやや偏平。長さ3剛,幅0.811m程度。穎は薄 く柔らかくて弾力

がある。表面には微細な網目模様が縦列する。

・ホタルイ属 (IScirpus)カ ヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色,片凸レンズ状の広倒卵形。長さ 2 1nln,幅 1.511ull程 度。背面はやや高 く

稜がある。先端部は尖 り,基部から伸びる逆刺を持つ髭状の腕が残る。表面は光沢があり,不規則な

波状の横級状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。上述のホタルイ属以外で,形態上差異のある複数の種を含んでいるものを一括

した。スゲ属と思われる個体などを含む。

・スゲ属 (Carex)カ ヤツリグサ科

淡褐色,黒褐色など様々,倒卵形,倒皮針形状三稜形で長さ1.5-211m,径 1-1.5剛程度。頂部の

柱頭部分がわずかに伸びる。果皮は柔らか く,表面には微細な網目模様がありざらつく。

・イボクサ (Anttema Keisaた Hassk.)ツユクサ科イボクサ属

種子が検出された。赤みがかった灰褐色で半横長楕円形。径 21■ ll程度。背面は九みがあり,腹面は

平 らである。勝は線形で腹面の正中線上にあり,胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔

らかく,表面は円形の小孔が多数存在する。

・タガラシ (Ranuncurus sceFeraを us L.)キ ンポウゲ科キンポウゲ属

果実が検出された。広倒卵形～広楕円形でやや偏平。径1.511ul,厚 さ0.54un程度。縁は黄白色のスポ

ンジ状で,中心部はやや凹み淡黄褐色で平滑。

・オ トギリソウ属 (frypericum)オ トギリソウ科

種子が検出された。黒褐色,線状長楕円体。両端は短い突起状。長さ l mll,径 0。 511m程度。種皮は

微細で横長の凹点による網目模様が配列する。

・チ ドメグサ属 (ryJrocotyfe)セ リ科

果実が検出された。黄褐色,半月形でやや偏平。径 l llllll程 度。一端には太い柄があり,合生面は平

坦。果皮は厚 く,やや弾力がある。表面には 1本の明瞭な円弧状の稜がある。

・イヌコウジュ属 (M&滋) シソ科

果実が検出された。茶褐色,卵円形。径1.21111程度。下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや

厚 く硬 く,表面には大きく不規則な網目模様がある。

・ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡褐色,歪な腎臓形で偏平。径 1.511ull程 度。種皮は薄 く柔らかい。狽↓面のくび

れた部分に勝があり,表面は膳を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。網目模様は微細

で網目を構成する壁の幅は太 くしっか りしている。
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図版 3 神明北遺跡の種実遺体

Ⅳ 神明北遺跡
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1.ヤ マグワ 種子 (SKl13(板下)北 )

3.ブ ドウ科 種子 (SKl13(板下)中 )

5.エ ゴノキ属 種子 (SKl13(板下)中 )

7.ミ クリ属 果実 (SKl13(板下)中 )

9。 オモダカ属 果実 (SKl13(板下)南 )

11.ホ タルイ属 果実 (SKl13(板下)中 )

13.カ ヤツリグサ科 果実 (SKl13(板下)中 )

15,タ ガラン 果実 (SKl13(板下)南 )

17.チ ドメグサ属 果実 (SKl13(板下)南 )

19.ナ ス科 種子 (SKl13(板下)南 )

(1.2.4.612,14-19)

2.ヒ サカキ 種子 (Hc層 上部 )

4.イ イギリ 種子 (Hc層 上部 )

6.ム ラサキシキブ属 核 (SKl13(板下)中 )

8.ヘ ラオモダカ 果実 (SKl13(板下)北 )

10.オ モダカ科 種子 (SKl13(板下)北 )

12.カ ヤツリグサ科 果実 (SKl13(板下)中 )

14.イ ボクサ 種子 (SKl13(板下)中 )

16.オ トギリソウ属 種子 (Hc層 上部 )

18.イ ヌコウジユ属 果実 (SKl13(板下)中 )
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